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852　

中
央
大
学
記
事
（
新
学
年
の
授
業
開
始
・
学
年
試
験
問
題
・
第
四

十
回
卒
業
者
・
卒
業
生
姓
名
・
優
等
生
姓
名
・
中
央
大
学
図
書
館

報
告
・
維
持
基
金
払
込
額
及
び
氏
名
）

〔『
法
学
新
報
』
第
35

巻
５
（
400

）
号　

大
正
14

年
５
月
10

日
〕

　

○
中
央
大
学
記
事

○
新
学
年
の
授
業
開
始　

去
月
十
六
日
（
水
曜
）
を
以
て
新
学
年
の
始
業

　

式
を
挙
行
し
午
前
十
時
よ
り
大
学
予
科
の
入
学
者
に
対
し
て
馬
場
（
鍈

　

一
）
理
事
堀
予
科
々
長
の
訓
辞
あ
り
同
日
午
前
十
一
時
よ
り
大
学
部
入

　

学
者
に
対
し
馬
場
（
鍈
一
）
理
事
の
訓
辞
あ
り
午
後
五
時
よ
り
専
門
部

　

入
学
者
に
対
し
て
馬
場
（
鍈
一
）
理
事
よ
り
訓
辞
す
る
所
あ
り
翌
十
七

　

日
（
木
曜
）
よ
り
各
科
の
授
業
を
開
始
し
た
り

○
学
年
試
験
問
題　

本
大
学
大
正
十
三
年
度
学
年
試
験
は
去
る
三
月
三
日

　

よ
り
二
十
日
迄
挙
行
せ
ら
れ
た
る
か
各
科
試
験
問
題
左
の
如
し

　
　

○
法
学
部
一
学
年

　
　
　

憲
法
（
美
濃
部
講
師
出
題
）
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タ
リ
負
担
部
分
ニ
付
キ
特
約
ナ
シ
、
丙
ハ
其
債
権
ヲ
丁
ニ
譲
渡
シ
其
旨

　

甲
ニ
通
知
シ
タ
ル
モ
乙
ニ
ハ
通
知
セ
ス
、
故
ニ
乙
ハ
善
意
無
過
失
ニ
テ

　

丙
ニ
其
債
務
ヲ
完
済
シ
其
旨
直
チ
ニ
甲
ニ
得
シ
テ
通
知
ヲ
発
シ
タ
ル
モ

　

乙
ノ
完
済
後
右
通
知
ノ
到
達
前
甲
ハ
丁
ニ
対
シ
善
意
ニ
テ
完
済
セ
リ
甲

　

乙
丙
丁
間
ノ
法
律
関
係
如
何

 　
　

親
族
法
（
穗
積
講
師
出
題
）

一
、
現
行
民
法
ノ
婚
姻
制
度
ヲ
批
評
セ
ヨ

二
、
十
八
歳
ノ
娘
、
親
権
者
タ
ル
父
ノ
意
ニ
反
シ
テ
他
家
ヘ
奉
公
ニ
行
ケ

 

リ
而
シ
テ

　
（
イ
）
雇
主
ガ
抑
留
シ
テ
帰
サ
ヾ
ル
ト
キ

　
（
ロ
）
雇
主
ハ
抑
留
セ
ザ
ル
モ
娘
自
身
帰
宅
ヲ
肯
ゼ
ザ
ル
ト
キ
、

　

父
ハ
如
何
ナ
ル
法
律
的
手
段
ヲ
執
リ
得
ル
カ
。
以
上

　
　
　

刑
法
総
論
（
泉
二
講
師
出
題
）

一
、
過
失
犯
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
中
止
未
遂
罪
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

E
xam

ination questions on C
ontract. (

三
苫
講
師
出
題)

　
　
　

 Your answ
ers m

ay be w
ritten partly in E

nglish and partly 

in Japanese, but the legal term
s should be w

ritten in E
nglish 

as possible.

Ⅰ
 　

D
iscuss the revocability and irrevocability of an offer. G

ive 

full reasons for your statem
ents.

Ⅱ
 　

A
, the student at certain university, w

as engaged to m
arry 

w
ith B

’s daughter. B
 prom

ised A
 that, if A

 w
ould m

arry w
ith 

his daughter at once and live together, he w
ill send A

 ¥ 
5
0 

一
、
憲
法
第
五
十
五
条
第
一
項

　
「
国
務
大
臣
ハ
天
皇
ヲ
輔
弼
シ
其
ノ
責
任
ニ
任
ズ
」

　

右
ニ
付
解
説
ス
ベ
シ

二
、
左
ノ
語
ノ
意
義
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
（
イ
）
副
署　
（
ロ
）
帷
幄
上
奏　
（
ハ
）
司
法
権

　
（
ニ
）
全
院
委
員
会

　
　
　

民
法
総
則
（
二
上
講
師
出
題
）

一
、
土
地
ノ
定
著
物
ニ
シ
テ
土
地
ノ
一
部
ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ヤ

二
、
失
踪
ノ
宣
告
ニ
因
リ
テ
財
産
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
失
踪
者
ノ
生
存
ス
ル
コ

　

ト
ヲ
知
リ
テ
之
ヲ
消
費
シ
タ
ル
後
失
踪
ノ
宣
告
取
消
サ
レ
タ
ル
場
合
ニ

　

於
テ
如
何
ナ
ル
責
任
ヲ
有
ス
ル
ヤ

三
、
慣
習
法
ト
條
理
法
ト
ノ
関
係
ヲ
論
セ
ヨ

　
　
　

物
権
法
一
部
（
孫
田
講
師
出
題
）

一
、
我
が
民
法
上
物
権
契
約
な
る
観
念
を
認
む
る
こ
と
を
得
る
や
、
根
拠

　

を
示
し
て
之
に
答
ふ
べ
し

二
、
地
上
権
法
の
社
会
的
並
に
経
済
的
意
義
を
論
ず
べ
し
。

　
　
　

債
権
総
論
（
岡
村
講
師
出
題
）

一
、
債
権
者
甲
ガ
田
畑
各
一
筆
ヲ
所
有
シ
、
債
務
者
乙
ノ
選
択
ニ
依
リ
其

　

田
又
ハ
畑
ヲ
乙
ニ
給
付
ス
ヘ
キ
債
務
ヲ
負
担
シ
、
乙
ハ
其
権
利
ニ
付
キ

　

仮
登
記
ヲ
為
シ
タ
リ
、
然
ル
ニ
其
後
甲
ハ
右
ノ
事
情
ヲ
知
レ
ル
丙
ニ
其

　

田
ヲ
譲
渡
シ
テ
之
レ
ガ
所
有
権
移
転
登
記
ヲ
為
シ
、
丙
ニ
於
テ
其
田
ヨ

　

リ
純
益
五
百
円
ノ
果
実
ヲ
収
得
シ
タ
ル
後
、乙
ガ
其
田
ヲ
選
択
シ
タ
リ
、

　

此
場
合
ニ
於
ケ
ル
其
田
ノ
帰
属
及
ヒ
乙
丙
間
ノ
法
律
関
係
如
何

二
、
甲
乙
連
帯
シ
テ
丙
ヨ
リ
千
円
ヲ
借
受
ケ
各
五
百
円
宛
、
之
ヲ
費
消
シ
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provisions and its effects?

8. W
hat w

as the object and the m
ethod of a 

“lease and release

”? 

H
ow

 w
as it affected by the Statute of E

urolem
ents, and how

 

did it com
e to be revived again after the passing of the Statute 

of U
ses?

　
　
　

独
逸
刑
法
（
大
原
講
師
出
題
）

　

E
ine H

andlung setzt einen H
andelnden, und da zur 

H
andlung begriffl ich eine m

enschliche T
ätigkeit gehört, als 

h
an

d
elu

n
d

es S
u

b
jek

t ein
en

 M
en

sch
en

 vorau
s. D

ie 

K
orporation, sow

ie jede andere A
rt der juristischen Person ist 

deliktsunfähig.

　

D
ie juristische Person hat trotz ihrer realen E

xistenz eine 

nur gedachte R
echtssubjektivtät. R

echtlich w
irksam

 handeln 

für sie ihre Vertreter und O
rgane. W

ürde m
an ihr eine Strafe 

auferlegen, so w
ürden der Verbrecher und der B

estrafte nicht 

identisch sein. H
at der Vorstand eine A

nordnung getroffen, 

die in ihrem
 Vollzug sich als ein D

elikt, z. B
. einen B

etrug dars 

ellt, so begeht er nicht selbst, so w
enig w

ie die juristische 

Person, den B
etrug; vielm

ehr begehen ihm
 die einzelnen 

Vorstandsm
itglieder. E

in überstim
m

tes Voratandsm
itglied, das 

m
it der Sache nichts zu tun haben w

ill, oder ein bei der 

B
eschlussfassung nicht beteiligtes, später eingetretenes 

Vorstandsm
itglied, kann nur sow

eit an dem
 B

etrug beteiligt 

sein, als es pfl icht w
idrig unterlassen hat, die A

usführung des 

each m
onth until he graduates. R

elying on that prom
ise, A

 

m
arried B

’s daughter and lived together. C
onsequently his 

living expenses increased greatly, but B
 failed to send m

oney 

as he prom
ised.

        A
 brought an action against B

 for a breach of prom
ise.

        B
 in his defence says that there is no C

onsideration for his

      　

prom
ise.W

hat is your decision?

             State the general principles and apply them
 to the facts of 

　
　
　
　

the case.

             R
E

A
L PR

O
PE

R
T

Y

（
平
井
講
師
出
題
）

             Take any four out of the follow
ing questions:-

1. E
xplain the terns--estato, fee, enfeoffm

ent, freehold, chattels 

real, seisin, subinfendation, hereditam
ent, w

ords of lim
itation.

2. W
hat led to the passing of the Statute Q

uia E
m

ptores, and 

w
hat w

as its effect?

3. E
xplain the object and procedure of a com

m
on recovery. In 

w
hat respects did it differ from

 a fi ne? B
y w

hat Statute w
ere 

they both abolished?

4. W
hat w

ere the incidents of tenure due to the lord from
 a 

tenant in knight service?

5. G
ive the outlines of a m

odern settlem
ent of land.

6. E
xplain the A

ssize of novel disseisin, and the A
ssize of m

ort 

d'ancestor?

7. W
hy w

as the Statute of U
ses passed, and w

hat w
ere its 
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以
上
三
問
ノ
内
其
ノ
二
ツ
ヲ
選
ミ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

債
権
各
論
（
吾
孫
子
講
師
出
題
）

一
、
契
約
ノ
申
込

二
、
売
主
ノ
義
務

右
両
問
題
ニ
付
キ
知
ネ
所
ヲ
記
セ

　
　
　

刑
法
各
論
（
飯
q
講
師
出
題
）

一
、
刑
法
各
論
ノ
範
囲
デ
任
意
ノ
一
題
ヲ
択
ビ
テ
論
究
セ
ヨ

二
、
左
ノ
五
問
題
ニ
付
キ
理
由
ト
結
論
ト
ヲ
簡
明
ニ
記
シ
テ
答
ヘ
ヨ

　

 

（
Ａ
）
敗
者
の
み
ゲ
ー
ム
代
を
支
払
ふ
普
通
の
玉
突
き
は
何
故
賭
博
罪

　
　

と
な
ら
ぬ
か

　

 

（
Ｂ
）
文
書
の
作
成
者
が
自
ら
其
の
文
書
の
内
容
を
変
更
す
る
は
如
何

　
　

な
る
場
合
に
於
て
文
書
変
造
罪
を
構
成
す
る
か

　

 

（
Ｃ
）
例
へ
ば
三
越
の
販
売
品
に
関
し
、
品
質
粗
悪
な
り
と
て
、
真
実

　
　

に
反
し
て
、
故
意
に
虚
説
を
流
布
す
る
者
あ
り
。
然
か
も
三
越
の
売

　
　

上
は
為
め
に
減
少
す
る
こ
と
な
か
り
し
と
せ
ば
、
其
者
を
罰
し
得
る

　
　

か

　

 

（
Ｄ
）
刑
事
巡
査
が
新
聞
社
に
赴
き
、
父
の
死
亡
広
告
の
掲
載
を
依
頼

　
　

し
た
る
が
、
其
際
広
告
料
金
に
付
て
は
、
新
聞
社
も
自
分
が
刑
事
巡

　
　

査
の
職
に
あ
る
こ
と
は
充
分
承
知
し
居
る
筈
な
れ
ば
、
多
少
の
無
理

　
　

は
聴
き
届
く
べ
き
と
思
惟
し
、
普
通
の
半
額
に
割
引
せ
ら
れ
度
き
旨

　
　

申
込
み
た
り
。
相
手
の
新
聞
社
は
此
の
要
求
を
拒
絶
せ
ば
、
必
ら
ず

　
　

後
難
恐
る
べ
き
も
の
あ
ら
ん
と
信
じ
て
、
余
儀
な
く
料
金
を
半
減
し

　
　

て
死
亡
広
告
を
掲
載
し
た
り
と
せ
ば
、
此
の
刑
事
巡
査
を
如
何
に
処

　
　

分
す
へ
き
か

B
eschlussen zu hindern.

　
　
　

経
済
学
（
杉
講
師
出
題
）

一
、
効
用
ト
価
値
ト
ノ
関
係
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
信
用
機
関
ノ
何
タ
ル
ヤ
ヲ
説
明
シ
其
ノ
種
類
ヲ
挙
ゲ
ヨ

三
、
賃
銀
ノ
高
低
ヲ
決
定
ス
ル
原
因
ヲ
略
説
セ
ヨ

　

以
上
ノ
内
二
題
ヲ
選
択
シ
テ
答
フ
ベ
シ

　
　
　

社
会
学
（
松
本
講
師
出
題
）

一
、
無
組
織
団
体
に
つ
き
例
示
し
て
説
明
せ
よ

二
、
左
の
事
項
を
略
解
せ
よ

　
（
イ
）
カ
ス
ト　
（
ロ
）
公
民
的
社
会　
（
ハ
）
父
権
的
家
族

　
（
ニ
）
集
合
表
象
説　
（
ホ
）
結
社

　
　
　

羅
馬
法
（
春
木
講
師
出
題
）

一
、Stipulatio

（
問
答
契
約
）
ノ
性
質
ヲ
説
ク
ヘ
シ

二
、
甲
ハ
住
宅
ノ
建
築
ア
ル
一
定
ノ
土
地
ヲ
乙
ニ
売
リ
十
日
後
ニ
引
渡
ヲ

　

為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
契
約
シ
タ
リ
契
約
締
結
ノ
翌
日
右
ノ
住
宅
ハ
附
近
ニ

　

発
生
シ
タ
ル
火
事
ニ
因
リ
テ
類
焼
セ
リ
甲
ハ
代
金
金
額
ヲ
請
求
シ
得
ヘ

　

キ
ヤ
否
ヤ
理
由
ヲ
具
シ
テ
答
フ
ヘ
シ

　
　

二
学
年

　
　
　

物
権
法
二
部
（
西
川
講
師
出
題
）

一
、
留
置
権
成
立
ノ
要
件
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

一
、
動
産
質
権
者
カ
質
物
ノ
占
有
ヲ
奪
ハ
レ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
之
ヲ
回
復

　

ス
ル
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
方
法
ニ
依
ル
ヘ
キ
ヤ

一
、
建
物
ノ
上
ニ
設
定
シ
タ
ル
抵
当
権
ハ
其
ノ
建
物
ニ
附
属
セ
シ
メ
タ
ル

　

畳
建
具
類
ニ
迄
及
フ
ヘ
キ
ヤ
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二
、
肥
料
販
売
ヲ
営
業
ト
ス
ル
甲
株
式
会
社
ノ
取
締
役
乙
ハ
其
ノ
地
位
ヲ

　

濫
用
シ
不
正
ニ
利
益
ヲ
得
ン
ト
欲
シ
丙
ニ
対
シ
会
社
ノ
為
メ
ニ
必
要
ナ

　

リ
ト
偽
リ
テ
金
融
ヲ
来
メ
壇﹇
擅
﹈ニ
会
社
名
義
ヲ
用
ヒ
自
己
ヲ
代
表
者

　

ト
シ
丙
ヲ
受
取
人
ト
シ
タ
ル
約
束
手
形
ヲ
振
出
シ
丙
ヨ
リ
其
ノ
額
面
ノ

　

金
員
ヲ
受
領
シ
之
ヲ
私
消
シ
タ
リ

　

甲
会
社
ハ
右
乙
ノ
行
為
ニ
付
責
任
ヲ
負
フ
ヘ
キ
ヤ
若
シ
責
任
ヲ
負
フ
ヘ

　

キ
モ
ノ
ト
ス
レ
ハ
如
何
ナ
ル
責
任
ナ
リ
ヤ
理
由
ヲ
付
シ
テ
説
明
ヲ
求
ム

　
　
　

刑
法
実
習
（
平
井
講
師
出
題
）

一
、
傷
害
罪
（
第
二
百
四
条
）
ト
名
誉
毀
損
罪
（
第
二
百
三
十
条
）
ノ
二

　

罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
懲
役
二
月
科
料
五
円
ノ
言
渡
ヲ
為
シ
タ
リ
法

　

ノ
適
用
上
差
支
ヘ
ナ
キ
ヤ
理
由
ヲ
付
シ
テ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
窃
盗
罪
ニ
因
リ
懲
役
五
月
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
大
正
九
年
三
月
八
日

　

其
執
行
満
了
出
獄
シ
タ
ル
処
大
正
十
四
年
三
月
六
日
午
後
十
時
扶
助
ヲ

　

要
ス
ヘ
キ
老
者
ヲ
遺
棄
ス
ル
為
自
宅
ヲ
伴
出
シ
翌
七
日
午
前
一
時
某
停

　

車
場
ニ
置
去
リ
遺
棄
シ
タ
リ
（
第
二
百
十
七
条
）
再
犯
ト
称
ス
ヘ
キ
ヤ

　

理
由
ヲ
付
シ
テ
説
明
ス
ヘ
シ

 　
　
　

LAW
 O

F C
O

N
T

R
A

C
T.

（
久
保
講
師
出
題
）

1.  E
xplain w

hat the follow
ing phrases include:-

　
　

(a)  necessaries,　
　

(b)  term
s of contract.

　
　

(c)  contracts uberrim
ae fi dei.

2.   D
iscuss the effect of innocent m

isrepresentation or non-

disclosure upon the form
ation of contract.

3.  W
hat is m

eant by the follow
ing sentence?

   

“Infant m
ay not be charged upon C

ontract fram
ed as a tort.

”

　

 

（
Ｅ
）
刑
法
二
二
四
條
に
所
謂
『
未
成
年
者
を
誘
拐
す
』
と
は
如
何
な

　
　

る
意
味
か

　
　
　

商
法
総
論
商
行
為
法
（
高
窪
講
師
出
題
）

一
、
商
事
自
治
法
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

一
、
有
価
証
券
ノ
意
義
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

会
社
法
（
佐
竹
講
師
出
題
）

第
一
、
有
限
責
任
社
員
ノ
責
任
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

第
二
、
株
式
ノ
消
却
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

保
険
法
（
三
浦
講
師
出
題
）

一
、
保
険
契
約
ノ
本
質
ニ
関
ス
ル
「
需
要
説
」
ヲ
論
評
セ
ヨ

二
、
我
国
相
互
会
社
ノ
法
則
ニ
ツ
キ
テ
概
説
セ
ヨ

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
二
ー
五
編
）（
神
谷
講
師
出
題
）

一
、
必
要
的
共
同
訴
訟
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
訴
訟
無
能
力
者
ノ
為
シ
タ
ル
訴
訟
行
為
ノ
効
力
並
ニ
其
補
正
ニ
付
説

　

明
ス
ヘ
シ

　
　
　

刑
事
訴
訟
法
（
小
野
講
師
出
題
）

一
、
弁
護
人
の
地
位
を
説
明
す
べ
し

二
、
証
人
の
義
務
を
説
明
す
べ
し

　
　
　

民
事
実
習
（
淺
沼
講
師
出
題
）

一
、
未
成
年
者
甲
ハ
親
権
者
乙
ノ
同
意
ヲ
得
ス
シ
テ
自
己
所
有
ノ
不
動
産

　

ヲ
丙
ニ
売
渡
シ
其
ノ
登
記
ヲ
経
タ
リ
然
ル
ニ
親
権
者
乙
ハ
右
事
実
ヲ
知

　

了
シ
ナ
カ
ラ
丙
ニ
対
ス
ル
自
己
ノ
債
権
ニ
基
キ
右
不
動
産
ニ
付
強
制
執

　

行
ヲ
為
シ
自
ラ
之
ヲ
競
落
シ
タ
リ
未
成
年
者
甲
ハ
右
甲
乙
間
ノ
売
買
行

　

為
ヲ
取
消
シ
得
ル
カ
理
由
ヲ
付
シ
テ
説
明
ヲ
求
ム
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G

eschäftsgeheim
nisse und K

im
dschaft. Ja die letzteren, die 

sog, C
hancon (englisch: good w

ill), biloen den K
ernlestandteil 

des H
andelsverm

ögens. Passiva sind die im
 G

eschäftsbetriete 

entstandenen Schulden des K
aufm

anns.

2.   D
ie A

ufstellung der B
ilanz soll 

“für den Schluss eines jeden 

G
eschäftsjahres

” erfolgen. M
assgebender. Zeitpunkt für die 

B
ew

ertung soll nicht der Tag der A
ufm

achung sein, der erst 

im
 nächsten G

eschäftsjahrliegen w
ird, sondern der Schlusstag 

des letzten G
eschäftsjahres.

　
　
　

行
政
法
（
島
村
講
師
出
題
）

（
一
）
原
則
的
行
政
地
域
ニ
於
ケ
ル
地
方
官
庁
ト
例
外
的
行
政
地
域
ニ
於

　

ケ
ル
地
方
官
庁
ト
ノ
職
権
ノ
主
要
ノ
相
違
ヲ
問
フ

（
二
）
鉱
業
権
ト
砂
鉱
権
ト
ノ
相
違
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

国
際
公
法
（
平
時
戦
時
）（
橫
田
講
師
出
題
）

（
一
）
国
際
聯
盟
の
人
格
を
論
ず

（
二
）
条
約
の
成
立
時
期

（
三
）
聯
盟
規
約
及
び
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
議
定
書
に
よ
る
戦
争
の
概

　

念
の
変
化

（
四
）
連
続
航
海
主
義
を
論
ず

右
の
中
、（
一
）（
二
）
の
中
よ
り
一
題
、（
三
）（
四
）
の
中
よ
り
一
題
を

選
択
す
る
こ
と

　
　

三
学
年

　
　
　

相
続
法
（
柳
川
講
師
出
題
）

第
一
問
、
養
子
ノ
相
続
法
上
ノ
地
位
ヲ
論
ス
ヘ
シ

　
　
　

LAW
 O

F T
O

R
T

S （
三
苫
講
師
出
題
）

　
 　

Your answ
ers m

ay be w
ritten partly in E

nglish and partly in 

Japanese, but the legal term
s shold be w

ritten in E
nglish as 

possible.

1.   D
enne and discuss 

“Publication

” in connection w
ith  

defam
ation.

2.   A
 goes to a gunm

aker and explains to him
 that he w

ants a 

good sound gun for the use of him
self. T

he gunm
aker sells 

him
 a gun, w

hich he knew
 w

as in defactive condition, yet he 

represents it to be perfectly sound. A
 few

 days later B
, the 

friend of A
, borrow

ed that gun from
 A

 and goes out shorting 

and the gun bursts and seriously dam
ages his face. B

 brought 

an action of deceit against the gunm
aker. W

hat is your 

decision?  State the general rules and apply them
 to he facts of 

the case.

　
　
　

独
逸
商
法
（
三
浦
講
師
出
題
）

　
　

左
ノ
文
章
ヲ
翻
訳
セ
ヨ

1.   D
as H

andelsverm
ögen um

fasst A
ktiva und Passiva. Zu jenen 

gehören die bew
eglichen und unbew

eglichen Sachen, w
elche 

in dem
 H

andelsgew
erbebetrieb zur Veräusserung oder zum

 

G
ebrauch dienen, die G

eschäftsforderungen und sonstigen 

K
raft d

es G
ew

erb
eb

etrieb
es erw

o
rb

en
en

 R
ech

te 

einschliesslich der Firm
en-und W

arenzeichenrechte, endlich 

tatsäch
lich

e B
ezieh

u
n

g
en

 von
 V

erm
ög

en
sw

ert, w
ie 
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ス
シ
テ
荷
受
人
ニ
運
送
品
ヲ
引
渡
シ
了
ハ
リ
タ
リ
此
場
合
乙
者
、
丙
者
ニ

対
シ
テ
損
害
賠
償
ヲ
求
メ
得
ル
ヤ
。
若
シ
丙
者
ニ
シ
テ
乙
者
ニ
対
シ
賠
償

シ
タ
リ
ト
セ
ハ
更
ニ
荷
受
人
ニ
対
シ
テ
損
害
賠
償
ヲ
得
ル
ヤ

　
　
　

刑
事
訴
訟
法
実
習
（
松
南
講
師
出
題
）

一
、
直
接
審
理
主
義
ト
ハ
何
ソ
ヤ
直
接
審
理
主
義
ト
間
接
審
理
主
義
ト
ノ

　

異
同
ヲ
説
明
ス
可
シ

二
、
裁
判
上
公
知
ノ
事
実
ハ
立
証
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ヤ
ヲ
詳
論
ス
可
シ

三
、
公
訴
提
起
ノ
方
式
ヲ
説
明
ス
可
シ

四
、
附
帯
控
訴
ヲ
論
セ
ヨ

五
、
被
告
人
ハ
如
何
ナ
ル
判
決
ニ
対
シ
上
訴
シ
得
ル
カ
詳
論
ス
可
シ

六
、
公
訴
棄
却
ノ
判
決
ニ
付
キ
詳
述
ス
可
シ

七
、
予
審
ト
捜
査
ト
ノ
区
別
ヲ
説
明
ス
可
シ

八
、
被
告
人
訊
問
ニ
付
キ
新
刑
事
訴
訟
法
ノ
特
色
ヲ
説
明
ス
可
シ

九
、
十
四
歳
未
満
ノ
者
又
ハ
心
神
喪
失
者
犯
罪
ヲ
為
シ
タ
ル
嫌
疑
ニ
依
リ

　

検
事
ヨ
リ
訴
追
ヲ
受
ケ
タ
リ
右
訴
追
ハ
有
効
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
詳
論
セ
ヨ

十
、
犯
罪
ノ
嫌
疑
ト
犯
罪
ノ
証
明
ト
ノ
異
同
ヲ
説
明
ス
可
シ

右
十
題
中
任
意
ニ
二
題
ヲ
選
択
シ
答
案
ス
可
シ

　
　
　

英
売
買
法
（
吉
村
講
師
出
題
）

1.   W
here necessaries (goods) are sold to an infant, can be duly 

cancel the contract of sale on the ground of his m
inority?

2.    A
 agreed to sell to B

 a quantity of butter, and sent B
 an 

invoice （
送
状
） specifying the butter, and a bill of launding. （
船

荷
証
券
） The butter w

as to be paid for by a bill of exchange （
為

替
手
形
） payable tw

o m
onths afterlanding. T

he butter w
as lost 

第
二
問
、
国
籍
喪
失
ニ
因
ル
家
督
相
続
ノ
目
的
ノ
範
囲
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　

法
文
、
参
考
書
等
一
切
試
験
場
ニ
携
帯
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

　
　
　

海
商
法
（
樋
貝
講
師
出
題
）

一
、
同
一
貨
物
ニ
付
敷
通
ノ
船
荷
証
券
カ
発
行
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ

　

貨
物
引
渡
及
船
荷
証
券
行
使
ニ
付
存
ス
ル
法
律
関
係
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
シ

二
、
共
同
海
損
ノ
意
義
ヲ
略
説
シ
左
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
カ
共
同
海
損
ナ
リ
ヤ

　

否
ヤ
ヲ
理
由
ヲ
附
シ
テ
判
定
ス
ヘ
シ

　

 

（
イ
）
船
舶
ノ
衝
突
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害

　

 

（
ロ
）
船
内
ニ
於
ケ
ル
伝
染
病
予
防
費

　

 

（
ハ
）
水
先
案
内
料

　

 

（
ニ
）
流
氷
ニ
因
ル
船
体
ノ
損
傷

　

 

（
ホ
）
救
助
料

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
二
│
五
編
）（
岩
本
講
師
出
題
）

一
、
権
利
拘
束
ノ
抗
弁
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
裁
判
上
ノ
自
白
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
六
編
以
下
）（
遠
藤
講
師
出
題
）

一
、
第
三
者
カ
強
制
執
行
ノ
目
的
物
上
ニ
占
有
権
ヲ
有
ス
ル
ト
キ
執
行
異

　

議
ノ
訴
訟
ヲ
起
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ

二
、
照
査
手
続
ノ
効
力
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

商
法
実
習
（
三
橋
講
師
出
題
）

大
阪
ニ
於
ケ
ル
運
送
人
甲
者
、
乙
者
ノ
委
託
ニ
依
リ
或
物
品
ヲ
東
京
迄
運

送
ス
ヘ
キ
義
務
ヲ
負
担
シ
タ
ル
カ
到
達
地
タ
ル
東
京
ノ
汐
留
駅
前
ノ
運
送

業
者
丙
者
ニ
托
ス
ル
ニ
貨
物
引
換
証
ト
引
換
ニ
運
送
品
ヲ
引
渡
ス
ヘ
キ
コ

ト
ヲ
以
テ
セ
リ
然
ル
ニ
丙
者
ノ
店
員
ハ
不
注
意
ニ
モ
引
換
証
ト
引
換
ニ
非
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     a.  D

er G
rundsatz des w

echselseitigen G
ehörs

     b.  D
ie Verhandlungsm

axim
e

     c.  D
er G

rundsatz des unm
ittelbaren Prozessbetriebs durch 

die Parteien.

2.   W
eil es sich dabei aber stets um

 eine frage handelt, die sich 

unm
ittelbar auf die sachliche B

erechtigung des K
lagantrags 

bezieht, und deren E
ntscheidung  daher ein Stück der 

E
ntscheidung über diese selbst enthalt, se erscheint die 

V
erh

an
d

lu
n

g
 ü

b
er ein

 selb
stän

d
ig

es A
n

g
riffs-o

d
er 

Verteidigungsm
ittel, auch w

enn sie abgesondert geschiet, 

im
m

er als ein Stück der Verhandlung zur H
auptsache. 

D
adurch

 untersch
eidet sich

 die Verh
andlung über ein 

selbständiges A
ngriffs-und V

erteidigungs-m
ittel seh

r 

w
esentlich von der Verhandlung eines Zw

ischenstreites.

　
以
上
二
問
ヲ
和
訳
シ
横
線
ヲ
附
シ
タ
ル
部
分
ヲ
簡
単
ニ
説
明
ス
ベ
シ

　
　
　

法
理
学
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
国
際
法
ハ
法
律
ナ
リ
ヤ
否
ヤ

二
、
刑
罰
法
定
主
義
ヲ
解
説
ス
ヘ
シ

　
　
　

破
産
法
（
阿
部
講
師
出
題
）

一
、
破
産
裁
判
所
ハ
如
何
ナ
ル
場
合
ニ
第
一
回
ノ
債
権
者
集
会
ノ
期
日
ト

　

債
権
調
査
ノ
期
日
ト
ヲ
併
合
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ

二
、
支
払
不
能
ト
支
払
停
止
ノ
概
念
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

国
際
私
法
（
河
邊
講
師
出
題
）

一
、
隔
地
者
間
ニ
締
結
セ
ラ
レ
タ
ル
契
約
ノ
成
立
及
効
力
ノ
準
拠
法
ヲ
説

at sea.

     Is B
 liable to pay or not? W

hy?

3.  E
xplain the right of 

“stoppage in transitu

”.
　
　
　

独
逸
法
（
三
浦
講
師
出
題
）

　
　

左
ノ
文
章
ヲ
翻
訳
セ
ヨ

（1

）   B
eim

 E
inzelkaufm

ann soll die neuangenom
m

ene Firm
a 

w
ahre Peasonenfi rm

a sein, d. h. den Fam
iliennahm

en des  

K
aufm

anns m
it m

indestens einem
 ausgesch

riebenen 

Vornahm
en enthalten.

（2

）   V
iel schneidiger ist die Prokura. Ssie ist im

 G
runde eine 

G
eneralkandlungsvollm

acht, aber eine solche, die einen stets 

gleichen Inhalt hat.

Sie ist eine vom
 G

edetz m
it zw

ingendem
, unabänderlichem

 

Inhalt ausgestattete G
eneralvollm

acht. W
er Prokura erteilt, 

erteilt also stets dieselbe A
rt von Vollm

asht, w
elches auch 

seine B
rauche ist.

（3

）   D
ie offene H

andelsgesellschaft setzt einen G
esellschftsvertrag 

voraus. W
äre der G

esellschaftsvertrag nichtig, so läge keine 

offene H
andelsgesellschaft vor.

（4

）    D
ie Firm

a dickt die w
echselnden M

itglieder.

　
　
　

独
逸
民
事
訴
訟
法
（
菊
井
講
師
出
題
）

1.   F
ü

r d
ie G

estaltu
n

g
 d

es V
erfah

ren
s h

ab
en

 d
er 

C
ivilprozessordnung folgende allgem

eine G
rundsätze zur 

R
ichtschnur gedient:
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セ
三
、
主
要
経
済
中
心
ト
シ
テ
ノ
「
ベ
ル
リ
ン
」
ヲ
説
明
セ
ヨ

以
上
三
問
ノ
中
二
問
ヲ
選
ヒ
答
案
ヲ
草
ス
ベ
シ

　
　
　

政
治
学
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
人
口
分
配
ノ
利
害
得
失

二
、
責
任
内
閣
ト
ハ
何
ヲ
謂
フ
カ

三
、
政
党
ノ
定
義
ヲ
示
シ
其
長
処
ト
短
処
ト
ヲ
解
説
ス
ベ
シ

以
上
三
題
中
ヨ
リ
任
意
ニ
二
題
ヲ
択
ヒ
テ
解
説
ス
ベ
シ

　
　
　

貨
幣
論
（
杉
講
師
出
題
）

一
、
磨
損
貨
幣
ノ
改
鋳
費
用
ニ
関
シ
テ
ハ
如
何
ナ
ル
主
義
ア
リ
ヤ

二
、
物
価
指
数
ノ
何
タ
ル
ヤ
ヲ
説
明
シ
其
効
用
ヲ
挙
示
セ
ヨ

三
、
兌
換
券
発
行
ノ
方
法
ヲ
略
説
セ
ヨ

以
上
ノ
内
二
題
ヲ
選
択
シ
テ
答
フ
ベ
シ

　
　
　

統
計
学
（
後
藤
講
師
出
題
）

一
、
物
価
統
計
及
物
価
指
数
ニ
付
説
明
ス
ベ
シ

二
、
大
数
ノ
法
則
ト
ハ
何
ゾ

　
　

憲
法
、
民
法
総
論
、
物
権
法
一
部
、
債
権
総
論
、
親
族
法
、
刑
法
総

　
　

論
、
社
会
学
ハ
法
学
部
一
年
ニ
同
シ

　
　

二
学
年

　
　
　

銀
行
論
（
杉
講
師
出
題
）

一
、
銀
行
ノ
資
金
貸
付
上
注
意
ス
ベ
キ
要
件
ヲ
挙
ゲ
テ
略
説
セ
ヨ

二
、
為
替
相
場
ノ
変
動
ハ
外
国
貿
易
上
如
何
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ヤ

三
、
銀
行
監
督
ノ
必
要
ヲ
論
ゼ
ヨ

以
上
ノ
内
二
題
ヲ
選
択
シ
テ
答
フ
ベ
シ

　

明
ス
可
シ

二
、
外
国
法
適
用
ノ
違
背
ハ
上
告
ノ
理
由
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
説
明
ス
可
シ

　
　
　

法
制
史
（
瀧
川
講
師
出
題
）

一
、
王
朝
時
代
ノ
山
林
原
野
法
ヲ
記
セ
ヨ

二
、
戦
国
諸
家
ノ
分
国
法
ヲ
記
セ
ヨ

三
、
次
ノ
語
ニ
ツ
キ
知
レ
ル
所
ヲ
記
セ
ヨ

　

イ
、
う
ぢ
こ
の
か
み　

　

ロ
、
資
人　

　

ハ
、
篤
疾　

　

　

ニ
、
二
罪
以
上
倶
発　

　

ホ
、
三
審

　
　
　

財
政
学
（
土
方
講
師
出
題
）

一
、
消
費
税
ノ
課
税
方
法
ヲ
論
ズ
ベ
シ

二
、
復
興
費
ノ
財
源
ト
シ
テ
公
債
ト
租
税
ト
ノ
優
劣
ヲ
論
ズ
ベ
シ

　
　

経
済
学
部
一
学
年

　
　
　

経
済
原
論
（
楢
崎
講
師
出
題
）

   　

Select tw
o out of the follow

ing questions, and give your 

   answ
er to those:

│

  1. W
hat determ

ines the rate of w
ages?

  2. D
iscuss the philosophical bassis of E

conom
ics.

  3. D
iscuss the general nature of profi ts.

  4. D
iscuss the source of interest. 

  5. Speak your censures against the present-day E
conom

ics.

　
　
　

地
理
（
田
中
講
師
出
題
）

一
、
ド
イ
ツ
主
要
工
業
地
ノ
分
布
及
ヒ
概
況
ヲ
述
ヘ
其
工
業
地
一
部
ノ
失

　

喪
カ
国
家
ニ
及
ボ
シ
タ
ル
影
響
ヲ
論
ズ
ベ
シ

二
、
ド
イ
ツ
ノ
甜
菜
及
ヒ
葡
萄
ノ
耕
作
及
ヒ
其
工
業
ニ
就
キ
知
ル
処
ヲ
記
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二
、
特
恵
関
税
ノ
性
質
ヲ
論
ス
ベ
シ

三
、
保
税
倉
庫
ト
ハ
何
ゾ
ヤ

以
上
ノ
中
二
題
選
択

　
　
　

社
会
工
業
政
策
（
藤
井
講
師
出
題
）

一
、
左
ノ
語
ノ
意
義
ヲ
相
当
詳
細
ニ
説
明
ス
ベ
シ

　
（
一
）
社
会
問
題
、（
二
）
社
会
組
織
、（
三
）
社
会
階
級

二
、
労
働
組
合
ノ
組
織
及
機
能
ヲ
論
ス
ヘ
シ

　
　
　

植
民
政
策
（
川
原
講
師
出
題
）

一
、
植
民
と
移
民
と
の
区
別

二
、
植
民
政
策
に
於
け
る
諸
主
義
を
論
評
す

三
、
植
民
地
に
於
け
る
土
地
問
題

以
上
三
問
の
中
、
任
意
二
問
に
答
へ
よ

　
　
　

保
険
学
（
三
浦
講
師
出
題
）

一
、
責
任
保
険
ト
ハ
何
ゾ

二
、
国
立
保
険
論
私
立
保
険
論
ノ
是
非
ヲ
論
ズ

　
　
　

外
交
史
（
高
木
講
師
出
題
）

一
、
伯
林
会
議
（1

8
7
8

）
以
後
ノ
同
盟
協
約
外
交
ニ
付
テ

二
、
外
交
史
上
ヨ
リ
見
タ
ル
世
界
戦
争
（1

9
1
4

│1
9
1
7

）
ノ
諸
因

　

右
二
題
中
一
題
ヲ
択
ミ
テ
答
フ
ヘ
シ

　
　
　

演
習
（
桑
田
講
師
出
題
）

工
業
ト
農
業
ニ
関
シ
「
ソ
ウ
イ
エ
ト
」
政
府
ノ
新
経
済
政
策
ノ
方
針
ヲ
説

明
ス
ベ
シ

　
　
　

英
語
経
済
（
奥
野
講
師
出
題
）

1.   E
xplain the m

anifold character of dem
ocracy.

　
　
　

交
通
政
策
（
楢
崎
講
師
出
題
）

一
、
我
国
狭
軌
鉄
道
ハ
直
ニ
之
ヲ
広
軌
ニ
改
築
ス
ル
必
要
ア
リ
ヤ

二
、
海
運
ニ
於
ケ
ル
競
争
ト
独
占
ヲ
論
ズ
ベ
シ

　
　
　

農
政
学
（
八
木
澤
講
師
出
題
）

一
、
農
村
問
題
（
農
業
問
題
）
の
包
含
す
る
意
味
を
論
ず

二
、
自
作
農
創
定
案
を
論
ず

　
　
　

政
治
史
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
十
字
軍
ノ
欧
羅
巴
ノ
経
済
上
ニ
及
ボ
セ
ル
影
響

二
、
十
八
世
紀
以
来
ノ
階
級
争
闘
ノ
変
遷

三
、
徳
川
幕
府
ノ
対
外
政
策
ヲ
論
評
ス
ベ
シ

以
上
三
題
中
ヨ
リ
任
意
ニ
二
題
ヲ
択
ヒ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

経
済
学
史
（
松
浦
講
師
出
題
）

一
、
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
経
済
学
説
に
就
き
て
論
究
せ
よ

　
　
　

会
計
学
（
鹿
野
講
師
出
題
）

一
、
固
定
資
産
ト
流
動
資
産
ト
ノ
区
別
ヲ
説
明
シ
其
ノ
区
別
ノ
必
要
ナ
ル

　

理
由
ヲ
述
ベ
ヨ

二
、
価
格
減
却
ニ
対
ス
ル
計
算
法
ヲ
説
明
セ
ヨ

三
、
資
産
価
格
ノ
評
価
差
益
ヲ
利
益
ニ
計
算
シ
テ
配
当
ス
ル
ノ
不
可
ナ
ル

　

理
由
ヲ
述
ベ
ヨ

　
　

物
権
法
二
部
、
債
権
各
論
、
刑
法
各
論
、
商
法
総
論
、
商
行
為
法
、

　
　

会
社
法
、
国
際
公
法
ハ
法
学
部
二
学
年
ニ
同
シ

　
　

三
学
年

　
　
　

商
業
政
策
（
楢
崎
講
師
出
題
）

一
、
我
国
ニ
於
テ
自
由
貿
易
主
義
ヲ
採
ル
ノ
余
地
ナ
キ
カ
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（a

）双
方
附
替
　

（b

）繰
越
日
記
帳
　

（c

）仕
払
承
諾
勘
定

丙、
3月
1
0日
ノ
取
引
下
ノ
如
シ、

依
テ
所
要
ノ
伝
票
ヲ
作
リ
日
記
帳

　
ニ
転
記
締
切
レ

　

（a

） 伝
票、

形
式
ハ
省
略、

伝
票
名、

科
目、

姓
名、

金
額、

小
書

（必
要
ア
ラ
バ

）ヲ
示
セ
バ
足
レ
リ

　

（b

）日
記
帳、

形
式
ハ
簡
略、

（1

）

　
山
田
太
郞
ヨ
リ
次
ノ
切
手々

形
当
座
勘
定
ト
シ
テ
受
入
ル

（当
座

　
元
帳
同
人
口
座
借
残
8
0
0円

）

　
　

当
行
振
出
預
金
手
形
8

（土
屋
爲
吉

）￥
1.5
0
0.－

　
　

三
井
銀
行

（当
地

）宛
小
切
手
♯
1
0
5

　
￥
1.3
0
0.－

（2

）

　
東
地
銀
行
ヨ
リ
報
告
ア
リ

（為
替
元
帳

､

当
方
借
残
5
0
0円、

貸

　
残
2.5
0
0円

）

　

（イ

 

）３
月
５
日
当
店
依
頼
代
金
取
立
手
形
1
5入
金
済
　

￥
1.5
0
0.

（予

テ
村
田
三
吉
ヨ
リ
依
頼
セ
ラ
レ
タ
ル
他
代
手
東
♯
1
5ニ
シ
テ
同
人

ト
ハ
当
座
特
当
契
約
ナ
シ

）

　

（ロ
 

）３
月
７
日
送
金
為
替
♯
7取
組
ム
￥
2.0
0
0.－

依
頼
人
本
馬
三
郞

受
取
人
月
山
隠

（3

）　石
井
吉
郞
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
次
ノ
商
業
手
形

（他
割
手
西
他
＃
8

）割

　
引
シ、

手
取
金
現
金
支
払
フ、

西
地
吉
川
甲
一
振
出
約
束
手
形
額
面
￥

　
1
0.0
0
0.－

３
月
８
日
付
4月
1
8日
期
日
割
引
日
2.5銭

（￥
1
0
0.－

）直

　
ニ
西
地
銀
行
ニ
取
立
依
頼
ノ
為
発
送
ス

（4

）　南
地
支
店
ヨ
リ
報
告
ア
リ

　

（イ

 

）３
月
６
日
　

北
地
支
店
ニ
取
立
割
手
＃
1
5.￥
1.5
0
0.－

取
立
依

頼
ス

2.  
State the econom

ic and social functions of associations of 

consum
ers.

3.   State the econom
ic and social functions of trade unions.

4.   D
escribe the succes of political dem

ocracy in general and of 

B
ritish dem

ocracy in particu'ar. 

四
問
ノ
中
二
問
選
択

　
　
　

取
引
所
論
（
井
浦
講
師
出
題
）

左
ノ
甲
乙
ノ
中
其
一
ヲ
選
ム
デ
答
フ
ベ
シ

甲
、
試
験
「
操
縦
ト
投
機
ト
ノ
区
別
並
ニ
操
縦
ノ
利
害
」

乙
、
小
論
文
題
随
意

　
　

手
形
法
、
海
商
法
、
国
際
私
法
、
財
政
学
ハ
法
学
部
三
年
ニ
行
政
法

　
　

ハ
法
学
部
二
学
年
ニ
同
シ

　
　

商
学
部
一
学
年

　
　
　

商
品
学
（
星
野
講
師
出
題
）

⑴　

棉
花
の
種
類
及
其
荷
造
法
を
記
せ

⑵　

本
邦
陶
磁
器
に
就
き
知
る
と
こ
ろ
を
述
へ
よ

　
　
　

経
済
原
論
（
八
木
澤
講
師
出
題
）

1.  E
xplain th

e difference betw
een productive labor and 

unproductive labor, and critisize the theories about it.

2.  E
xplain the relation of the standard of life to w

age.

3.  E
xplain the characteristics of the C

apitalisticproduction.

　
　
　

銀
行
簿
記

（太
田
講
師
出
題

）

甲、
公
債
証
書
ノ
売
買
ニ
関
ス
ル
伝
票
及
ヒ
記
帳
法
ヲ
例
示
説
明
ス
ヘ
シ

乙、
次
ノ
事
項
ヲ
説
明
セ
ヨ
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（ハ

 

）貸
越
ニ
ハ
毎
日
ノ
最
高
残
高
ニ
対
シ
テ
日
歩
￥
0.0
3ノ
利
子
ヲ
徴

ス
但
残
高
中
￥
１
未
満
ノ
端
数
ニ
ハ
利
子
ヲ
徴
セ
ズ

２

 

．原
価
2
0.5
0
7.3
8ノ
商
品
ニ
対
シ
原
価
ト、
原
価
ノ
八
分

（8％

）ノ希
望

利
益
ト、

保
険
料
ト、

ヲ
包
括
ス
ル
保
険
ヲ
附
セ
ム
ト
ス
ル
ニ
保
険
料

ノ
割
合
弐
分

（2％

）ナル
ト
キ
保
険
金
ヲ
幾
何
ト
申
込
ム
ベ
キ
カ、

但

保
険
金
＄
1
0
0未
満
ハ
＄
1
0
0ニ
切
上
グ
ル
モ
ノ
ト
ス、

又
問
フ
保
険
料

ハ
幾
何
ナ
ル
カ

３

 
．横浜

甲
商
ハ
倫
敦
Ｌ
商
ニ
￥
1
0
0.0
0
0.0
0ノ
債
権
ヲ
有
ス
依
テ
甲
商
ハ

紐
育
ヲ
経
由
シ
テ
£
商
ニ
逆
為
替
ヲ
取
組
マ
ム
ト
ス、

為
替
相
場
等
次

ノ
如
シ
ト
セ
バ
Ｌ
商
ガ、

倫
敦
指
定
銀
行
ニ
支
払
フ
ベ
キ
高
幾
何
ナ
ル

ベ
キ
カ

　
　

 横
浜
／
紐
育
3
9 7/
8

　
　

 紐
育
／
倫
敦
〃
4.9
7

（£
1ニ
付、

予
想

）

　
　

 紐
育
代
理
人
手
形
売
却
手
数
料
　

1/
1
6％

　
　
　
　

－
以
上
三
問
題
中
任
意
の
二
問
題
選
択
－

　
　
　

民
法
要
論
（
柳
川
講
師
出
題
）

一
、
心
裡
留
保
ト
虚
偽
表
示
ト
ヲ
比
較
シ
双
方
ノ
異
ナ
ル
点
ヲ
簡
単
ニ
説

　

明
ス
ヘ
シ

二
、
甲
ハ
乙
ヲ
雇
入
ル
ニ
際
シ
乙
ガ
十
年
間
甲
方
ニ
奉
公
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

　

乙
ニ
金
二
千
円
ノ
営
業
資
金
ヲ
贈
与
ス
ヘ
キ
旨
乙
ト
特
約
ヲ
結
ビ
タ
ル

　

ガ
乙
ガ
九
年
間
勤
メ
タ
ル
頃
ヨ
リ
甲
ハ
乙
ヲ
虐
待
シ
始
メ
乙
ハ
遂
ニ
之

　

ニ
堪
ヘ
兼
ネ
テ
最
初
ヨ
リ
計
算
シ
九
年
十
ヶ
月
目
ニ
甲
方
ヲ
無
断
逃
亡

　

セ
リ
。此
場
合
乙
ハ
甲
ニ
対
シ
右
二
千
円
ノ
支
払
ヲ
請
求
シ
得
ル
カ（
参

　

照
条
文
ヲ
掲
ク
ル
コ
ト
）

　

（ロ

 

）３
月
８
日
　

北
地
支
店
当
座
預
金
者
何
某
口
座
ニ
振
込
入
金
ア

リ
￥
2.5
0
0.－

（5
）　交

換
所
計
算

（預
ケ
金
残
￥
3
0.0
0
0ア
リ

）

　
　

持
出
手
形、

三
井
銀
行
宛
小
切
手
＃
1
0
5. ￥

1.3
0
0.－

　
　

受
入
手
形、

山
田
太
郞
振
出
当
行
宛
小
切
手
＃
1
1
2

　
￥
8
0
0.－

　
　
　
　
　
　
　

東
地
銀
行
取
組
送
金
為
替
＃
7. 2
0
0
0.

）

（6

）　現
金
繰
越
　

￥
6
9.5
3
0.－

　
　
　

商
業
算
術

（橋
本
講
師
出
題

）

１
.下
記
要
領
ニ
ヨ
リ
当
座
預
金
元
帳
ヲ
記
帳
シ
且
ツ
之
ヲ
決
算
セ
ラ
ル

ベ
シ

　

 9/
1
8

　
預
リ
　
　
　
　
　
　
　

￥
2.0
0
0.0
0

  〃
/
2
5

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3.4
5
6.0
0

   1
0/ 1 
　

引
出
　

￥
4.3
2
1.6
5

  〃
/
1
1

　
預
リ
　

 

　
　
　
　
　
　

 

　

 5
0
0.0
0

  〃
/
1
5

　
引
出
　
　

2.0
0
0.0
0

  〃
/
2
5

　

  〃
　
　
　

 3
0
0.0
0

   1
1/ 5 
　

預
リ
　
　
　
　
　
　
　
　

   9
8
5.4
3

  〃
/
2
0

　

  〃
　
　
　
　
　
　
　
　

     8
0
0.0
0

   1
2/ 2 
　

引
出
　
　

 1.8
0
0.0
0

  〃
/
1
0

　
預
リ
　
　
　
　
　
　
　
　

   2
2
9.5
6

　

（イ

）決
算
日
1
2/
1
5

　

（ロ

 

）預
金
ニ
ハ
毎
日
ノ
最
低
残
高
ニ
対
シ
テ
日
歩
￥
0.0
1ノ
利
子
ヲ
附

ス、
但
残
高
ノ
内
￥
5
0
0未
満
ノ
分
及
其
以
上
ノ
分
モ
其
￥
1
0
0未

満
ノ
端
数
ニ
ハ
利
子
ヲ
附
セ
ズ

⎧｜⎨｜⎩
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三
、
賃
金
支
払
制
度

　
　

右
三
題
中
二
題
を
択
び
て
答
へ
よ

　
　
　

民
法
要
論
（
齋
藤
講
師
出
題
）

一
、
我
民
法
上
ノ
多
数
当
事
者
ノ
債
権
関
係
ノ
各
々
ニ
付
其
意
義
ヲ
述
ヘ

　

ヨ
二
、
次
ノ
事
項
中
ノ
一
ニ
付
簡
単
ニ
説
明
セ
ヨ

　

⑴　

準
消
費
貸
借

　

⑵　

負
担
附
贈
与

　
　
　

商
法
要
論
（
佐
々
木
講
師
出
題
）

一
、
支
配
人
ノ
代
理
権
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
会
社
合
併
ノ
意
義
及
其
手
続
ヲ
略
述
ス
ヘ
シ

三
、
左
ノ
区
別
ヲ
明
ニ
セ
ヨ

　
（
イ
）
本
店
ヲ
﹇
ト
﹈
支
店

　
（
ロ
）
会
社
資
本
ト
会
社
財
産

　
　
　

工
業
簿
記

（橋
本
講
師
出
題

）

１

．或
製
品
ノ
製
造
ニ
要
シ
タ
ル
原
料
ノ
計
算
法
如
何

２

．売
上
勘
定
ノ
内
容
ヲ
表
示
セ
ラ
ル
ベ
シ

（摘
要
及
金
額
ヲ
仮
設

）

３

 

．下
記
要
領
ニ
ヨ
リ
工
場
費
勘
定
ヲ
記
入
シ

（摘
要
及
金
額

）且
ツ
之

ヲ
締
切
ラ
ル
ベ
シ

　
（イ

 

）借
方
ヘ
ハ
工
場
諸
掛
支
払
毎
ニ
記
入
シ、

貸
方
ヘ
ハ
毎
月
末
工

場
掛
月
別
割
当
表
ニ
ヨ
リ
前
一
ヶ
月
間
中
ノ
見
積
高
ヲ
記
入
ス
ル

組
織
ニ
於
テ

　

（ロ

）決
算
開
始
直
前
ニ
於
ケ
ル
残
高
貸
方
￥
2
5
0.0
0

　

（ハ

）工
場
固
定
資
産
減
価
償
却
￥
3
0
0.0
0

　
　
　

工
業
通
論
（
松
浦
講
師
出
題
）

交
通
機
関
ノ
種
類
ヲ
挙
ゲ
其
商
業
上
ニ
及
ス
効
果
ヲ
説
ベ
ヨ

　
　
　

商
業
英
語
（
高
谷
講
師
出
題
）

一
、
左
ノ
語
句
ヲ
和
訳
セ
ヨ

　
　

(a)  fi rm
 offer    (b)  ad valorem

    (c)  per procuration

　
　

(d)  pro form
a invoice    (e)  deventures at par

　
　

(f)  on sale or return    (g)  offer of safes on approval

二
、
左
ノ
和
文
ヲ
英
訳
ス
ベ
シ

　

拝
啓
前
略
、
置
時
計
掛
時
計
各
種
当
月
一
日
代
金
引
換
御
送
附
御
依
頼

　

申
上
置
候
処
今
二
十
日
に
至
る
も
未
だ
到
著
せ
ず
且
つ
何
等
通
知
に
も

　

接
し
不
申
、
甚
だ
了
解
に
苦
し
む
次
第
に
御
座
候
当
方
に
て
は
売
込
時

　

期
を
失
し
多
大
の
損
害
を
蒙
り
た
る
こ
と
に
て
御
座
候
、
就
て
は
御
契

　

約
の
価
格
よ
り
一
割
の
値
引
願
上
度
右
督
促
旁
々
御
願
ひ
迄
、
草
々

前
書
簡
文
ノ
返
事
ヲ
英
語
五
十
字
以
上
ニ
テ
書
ケ

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  W
hat tim

e is this exam
ination being held?

2.  N
am

e fi ve of the principal B
anks Tokyo.

3.  W
rite a com

position about the M
itsukoshi D

epartm
ent Store?

　
　

憲
法
ハ
法
学
部
一
学
年
ニ
、
貨
幣
論
統
計
学
ハ
経
済
学
部
一
学
年
ニ

　
　

取
引
所
論
ハ
経
済
学
部
三
学
年
ニ
同
シ

　
　

二
学
年

　
　
　

商
工
経
営
（
渡
邊
講
師
出
題
）

一
、
固
定
資
産
減
価
銷
却
の
意
義
を
論
ず

二
、
銀
行
業
の
流
動
力
に
つ
い
て
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地
理
ハ
経
済
学
部
一
学
年
ニ
銀
行
論
農
政
学
ハ
経
済
学
部
二
学
年
ニ

　
　

社
会
工
業
政
策
ハ
経
済
学
部
三
学
年
ニ
行
政
法
ハ
法
学
部
二
学
年
ニ

　
　

同
シ

　
　

三
学
年

　
　
　

鉄
道
総
論
（
池
井
講
師
出
題
）

一
、
交
通
機
関
ノ
外
界
ニ
及
ホ
ス
影
響
ヲ
論
ス

二
、
鉄
道
ト
ハ
何
ソ
ヤ

三
、
運
賃
ノ
意
義
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

経
済
事
情
（
大
q
講
師
出
題
）

一
、
需
要
供
給
の
一
般
関
係

二
、
純
粋
地
代
の
発
生

右
一
題
を
選
択
す
る
こ
と

　

注
意
│

　
　
　

一
、
答
案
は
日
本
語
の
こ
と

　
　
　

二
、
試
験
場
に
は
一
切
参
考
書
、
原
稿
等
を
も
つ
て
こ
な
い
こ
と

　
　
　

保
険
（
石
川
講
師
出
題
）

一
、
生
命
保
険
料
ノ
組
成
ヲ
説
キ
其
ノ
計
算
ノ
根
拠
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ

　

説
明
ス
ベ
シ

二
、
海
上
保
険
ニ
ア
リ
テ
船
体
保
険
料
ニ
規
定
割
合
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
存
セ
ザ

　

ル
理
由
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

三
、
海
上
保
険
ノ
損
害
塡
補
金
額
算
出
ノ
方
法
ヲ
問
フ

　
　
　

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

.

（
太
田
講
師
出
題
）

　
　

Select tw
o of follow

ing questions.

1.  T
he base of a tax is the thing, characteristic, or phenom

enon 

　

（ニ

 

）工
場
機
械
其
他
各
種
工
場
附
属
物
ニ
対
ス
ル
保
険
料
未
経
過
高

￥
3
0.0
0

　
（ホ

）工
場
建
物
修
繕
費
未
払
高
￥
2
0.0
0

　
　
　

商
業
実
務
（
生
出
講
師
出
題
）

　

E
xplain the operations incidental to the shipm

ent of goods for 

　

exportation.

　
　
　

商
業
英
語
（
高
谷
講
師
出
題
）

一
、
左
ノ
英
文
ヲ
候
文
ニ
書
キ
改
ム
ヘ
シ

W
e beg to advise having draw

n upon you this day as arranged, 

by our D
raft N

o. 
8
6
6, Yen 

8
8
2. 
2
0 at 

2 m
/d. order ourselves. 

W
e enclose the draft herew

ith, and shall feel obliged by your 

returning the sam
e to us duly accepted.

二
、
左
ノ
和
文
ヲ
英
語
書
簡
文
ニ
改
メ
ヨ

　

拝
啓
本
年
二
月
十
日
を
以
て
当
地
区
劃
整
理
決
定
相
成
り
、
今
回
神
田

　

目
抜
き
の
地
に
耐
火
耐
震
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
建
築
中
の
こ

　

と
は
既
に
御
承
知
の
事
に
御
座
候
予
て
交
渉
の
通
り
最
低
保
険
料
一
千

　

円
に
付
き
二
円
五
十
銭
の
割
に
て
貴
社
と
保
険
契
約
い
た
し
度
く
候
に

　

付
早
速
社
員
御
差
向
け
願
上
候
、
草
々

三
、
前
書
簡
文
ノ
返
事
ヲ
英
語
六
十
字
以
上
ニ
テ
書
ケ

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  W
hat day of the w

eek is this exam
ination being held?

2.  W
hat year is this?

3.  W
hat goods are produced in your N

ative Province?

4.  W
rite a com

position on C
om

m
ercial E

nglish?
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一
、
手
形
上
ニ
為
セ
ル
振
出
人
ノ
裏
書
禁
止
ト
裏
書
人
ノ
裏
書
禁
止
ト
ハ 

効
力
上
如
何
ナ
ル
差
異
ア
リ
ヤ

二
、
小
切
手
所
持
人
ノ
償
還
請
求
権
行
使
ノ
要
件
ヲ
問
フ

三
、
左
ノ
語
ノ
意
義
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　

イ
、
交
互
計
算

　

ロ
、
倉
荷
証
券

　

ハ
、
傭
船
契
約

　
　
　

商
業
実
務
（
生
出
講
師
出
題
）

  Presum
ing to be a London fi rm

. you have acknow
leged an 

order from
 Tokyo for 5

0
0 pieces of coatings as per your pattern 

no. A
 
3.@

 ¥
4.2
5 c.i.f. Yokoham

a. Term
s:

│ A
 sight bill to be 

drow
n, docum

ents against paym
ent.

  N
am

e in order the vouchers and docum
ents to be used in the 

execution of sam
e.

　
　
　

商
業
英
語
（
高
谷
講
師
出
題
）

一
、
左
ノ
和
文
ヲ
英
語
書
簡
文
ニ
改
メ
ヨ

　

拝
啓
今
般
当
商
社
員
木
下
泰
藏
氏
日
露
国
交
回
復
次
第
御
地
商
品
買
込

　

入
の
為
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
て
御
地
に
趣
く
事
と
相
成
居
候
本
人
へ
は
信

　

用
状
附
与
致
置
候
間
一
万
ル
ー
ブ
ル
を
限
り
御
行
よ
り
御
融
通
下
さ
れ

　

度
候
尚
御
支
払
の
都
度
其
金
額
を
該
状
裏
面
に
書
込
み
置
き
下
さ
れ
、

　

受
取
状
の
写
相
添
へ
三
ヶ
月
後
払
当
商
社
宛
御
振
出
願
上
候　

草
々

二
、
綿
糸
商
の
出
張
員
が
本
店
に
向
け
市
場
の
報
告
を
な
す
に
当
り
震
災

　

と
政
府
の
財
政
整
理
の
為
目
下
不
況
な
れ
ど
も
来
る
夏
頃
迄
に
は
景
気

　

復
の
徴
候
あ
る
こ
と
を
英
字
七
十
字
以
上
に
て
書
け

by the possession of w
hich the am

ount that each taxpayer 

shall contribute is to be m
easured, or it is that upon w

hich the 

tax is levied. T
he base is not alw

ays, although it m
ay be, the 

source from
 w

hich the tax is paid, thus a tax based on 

property is generally paid out of the incom
e, or revenue, 

w
hich fl ow

s, som
etim

es from
 the property, som

etim
es from

 

other sources, w
hile a tax on incom

e w
ould be, norm

ally, paid 

from
 the sam

e incom
e that constitutes the base. T

he direct 

taxes are alm
ost alw

ays called by the nam
e of the base; 

indirect taxes are seldom
 so nam

ed

2.  A
 good classifi cation is helpful in seeing the relations of 

things. In the present w
ork the classifi cation used is that 

suggested by P
rofessor C

ohn for all public charges and 

afterw
ards developed in a som

ew
hat different w

ay by 

Professor Seligm
an. T

he charges m
ade by the governm

ent 

upon individuals are regarded as varying in character 

according as the special benefi t conferred upon the individual 

is m
ade the exact or the partial m

easure of, or is not allow
ed 

to affect at all, the burden im
posed upon him

.

3.  W
hat is the incom

e tax.

　
　
　

海
運
（
堀
講
師
出
題
）

一
、
我
国
ノ
船
舶
事
業
ノ
現
状
如
何

二
、
海
運
業
経
営
ノ
発
達
ヲ
略
述
ス
ヘ
シ

　
　
　

商
法
要
論
（
佐
々
木
講
師
出
題
）
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二
、
副
署
ノ
法
理

三
、
予
備
費
支
出
ト
剰
余
金
支
出
ト
ノ
差
異
ヲ
述
ベ
其
当
否
ヲ
論
証
ス
ベ

　

シ
以
上
三
題
中
任
意
ニ
其
二
題
ヲ
択
テ
解
答
ス
ベ
シ

　
　
　

民
法
総
則
（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
法
人
ハ
如
何
ニ
シ
テ
設
立
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ

二
、
民
法
九
十
条
ニ
所
謂
公
ノ
秩
序
又
ハ
善
良
ノ
風
俗
ニ
反
ス
ル
事
項
ヲ

　

目
的
ト
ス
ル
法
律
行
為
ト
ハ
如
何
ナ
ル
意
味
ナ
リ
ヤ

　
　
　

民
法
説
明
（
長
島
講
師
出
題
）

一
、
住
所
ノ
意
義
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
無
権
代
理
行
為
ノ
効
力
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

債
権
総
論
（
齋
藤
講
師
出
題
）

一
、
損
害
賠
償
額
予
定
ノ
効
力
ヲ
問
フ

二
、
次
ノ
事
項
中
ノ
一
ニ
付
キ
簡
単
ニ
説
明
セ
ヨ

　
（
１
）
共
同
保
証

　
（
２
）
連
帯
ノ
免
除

　
　
　

債
権
総
論
（
村
上
講
師
出
題
）

一
、
金
銭
債
権
ニ
於
ケ
ル
損
害
賠
償
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

二
、
連
帯
保
証
ノ
性
質
及
効
力
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

　
　
　

物
権
法
一
部
（
黑
崎
講
師
出
題
）

一
、
動
産
物
権
ノ
変
動
ヲ
以
テ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
ノ
要
件
ヲ
説
述
ス
ヘ

　

シ
二
、
甲
ハ
乙
ノ
所
有
ニ
係
ル
木
材
ヲ
盗
ミ
取
リ
之
ヲ
以
テ
机
ヲ
製
作
シ
タ

　

リ
、
乙
ハ
木
材
ニ
付
有
シ
タ
ル
所
有
権
ヲ
理
由
ト
シ
テ
机
ノ
引
渡
ヲ
請

三
、
英
語
商
事
契
約
文
の
特
長
と
構
造
を
例
を
挙
げ
て
説
明
せ
よ

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  W
hat is the date to-day?

2.  W
hat is a B

ill of Landing?

3.  W
hat is the difference betw

een an Im
porting C

om
pany and an 

E
xporting C

om
pany ?

4.  W
rite a com

position on Japan

’s C
om

m
erces to-day?

　
　

破
産
法
国
際
私
法
ハ
法
学
部
三
学
年
ニ
、
会
計
学
ハ
経
済
学
部
二
学

　
　

年
ニ
植
民
政
策
ハ
経
済
学
部
三
学
年
ニ
同
シ

　

専
門
部

　
　

法
学
科
一
学
年

　

  　

法
学
通
論
（
大
井
講
師
出
題
）

一
、
法
律
学
ノ
規
範
学
ナ
ル
所
以
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
理
法
ト
ハ
何
ゾ
、
我
国
法
上
之
ヲ
認
ム
ル
理
拠
如
何

　
　
　

法
学
通
論
（
金
森
講
師
出
題
）

一
、
法
ノ
観
念
ヲ
明
ニ
セ
ヨ

二
、
成
文
法
ノ
解
釈
ヲ
論
ゼ
ヨ

　
　
　

憲
法
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
緊
急
勅
令
ハ
何
故
ニ
議
会
ノ
承
諾
ヲ
要
ス
ル
カ

二
、
衆
議
院
解
散
ノ
法
理
的
解
説

三
、
議
会
ノ
予
算
審
議
権
ト
議
決
権
ト
ヲ
解
説
ス
ベ
シ

以
上
三
題
中
任
意
ニ
二
題
ヲ
択
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

憲
法
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
内
閣
制
ヲ
解
説
ス
ヘ
シ
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一
、
効
用
喪
失
ノ
種
類
及
其
消
費
ト
ノ
差
異
ヲ
述
ベ
ヨ

二
、
恐
慌
危
機
不
景
気
ノ
意
義
ヲ
問
フ

　
　
　

社
会
学
（
小
林
講
師
出
題
）

社
会
化
を
論
じ
由
り
て
以
つ
て
一
切
の
社
会
現
象
を
説
明
せ
よ

　
　
　

社
会
学
（
小
林
講
師
出
題
）

社
会
過
程
を
論
じ
由
り
て
以
つ
て
一
切
の
社
会
現
象
を
説
明
せ
よ

　
　
　

論
理
及
心
理
（
中
島
講
師
出
題
）

一
、
良
心
（
又
ハ
物
心
）
並
行
説
と
は
何
ぞ

二
、
中
概
念
不
周
延
の
誤
謬
を
例
を
挙
げ
て
説
明
せ
よ

　
　
　

論
理
及
心
理
（
中
島
講
師
出
題
）

一
、
何
故
に
第
二
格
に
於
い
て
は
常
に
否
定
の
断
案
を
生
ず
る
か

二
、
良
心
相
制
説
（
又
ハ
交
互
作
用
説
と
も
因
果
説
と
も
云
ふ
）
を
述
べ

　

且
つ
こ
れ
を
批
評
せ
よ

　
　
　

英
語
（
篠
窪
講
師
出
題
）

1.  　

A
m

ong no other people has loyalty ever assum
ed m

ore 

im
pressive and extraordinary form

s: and am
ong no other 

people has obedience ever been nourished by a m
ore 

abundant faith,- that faith of derived from
 the cult of the 

ancestors.

2.  　

A
m

ong the highest class of retainers, it w
as also a duty to 

m
ake protest against m

isconduct on the part of their lord 

by perform
ing seppuku, w

hen all other m
eans of bringing 

him
 to reason had failed.

3.   To kill oneself at com
m

and

│a duty w
hich no loyal 

　

求
シ
得
ル
カ

　
　
　

物
権
法
一
部
（
久
保
講
師
出
題
）

一
、
遺
失
物
ト
埋
蔵
物
ト
ノ
区
別
如
何

二
、
共
有
物
ノ
分
割
請
求
権
ト
不
分
割
契
約
ノ
効
力
ト
ヲ
略
説
ス
ベ
シ

　
　
　

親
族
法
（
平
野
講
師
出
題
）

一
、
継
親
子
た
る
の
要
件
を
説
明
す
べ
し

二
、
縁
組
又
は
婚
姻
に
よ
り
て
他
家
に
入
り
た
る
者
が
、
更
に
婚
姻
に
よ

　

り
て
他
家
に
入
ら
ん
と
欲
す
る
場
合
に
、
実
家
に
あ
る
父
母
の
同
意
を

　

要
す
る
か
？

　
　
　

親
族
法
（
島
田
講
師
出
題
）

一
、
分
家
ト
廃
絶
家
再
興
ト
ノ
効
力
ノ
差
異
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
夫
婦
財
産
契
約
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

刑
法
総
論
（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
仇
敵
甲
ナ
リ
ト
信
シ
テ
殺
害
シ
タ
ル
ニ
被
殺
者
ハ
犯
人
ノ
実
子
ナ
リ

　

シ
殺
人
罪
ナ
リ
ヤ
或
ハ
過
失
致
死
ニ
過
キ
サ
ル
ヤ

一
、
未
遂
犯
（
中
止
犯
ハ
説
明
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
）

一
、
間
接
正
犯
ノ
観
念

　
　

以
上
ノ
内
二
ツ
ヲ
選
択
シ
テ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

刑
法
総
論
（
林
講
師
出
題
）

一
、
不
確
定
故
意
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
刑
法
学
派
ノ
大
要
ヲ
述
ヘ
ヨ

　
　
　

経
済
学
（
松
浦
講
師
出
題
）

ミ
ル
の
生
産
費
説
を
分
析
論
究
せ
よ

　
　
　

経
済
原
論
（
道
家
講
師
出
題
）
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六
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m

y ow
n

’ free w
ill.

3.  T
he sm

ile had often been struck from
 his m

outh, as if by 

som
e invisible hand w

hen he has been joinineg in the gaieties 

and chaff of the m
ess table.

　
注
意
　

１
.姓
名
ハ
日
本
語
ニ
テ

　
　
　
　

２
.

（2

）（3

）ハ
横
線
ノ
部
分
ノ
ミ
訳
セ

　
　
　

英
語
（
廣
井
講
師
出
題
）

1.  　

Socrates took counsel not of m
en, but of the divine oracle in 

his ow
n breast.

2.     W
ar is the concentration of all hum

an crim
es.

3.     Sufferings, com
ing not through m

an's w
ickedness, but from

 

the law
s of  nature, are not sinm

ixed evils.

4.  Providence brings good from
 every thing, from

 fearful 

sufferings, from
 atrocious crim

es.

5.     T
he C

hristian love protests fearlessly against all w
rong, no 

m
atter how

 abscure the victim
. It desires to lift up each and 

all, no m
atter how

 fallen.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

1.      (a)G
rey archw

ays  (b)to take up w
ith  (c)to be at stake

         (d)the m
ess table

2.      W
hat sm

ouldeing fi re of vengence had suddenly spring into 

fl am
e in this passionate w

om
an

’s soul w
hen she saw

 the m
an 

in her pow
er.

3.      W
hile he is the m

ost m
ethodical in his w

ay of reasoning, he 

sam
urai w

ould have dream
ed of calling in question

│

appears to us m
uch less diffi cult than another duty, also 

fully accepted:....

4.  　
W

hy the duty of vengance w
as not confi ned to the circle 

of natural K
inship is explicable, of course, by the peculiar 

organization of society.

5.    T
hat a religious origin can be found for all custom

s, of 

vendetta established in early societies is, of course, w
ell 

know
n.

6.     O
ne m

ust have lived in Japan, and have been able to feel 

the true spirit of the old Japanese life, in order to 

com
prehend the w

hole of this rom
ance of loyalty.

7.    In the story of a hom
icide exacted by the sentim

ent of 

duty or gratitude to a dead m
aster, th

ere m
ay be 

circum
stances w

hich can m
ake appeal to our higher m

oral 

sym
pathies.

8.  　

W
hat w

onders it has w
rought, w

ithin the space of thirty 

years, the w
orld is now

 obliged to confess: w
hat m

ore is 

m
ay be able to accom

plish rem
ains to be seen.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

1. (a) on no account (b) cafe'noire (c) w
ould not do to be short-

handed.

2.  If you can not keep m
e after w

hat has passed, then for G
od

’s 

sake let m
e give you notice and leave m

e in a m
onth, as if of 
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二
七
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一
、
動
産
質
権
ト
留
置
権
ト
ノ
差
異
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

一
、
抵
当
不
動
産
ニ
付
キ
地
上
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
第
三
者
ハ
如
何
ニ
セ
ハ

　

抵
当
権
ノ
拘
束
ヨ
リ
免
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ

以
上
三
問
ノ
内
其
ノ
二
ツ
ヲ
選
ミ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

債
権
各
論
（
村
上
講
師
出
題
）

一
、
危
険
問
題
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

二
、
委
任
ト
事
務
管
理
ト
ヲ
比
較
解
説
ス
ベ
シ

　
　
　

商
法
（
総
則
、
商
行
為
）（
村
瀨
講
師
出
題
）

一
、
絶
対
的
商
行
為
、
営
業
的
商
行
為
及
ビ
附
属
的
商
行
為
ノ
観
念
ヲ
説

　

明
ス
ベ
シ

二
、
営
業
ノ
譲
渡
ニ
付
キ
説
明
ス
ベ
シ

三
、
商
号
登
記
ノ
効
力
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

以
上
三
問
中
二
問
ヲ
選
ビ
答
フ
ベ
シ

　
　
　

会
社
法
（
片
山
講
師
出
題
）

一
、
会
社
合
併
要
件
及
ヒ
其
ノ
効
果
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

二
、
株
式
ノ
譲
渡
ヲ
説
述
ス
ベ
シ

　
　
　

刑
法
各
論
（
草
野
講
師
出
題
）

一
、
内
乱
罪
ノ
故
意
ヲ
問
フ

二
、
左
ノ
語
ノ
意
義
ヲ
問
フ

　

イ
、
蔵
匿　
　

ロ
、
隠
避　
　

ハ
、
湮
滅　
　

ニ
、
行
使

　

ホ
、
交
付

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
一
編
）（
前
田
講
師
出
題
）

一
、
履
行
地
ノ
裁
判
籍
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
郵
便
ニ
付
ス
ル
送
達
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

is the m
ost untidy of m

ankind w
hoever drives a fellow

-lodger 

to distraction.
　

注
意

　

1.　

姓
名
ハ
日
本
語
ニ
テ

　
　
　
　

2.

（2

）（3

）ハ
横
線
ノ
部
分
ノ
ミ
訳
セ

　
　
　

和
文
英
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

⑴　

新
造
飛
行
船
ア
ス
ト
ラ(A

stra) 

第
二
号
ハ
昨
朝
霞
浦
飛
行
場
ヨ
リ

　

横
須
賀
東
京
両
市
ニ
向
ケ
処
女
飛
行
ヲ
試
ミ
タ

⑵　

第
二
回
軍
備
縮
小
会
議
ハ1

9
2
5

年6

月
頃
招
集
セ
ラ
ル
ヽ
筈
デ
ア
ル

⑶　

明
治
神
宮
外
苑
ニ
百
万
円
ヲ
投
ジ
テ
新
設
セ
ラ
レ
タ
ル
運
動
競
技
場

　

ノ
開
場
ヲ
機
ト
シ
五
日
間
ニ
汎
フ
テ
運
動
競
技
大
会
ガ
開
カ
レ
タ

⑷　

米
貨
排
斥
運
動
ニ
関
シ
紐
育
日
本
人
会
ハ
東
京
商
業
会
議
所
ニ
対
シ

　

警
告
的
ノ
電
報
ヲ
発
シ
タ

⑸     

⑴
帝
国
経
済
審
議
会　

⑵
ア
ド
ミ
ラ
ル
汽
船
会
社
東
洋
航
路

　
　

 

⑶
選
挙
法
改
正　

⑷
移
民
問
題　

⑸
労
農
露
国
承
認

　
　

 

⑹
東
京
市
ノ
人
口　

⑺
郵
船
会
社
ノ
内
紛　

⑻
賠
償
金

　
　

 

⑼
大
統
領
予
選　

⑽
国
際
連
盟
総
会

　
　

二
学
年

　
　
　

行
政
法
（
山
田
講
師
出
題
）

一
、
行
政
処
分
カ
無
効
ナ
リ
ト
ハ
如
何
ナ
ル
意
味
カ

二
、
国
務
大
臣
ト
行
政
大
臣
ト
ノ
区
別
如
何

三
、
官
吏
ノ
俸
給
ノ
性
質
ヲ
論
ズ

右
三
問
ノ
中
ヨ
リ
二
問
ヲ
選
ミ
テ
答
フ
ル
コ
ト

　
　
　

物
権
法
二
部
（
西
川
講
師
出
題
）

一
、
先
取
特
権
ノ
性
質
ヲ
問
フ
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二
八
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一
、
絶
対
的
戦
時
禁
制
品
ト
条
件
附
戦
時
禁
制
品
ト
ノ
相
異
点
ヲ
説
明
ス

　

ヘ
シ

　
　
　

民
事
実
習
（
西
川
講
師
出
題
）

一
、
甲
ハ
其
ノ
所
有
ノ
畑
地
ニ
生
立
ス
ル
桑
樹
ノ
葉
ヲ
乙
ニ
売
渡
シ
タ
ル

　

場
合
ニ
於
テ
乙
ハ
何
時
其
ノ
桑
葉
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
ヤ

二
、
乙
ノ
未
成
年
中
親
権
者
母
カ
親
族
会
ノ
同
意
ヲ
経
ス
シ
テ
乙
ノ
為
ニ

　

甲
ヨ
リ
金
一
千
円
借
受
ケ
タ
リ

　

甲
ハ
乙
カ
成
年
ニ
達
シ
タ
ル
後
之
カ
支
払
ヲ
請
求
シ
タ
ル
ニ
乙
ハ
利
子

　

ノ
ミ
ヲ
支
払
ヒ
元
金
ニ
付
テ
ハ
猶
予
ヲ
求
メ
タ
ル
カ
其
ノ
後
右
貸
借
ニ

　

付
親
族
会
ノ
同
意
ヲ
経
サ
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
リ
之
ヲ
理
由
ト
シ
テ
取
消
ノ

　

意
思
表
示
ヲ
為
シ
元
金
一
千
円
ニ
付
キ
支
払
ノ
義
務
ナ
キ
旨
抗
弁
ス
ル

　

ニ
至
レ
リ

　

右
乙
ノ
抗
弁
ハ
之
ヲ
許
容
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ

　
　

右
二
問
ノ
内
其
ノ
一
ツ
ヲ
選
ミ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

実
習
（
総
論
ノ
部
）（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
窃
盗
ノ
実
行
中
巡
査
来
リ
シ
テ
以
テ
財
物
ヲ
奪
取
セ
ス
シ
テ
逃
走
シ

　

タ
リ
障
礙
未
遂
ナ
リ
ヤ
或
ハ
中
止
犯
ナ
リ
ヤ

一
、
不
正
ノ
侵
害
ナ
レ
ハ
急
迫
ナ
ラ
ス
ト
モ
正
当
防
衛
ヲ
為
シ
得
ル
モ
ノ

　

ト
信
シ
急
迫
ナ
ラ
サ
ル
不
正
ノ
侵
害
ニ
対
シ
反
撃
ヲ
加
ヘ
タ
リ
正
当
防

　

衛
ト
ナ
ル
ヤ

　
　

以
上
ノ
内
一
ツ
ヲ
選
フ
ヘ
シ

　
　
　
　

同
各
論
ノ
部

一
、
不
動
産
ニ
付
キ
窃
盗
罪
成
立
シ
得
ル
ヤ

一
、
他
人
ノ
植
樹
ヲ
自
己
ノ
所
有
ナ
リ
ト
詐
リ
テ
売
却
シ
買
主
ハ
之
ヲ
信

　
　
　

刑
事
訴
訟
法
（
林
講
師
出
題
）

一
、
自
由
心
証
主
義
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
土
地
管
轄
ノ
一
般
標
準
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

国
際
公
法
（
平
時
）（
松
原
講
師
出
題
）

第
一
、
日
本
政
府
カ
是
レ
迄
労
農
露
国
政
府
ノ
承
認
ヲ
躊
躇
シ
タ
ル
国
際

　

法
上
ノ
理
由
二
ケ
ヲ
挙
ゲ
ラ
レ
タ
シ

　

日
本
カ
露
国
政
府
承
認
前
、
浦
塩
ニ
帝
国
領
事
ヲ
留
メ
タ
ル
コ
ト
ガ
露

　

国
政
府
ノ
承
認
ト
看
做
サ
レ
ザ
リ
シ
理
由
如
何

第
二
、
甲
国
人
カ
乙
国
政
府
ノ
外
債
募
集
ニ
応
シ
タ
ル
ニ
乙
国
政
府
ハ
期

　

限
ニ
至
リ
之
ヲ
償
還
セ
ス
、
依
テ
甲
国
政
府
ハ
白
国
人
（
債
権
者
則
右

　

外
債
ニ
応
シ
タ
ル
者
）
ノ
請
ヲ
容
レ
テ
乙
国
政
府
ニ
償
還
ヲ
促
シ
タ
ル

　

モ
乙
国
政
府
ハ
甲
国
政
府
ヨ
リ
何
等
外
交
上
ノ
請
求
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ

　

ニ
ア
ラ
ス
ト
回
答
セ
リ
、
甲
国
政
府
ハ
外
交
談
判
ニ
テ
ハ
問
題
ノ
片
付

　

カ
サ
ル
ヲ
見
テ
直
チ
ニ
兵
力
ヲ
使
用
セ
ム
ト
ス
右（
甲
国
ノ
兵
力
使
用
）

　

ハ
適
法
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
理
由
ヲ
挙
ケ
テ
答
ヘ
ラ
ル
ベ
シ

　
「
ド
ラ
ゴ
ー
」
主
義
ト
「
ポ
ー
タ
ー
」
主
義
ト
ノ
区
別
ヲ
指
摘
セ
ラ
ル

　

ベ
シ

　
〔
第
二
問
ノ
出
来
ナ
イ
方
ハ
左
ノ
問
ニ
答
ヘ
ラ
レ
タ
シ
〕（
但
シ
第
一

　

問
ニ
代
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
）

　

先
年
我
国
カ
「
シ
ベ
リ
ア
」
ニ
出
兵
セ
ル
ハ
干
渉
ナ
リ
ヤ
若
シ
干
渉
ナ

　

リ
ト
セ
ハ
正
当
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
又
干
渉
ニ
ア
ラ
ス
ト
セ
ハ
国
際

　

法
上
ヨ
リ
見
テ
如
何
ナ
ル
性
質
ノ
行
為
ナ
リ
ヤ
及
国
際
法
上
其
当
否
如

　

何
理
由
ヲ
挙
ゲ
テ
答
ヘ
ラ
ル
ベ
シ

　
　
　

国
際
公
法
（
戦
時
）（
遠
藤
講
師
出
題
）
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2.  T

he country police are at their w
its' end, and I have com

e up 

to you as a last resource.

3.     (a) house party

        (b) rough and tum
ble w

ork

        (c) dog-cart.

　
　

三
学
年

　
　
　

相
続
法
（
島
田
講
師
出
題
）

一
、
単
純
承
認
ト
限
定
承
認
ト
ノ
差
異
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
包
括
名
義
ノ
遺
贈
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

手
形
法
（
樋
貝
講
師
出
題
）

一
、
受
取
人
タ
ル
甲
ヨ
リ
乙
ニ
、
乙
ヨ
リ
丙
ニ
裏
書
譲
渡
シ
タ
ル
手
形
ニ

　

丙
ハ
署
名
ノ
ミ
ヲ
以
テ
ス
ル
裏
書
ヲ
為
シ
之
ヲ
丁
ニ
譲
渡
シ
丁
ハ
裏
書

　

ヲ
為
サ
ス
シ
テ
更
ニ
之
ヲ
戌
ニ
譲
渡
シ
タ
リ

　

然
ル
ニ
甲
ハ
裏
書
ノ
当
時
未
成
年
者
タ
リ
シ
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
、
其

　

ノ
為
シ
タ
ル
裏
書
行
為
ヲ
取
消
シ
且
所
持
人
戌
ヲ
シ
テ
甲
ノ
裏
書
署
名

　

ヲ
抹
消
セ
シ
メ
タ
リ

　

其
ノ
後
所
持
人
戌
ハ
法
定
手
続
ヲ
経
テ
裏
書
人
乙
ニ
対
シ
償
還
請
求
ヲ

　

為
シ
タ
ル
ニ
乙
ハ
戌
カ
手
形
上
ノ
権
利
者
ニ
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
シ
償

　

還
ヲ
拒
絶
シ
タ
リ
乙
ノ
主
張
ハ
正
当
ナ
リ
ヤ

二
、
手
形
ノ
所
持
人
カ
支
払
拒
絶
証
書
ヲ
作
成
セ
シ
メ
ス
シ
テ
前
者
ニ
対

　

シ
償
還
請
求
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
場
合
ア
リ
ヤ

　
　
　

海
商
法
（
寺
田
講
師
出
題
）

一
、
船
舶
賃
貸
借
ト
船
舶
委
付
ト
ノ
関
係

二
、
船
長
ノ
積
荷
処
分
権
ニ
就
テ

　

シ
代
金
ヲ
支
払
ヒ
テ
該
樹
木
ヲ
伐
採
シ
テ
自
宅
ニ
持
チ
帰
レ
リ
売
主
ノ

　

行
為
ハ
如
何
ナ
ル
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ヤ

　
　

以
上
ノ
内
一
ツ
ヲ
選
フ
ヘ
シ

　
　
　

倫
理
（
中
島
講
師
出
題
）

道
徳
上
の
他
律
お
よ
び
自
律
を
説
明
せ
よ

　
　
　

論
理
（
中
島
講
師
出
題
）

対
当
法
に
よ
る
直
接
推
理
を
述
べ
よ

　
　
　

和
文
英
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

⑴　

拝
啓
下
記
ノ
品
々
至
急
入
用
ニ
付
鉄
道
便
ニ
テ
遅
ク
モ
来
月
二
十

　
　

日
迄
ニ
当
地
ニ
着
ス
ル
様
取
急
ギ
御
送
附
願
上
候

⑵　

一
番
値
ノ
安
イ
品
ガ
一
番
得
ダ
ト
ハ
限
リ
マ
セ
ン
却
ツ
テ
非
常
ナ

　
　

損
ニ
ナ
ル
事
ガ
往
々
ア
リ
マ
ス

⑶　

雇
入
広
告
ニ
対
シ
テ
多
数
ノ
申
込
者
ガ
ア
ツ
タ
為
メ
彼
ハ
何
レ
ヲ

　
　

採
用
シ
何
レ
ヲ
断
ル
ベ
キ
カ
ニ
関
シ
テ
困
却
シ
タ

⑷　

戦
後
船
舶
激
増
ト
市
場
不
振
ノ
タ
メ
沈
滞
ノ
状
態
ニ
ア
リ
シ
吾
ガ

　
　

国
船
舶
界
ハ
昨
今
漸
ク
好
況
ニ
向
ヒ
タ
リ

⑸　

此
半
期
ハ
五
十
万
円
以
上
ノ
利
益
ガ
ア
ツ
タ
ガ
何
故
カ
重
役
会
議

　
　

デ
ハ
配
当
率
ヲ
増
サ
ヌ
コ
ト
ニ
決
議
シ
タ

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

注
意
１

.  姓
名
は
日
本
語
に
て
認
む
べ
し

　
　

２
.  ⑴

 ⑵

 は
横
線
の
部
分
の
み
訳
し

 ⑶

 は
委
し
く
説
明
す
べ
し

1.  It is to the interest w
hich w

as aroused by that singular chain 

of events, and large issues w
hich proved to be at stake, that I 

trace m
y fi rst stride tow

ards the position w
hich I now

 hold.

中央大学史資料集　第27集　　　　正誤表をご確認ください



三
〇

中央大学史資料集　第 27 集

　

カ
伐
採
ヲ
始
メ
タ
ル
ト
キ
甲
ハ
其
ノ
伐
採
行
為
ヲ
差
止
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

　

ル
ヤ

一
、
丙
ハ
甲
乙
両
人
ヨ
リ
各
金
一
千
円
ノ
債
務
ヲ
負
担
シ
タ
ル
後
甲
ノ
債

　

権
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
ツ
ツ
乙
ノ
為
ニ
所
有
不
動
産
ニ
付
抵
当
権
ヲ

　

設
定
シ
タ
リ

　

此
ノ
場
合
ニ
甲
ハ
右
抵
当
権
設
定
行
為
ノ
取
消
ヲ
裁
判
所
ニ
請
求
ス
ル

　

コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ

　

右
二
問
ノ
内
其
ノ
一
ツ
ヲ
選
ミ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

刑
事
実
習
（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
不
動
産
ニ
付
キ
窃
盗
罪
成
立
シ
得
ル
ヤ

一
、
他
人
ノ
植
樹
ヲ
自
己
ノ
所
有
ナ
リ
ト
詐
リ
テ
売
却
シ
買
主
ハ
之
ヲ
信

　

シ
代
金
ヲ
支
払
ヒ
テ
該
樹
木
ヲ
伐
採
シ
テ
自
宅
ニ
持
チ
帰
レ
リ
売
主
ノ

　

行
為
ハ
如
何
ナ
ル
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ヤ

以
上
ノ
内
一
ツ
ヲ
選
フ
ヘ
シ

　
　
　

哲
学
（
小
林
講
師
出
題
）

一
、
哲
学
と
科
学
と
の
関
係

一
、
基
督
教
哲
学
の
起
れ
る
事
情

一
、
近
世
文
明
の
特
色

一
、
カ
ン
ト
哲
学
の
特
色

一
、
経
験
派
と
合
理
派
の
異
同

一
、
科
学
の
近
世
文
明
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
　
　

右
の
中
三
題
選
択
の
こ
と

　
　
　

英
文
和
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

（1

） London, -T
he H

ouse of C
om

m
ons to-day began a debata on 

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
二
ー
五
編
）（
前
田
講
師
出
題
）

一
、
検
証
ト
書
証
ト
ノ
異
同
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

二
、
原
因
判
決
ノ
意
義
ヲ
説
明
ス
ベ
シ

　
　
　

民
事
訴
訟
法
（
第
六
編
以
下
）（
阿
部
講
師
出
題
）

一
、
強
制
執
行
手
続
ニ
於
テ
債
務
者
ノ
訴
訟
能
力
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ヲ

　

説
明
セ
ヨ

二
、
執
達
吏
カ
差
押
ヲ
解
ク
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
場
合
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

破
産
法
（
遠
藤
講
師
出
題
）

一
、
差
押
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
財
産
ハ
破
産
財
団
ニ
属
セ
サ
ル
理
由
ヲ
説

　

明
ス
ヘ
シ

二
、
債
権
カ
無
利
息
ニ
シ
テ
其
ノ
期
限
カ
破
産
宣
告
後
ニ
到
来
ス
ヘ
キ
場

　

合
ニ
於
ケ
ル
破
産
債
権
ノ
額
ハ
如
何

　
　
　

財
政
学
（
馬
場
講
師
出
題
）

一
、
経
費
支
弁
ノ
原
則
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
現
時
吾
邦
ニ
於
ケ
ル
国
民
負
担
ハ
公
正
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
如
何

　
　
　

国
際
私
法
（
佐
々
野
講
師
出
題
）

一
、
我
裁
判
所
カ
外
国
人
ニ
対
シ
テ
失
踪
宣
告
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
第
三
国

　

ニ
所
在
ス
ル
其
所
有
動
産
ノ
相
続
ニ
関
ス
ル
準
拠
法
如
何
理
由
ヲ
附
シ

　

テ
之
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
我
現
行
法
上
自
治
ノ
原
則
ヲ
認
ム
ル
範
囲
如
何
理
由
ヲ
附
シ
テ
其
各

　

場
合
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

民
事
実
習
（
西
川
講
師
出
題
）

一
、
甲
乙
両
人
カ
相
均
シ
キ
持
分
ヲ
以
テ
立
木
ヲ
共
有
シ
タ
ル
場
合
ニ
於

　

テ
乙
カ
其
ノ
立
木
二
分
ノ
一
ニ
相
当
ス
ル
部
分
ヲ
採
取
セ
ン
ト
欲
シ
之
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cap.

3. E
ach Saturday I opened his bundle w

ith a term
bling 

cagerness to catch the fi rst signs of a return of his love. H
is 

shirts and collars w
ere m

asterpieces of m
y art, though m

y 

hand often shook w
ith agitation as I applied the starch.

　
注
意
　

姓
名
ハ
日
本
語
ニ
テ

（1

）（2

）（3

）共
唯
横
線
ノ
部
分
ノ
ミ
ノ
訳

　
ヲ
明
瞭
ニ
書
ク
コ
ト
全
体
ヲ
訳
ス
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
　

英
語
（
楢
崎
講
師
出
題
）

1.  I can that m
ind free w

hich m
asters the senses, w

hich protects 

itself against anim
al appetites, w

hich contem
ns pleasure and 

pain in com
parison w

ith its ow
n energy, w

hich pebetrates 

beneath
 th

e body and recognizes its ow
n reality and 

greatness, w
hich passes life, not in asking w

hat it shall eat or 

drink, but in h
ungering, th

irsting, and seeking after 

righteousness.

2.  T
he ever-lasting law

s of G
od

’s m
oral governm

ent w
e cannot 

repeal; and parchm
ent constitutions, how

ever w
ise, w

ill prove 

no shelter from
 the retributions w

hich fall on a degraded 

com
m

unity.

3.  I cannot, therefore, better give m
y view

s of spiritual freedom
, 

than by saying that it is m
oral energy or force of holy purpose 

put forth against the senses, against the passions, against the 

w
orld, and thus liberating the intellect, conscience, and w

ill, so 

that they m
ay act w

ith strength and unfold them
selves for 

the G
overnm

ent

’s policy looking tow
ards the safeguarding  

of industries w
h

ich
 w

ere suffering from
 abnorm

al 

com
petition.

（2
） B

erlin
,-T

od
ay th

e B
ritish

, F
ren

ch
 an

d
 Japan

ese 

A
m

bassadors, the B
elgian M

inister, and the Italian C
hrged

’ 

A
ffaires handed C

hancellor Luther a joint note w
ith aregard 

to the evacuation of the R
uhr.

（3

） W
ashington,-T

he repignation of M
r. H

ughes according to 

predictions of political observers here, m
arks the daw

n of a 

new
 era in the political adm

inistration of the country.

（4

） Serious disorders accom
panied by bloodshed have broken 

out in M
oscow

, follow
ing the departure for the C

aucasus of 

Leon T
rotzky.

（5

） T
he constitution for the new

 M
ongolian G

overnm
ent has 

been drafted and w
ill be put into effect shortly.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

1.  The discussion w
axed so w

arm
 that the purr of the m

ilkstream
 

becam
e jerky, till a voice from

 another cow

’s belly cried w
ith 

anthority, 

’Now
 then, w

hat the T
urk do it m

atter to us abaut 

Farm
er Lodge

’s age, or Farm
er Lodge

’s new
 m

is

’ess?

2.  A
nd they w

alked w
ith a shorter, brisker step than the m

en, 

w
ith their straight, m

eagre fi gures draped in a little patterned 

shaw
l pinned over on their fl at chests, their heads enveloped 

in w
hite linen plastered on to the hair and surm

ounted by a 
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ever.

4.  I know
 how

 littele this freedom
 is understood or enjoyed, how

 

enslaved m
en are to sense, and passion, and the w

orld; and I 

know
, too, that through this slevery they are w

retched, and 

that w
hile it lasts no social institution can give them

 happiness.

　
　

経
済
学
科
一
学
年

　
　
　

政
治
学
（
川
原
講
師
出
題
）

一
、
与
論
の
意
義

二
、
二
院
制
度
の
理
由

三
、
立
憲
政
治
と
普
通
選
挙
制
と
の
関
係

以
上
三
問
の
中
、
任
意
二
問
に
答
へ
よ

　
　
　

政
治
学
（
川
原
講
師
出
題
）

一
、
政
党
を
論
ず

二
、
議
会
を
監
督
機
関
な
り
と
も
い
ふ
、
そ
の
意
味
如
何

三
、
二
院
制
度
の
理
由

以
上
三
問
の
中
、
任
意
二
問
に
答
へ
よ

　
　
　

統
計
学
（
後
藤
講
師
出
題
）

一
、
社
会
現
象
ノ
静
態
大
量
、
動
態
大
量
ト
ハ
何
ゾ

二
、
平
均
ノ
価
値
性
質
ヲ
説
ケ

　
　
　

統
計
学
（
後
藤
講
師
出
題
）

一
、
社
会
大
量
現
象
中
統
計
ノ
目
的
物
タ
リ
得
サ
ル
モ
ノ
所
謂
消
極
的
原

　

則
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
比
例
ノ
目
的
及
其
ノ
実
質
上
ノ
区
別
ヲ
掲
ケ
テ
説
明
ス
ヘ
シ

　
　
　

簿
記

（橋
本
講
師
出
題

）

　
下
記
１
－
３
ノ
仕
訳
ヲ
記
入
セ
ラ
ル
ベ
シ
（
答
例
、
商
品
5
0
0－
現
金

　
5
0
0－
）

１
.甲
商
店
ヘ
商
品
￥
1,0
0
0.0
0売
渡
シ
代
金
ノ
内
￥
4
0
0.0
0現
金
ニ
テ

　
受
取
リ
残
額
ハ
月
末
マ
デ
掛
ト
ス

２
.乙
商
店
ヨ
リ
商
品
￥
2,0
0
0.0
0買
入
レ
代
金
ト
シ
テ
下
ノ
通
リ
交
付

　
ス

　
￥
8
0
0.0
0　
小
切
手
七
号
ニ
テ
（
当
店
振
出
）

　
￥
1,2
0
0.0
0当
店
振
出
乙
商
店
宛
約
束
手
形
（
本
日
附
、
月
末
期
限
、

　
　
　
　
　
　
　
金
額
￥
1.2
0
0.0
0）
八
号
ニ
テ

３
.丙
商
店
ヨ
リ
同
店
ニ
対
ス
ル
掛
貸
金
￥
1,0
0
0.0
0第
一
銀
行
宛
小
切

　
手
（
丙
商
店
振
出
）
五
号
ニ
テ
受
取
リ
即
時
当
座
預
入
レ

４
.下
記
内
容
ノ
商
品
勘
定
ヲ
下
記
要
項
ニ
ヨ
リ
締
切
ラ
ル
ベ
シ

　
　
　
商
業
簿
記
（
岡
田
講
師
出
題
）

１
.貸
借
対
照
表
及
び
そ
の
職
分
如
何

２
.損
益
計
算
書
及
び
そ
の
職
分
如
何

３
.口
座
の
形
式
及
び
そ
の
職
分
如
何

４
.元
帳
の
構
造
及
び
そ
の
職
分
如
何

５
.総
元
帳
と
補
助
元
帳
と
の
関
係
如
何

６
.仕
訳
日
記
帳
の
形
式
、
職
及
び
冊
数
如
何

７
.仕
訳
の
法
則
及
び
そ
の
職
分
如
何

商
　
　
品

　
　
現
金

3
0
0－

甲
商
店

4
0
0－

　
　
同

4
0
0－

現
金

6
0
0－

　
　
乙
商
店

5
0
0－

　
◎
商
品
棚
卸
高

3
0
0.0
0

－
以
上
－
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四
、
希
臘
ノ
経
済
思
想
ニ
就
テ

　
　
　

地
理
（
野
口
講
師
出
題
）

一
、
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
ト
ハ
何
カ
例
ヲ
挙
ゲ
テ
説
明
セ
ヨ

二
、
次
ギ
ノ
二
問
ノ
中
一
ツ
ヲ
択
ベ

　
（
イ
）
世
界
ニ
於
ケ
ル
重
要
ナ
ル
繊
維
工
業
地
ヲ
挙
ゲ
テ
土
地
ト
ノ
関

　
　

係
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
（
ロ
）
世
界
ニ
於
ケ
ル
重
要
ナ
ル
鉄
工
業
及
造
船
業
ハ
イ
カ
ナ
ル
地
ニ

　
　

発
達
ス
ル
カ
例
ヲ
挙
ゲ
テ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

貨
幣
論
（
太
田
講
師
出
題
）

⑴　
「
グ
レ
シ
ャ
ム
」
ノ
法
則

⑵　

貨
幣
数
量
説

⑶　

自
由
鋳
造
ト
ハ
何
ヲ
意
味
ス
ル
ヤ
、
其
ノ
効
果
如
何

　
　
　

貨
幣
論
（
太
田
講
師
出
題
）

一
、
補
助
貨
幣
ニ
ツ
キ
テ

二
、
物
価
変
動
ノ
各
階
級
ニ
及
ボ
ス
利
害
関
係
如
何

三
、
金
ノ
輸
出
禁
止
ト
外
国
為
替
相
場
ト
ノ
関
係

　
　
　

英
文
和
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

（1

）  A
t fi fteen, I becam

e a resident in a country village, m
ore 

than a hundred m
iles from

 hom
e. T

he m
orning after m

y 

arrivel, I ram
bled into a w

ood of oak.
（2
）  H

e w
as hurrying on to the nearest U

nder-ground R
ailw

ay-

station. For there w
as the autom

atic sw
eetm

achine, on w
hich 

his longing eyes had so often been fi xed.

（3

）  T
he only point in w

hich E
ddie and Joey w

ere alike w
as their 

　
　
　
（注

意

）以
上
十
題
中
何
題
に
答
ふ
る
も
随
意
な
り

　
　
　

経
済
史
（
八
木
澤
講
師
出
題
）

一
、
分
業
の
発
達
過
程
を
論
ず

二
、
経
済
社
会
発
達
の
要
件
を
論
じ
階
級
制
度
出
現
の
機
因
を
述
べ
よ

　
　
　

経
済
史
（
栗
栖
講
師
出
題
）

左
記
四
問
ノ
中
弐
問
ヲ
択
ビ
回
答
セ
ラ
レ
タ
シ

一
、
経
済
史
研
究
ノ
目
的

二
、
地
中
海
ニ
於
ケ
ル
通
商
貿
易

三
、
倫
敦
ニ
於
ケ
ル
「
ハ
ン
ザ
」
商
人

８
.資
産
と
損
失
と
の
区
別
如
何

９
.元
高
「
資
本
金
」
と
負
債
と
の
区
別
如
何

1
0.次

の
記
入
よ
り
試
算
表
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
作
れ

現
　
金

資
本
金

（
1） 1
0.0
0
0

  （
2）  4.0

0
0

  （
1） 1
0.0
0
0

（
8）   2.5

0
0

  （
3）  5.0

0
0

               
  （
4）     5

0
0

               
  （
6）       2

0
               

（
1
0）     2

0
0

               
預
　
金

掛
買
金

（
3）  5.0

0
  （
9）  2.0

0
0

（
9）  2.0

0
0

（
1
0） 3.5

0
0

什
　
器

販
売
益

（
4）   5

0
0

  （
5）      5

0
0

掛
売
金

運
　
賃

（
5）  2.5

0
0

  （
8）  2.5

0
0

（
6）       2

0

商
　
品

営
業
費

（
2）  4.0

0
0

  （
5）  2.0

0
0

（
1
0）   2

0
0

（
7）  3.5

0
0
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therefore, I shall be short. It m

ay be thought an instance of 

vanity that I pretend at all to w
rite m

y life; but this narrative 

shall contain little m
ore than the history of m

y w
ritings. T

he 

fi rst success of m
ost of m

y w
riting w

as not such as to be an 

object of vanity.

2)  N
ever literary attem

pt w
as m

ore unfortunate than m
y 

T
reatise of H

um
an N

ature. It fell dead-born from
 the press, 

w
ithout reaching such distinction as ever to excite a m

urm
ur 

am
ong the zealots.

3)  T
hose w

ho have not seen the strange effects of M
odes, w

ill 

never im
agine the reception I m

et w
ith at Paris, from

 m
en 

and w
om

en of all ranks and stations.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

1.   

“Departm
ent Store

”の
特
長
を
列
挙
せ
よ

（説
明
不
要

）

2.   

“Integration

”の
起
る
理
由
を

(a)列
挙
せ
よ

(b)且
其
実
例
を
示
せ

3.  O
ccasionally he w

ishes to utilise to the utm
ost a valnable 

nam
e w

h
ich

 m
ay possess. A

fter a nam
e h

as becom
e 

associated w
ith a com

m
odity, this nam

e in itseif w
ill enable 

large quantities of one or m
ore other com

m
odities to be sold 

w
ith com

parative ease, and probably little expense need be 

incurred.

　
上
文
を
訳
し
其
実
例
を
三
つ
挙
げ
よ

　
　
　

英
語
（
楢
崎
講
師
出
題
）

1.  It w
e are frightened at the task, above all, if w

e are cow
ed or 

intenes joy and childish delight in their C
hristm

as presents.

（4

）  A
t about an hour before daw

n I rose, and m
ade the m

ost of 

about a pint of w
ater w

hich I allow
ed m

yself for w
ashing.

（5
）  A

n agreem
ent relating the concessions in N

orth Saghalien 

w
ill be m

ade a subject of negotiation betw
een Japan and 

R
ussia tow

ards the end of M
ay at M

oscow
.

　
　
　

英
文
和
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

（1

）  T
he G

erm
an reply on the dispute regarding the evacuation 

of the C
olegne zone arrived at Paris last night.

（2

）  T
he fi nancial agreem

ent reached by the A
llied Finance 

M
inisters

’ Conference has been signed T
he Italian and 

R
um

anian delegates, how
ever, signed the agreem

ent w
ith 

reservations.

（3

）  M
oney governs everyhting in the present w

orld, and should 

the reported $
2
0
0,0
0
0,0
0
0 loan be contracted from

 A
m

erica 

that country w
ill becom

e the dom
inating infl uence in C

hina.

（4

）  In anticipation of a rupture the Foreign O
ffi ce is reported to 

have under preparation a statem
ent to be issued on the 

R
usso-Japanese negotiations at Peking.

（5

）  It is true the 1
9
1
0 revolution w

as in its actual execution not 

the w
ork of D

r. Sun Yat-sen; but it m
ay not be denied that it 

w
as the friution of his distinguished labor.                    （以

上

）

　
　
　

英
語
（
長
崎
講
師
出
題
）

1)  It is diffi cult for a m
an to speak long of him

self w
ithout vanity; 
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三
、
国
際
貸
借
ノ
意
義
ヲ
説
明
シ
且
其
ノ
発
生
原
因
ヲ
略
述
セ
ヨ

以
上
ノ
内
二
題
ヲ
選
定
シ
テ
答
フ
ベ
シ

　
　
　

農
政
学
（
宮
川
講
師
出
題
）

一
、
本
邦
に
自
作
農
を
創
定
せ
む
と
す
る
政
策
は
如
何
な
る
効
果
を
期
待

　

し
得
べ
き
や

二
、
本
邦
小
作
制
度
の
欠
陥
並
に
之
が
対
策
を
論
ぜ
よ

　
　
　

政
治
史
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
我
カ
日
本
ノ
国
土
ノ
形
勢
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、
徳
川
幕
府
ノ
末
葉
ニ
於
ケ
ル
英
吉
利
及
ヒ
仏
蘭
西
ノ
我
ニ
対
ス
ル
政

　

策
ノ
差
異

三
、
北
米
合
衆
国
独
立
ト
仏
蘭
西
ト
ノ
関
係
如
何

以
上
三
題
中
ヨ
リ
任
意
ニ
二
題
択
ヒ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

地
理
（
田
中
講
師
出
題
）

一
、
左
ノ
地
方
ニ
就
キ
知
ル
処
ヲ
記
セ

（
一
）
ル
ー
ル
炭
田
地
方
、（
二
）
ザ
ー
ル
炭
田
地
方

二
、
ラ
イ
ン
、
エ
ル
ベ
二
大
水
系
ノ
経
済
的
価
値
及
ビ
其
利
用
現
況
並
ニ

　

海
上
航
運
ノ
現
況
ヲ
述
ブ
ベ
シ

三
、
ド
イ
ツ
産
業
過
去
ノ
盛
況
ヲ
記
シ
併
テ
戦
後
ノ
復
興
振
リ
ニ
就
キ
自

　

己
ノ
意
見
ヲ
述
ブ
ベ
シ

　

以
上
三
問
ノ
中
二
問
ヲ
選
ヒ
答
案
ヲ
草
ス
ベ
シ

　
　
　

英
文
和
訳
（
高
島
講
師
出
題
）

（1

）  To develope the physical faculties of the young, and by 

m
eans of liberty and confi dence to cultivate in them

 the love 

of w
hat is right, such is the double aim

 of the great E
nglish 

disheartened by any check, or by the clam
or of the sensation-

m
onger, w

e shall show
 ourselves w

eaklings unfi t to invoke the 

m
em

eries of the stalw
art m

en w
ho fought to a fi nish the G

reat 

C
ivil W

ar.

2.  N
o nation ever yet retaived its freedom

 for any length of tim
e 

after losing its respect for the law
, after losing the law

-abiding 

spirit, the spirit that really m
akes orderly liberty.

3.  For m
en are not all equal, they are variously endow

ed and 

som
e have capacities and qualities and energies far beyond 

others; and each individual has a progress of his ow
n, w

hich 

m
eans, as I said before, the fi lling up of that w

hich is not only 

due to the type of race to w
hich he belongs, but also to his 

ow
n individual gifts and capacities.

4.  T
he republic cannot stand if honesty and decency do not 

prevail alike in public and private life; if w
e do not set 

ourselves seriously at w
ork to solve the trem

endous social 

problem
s forced upon us by the far sw

eeping industrial  

changes of the last tw
o generations.

　

憲
法
、
民
法
総
論
、
物
権
法
一
部
、
物
権
総
論
、
経
済
学
、
社
会
学
、

　

哲
学
、
論
理
学
心
理
学
ハ
法
学
科
一
学
年
ニ
同
シ

　
　

二
学
年

　
　
　

銀
行
論
（
杉
講
師
出
題
）

一
、
預
金
ノ
種
類
ヲ
挙
ゲ
テ
其
ノ
利
子
ノ
異
ナ
ル
所
以
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
手
形
割
引
ト
貸
付
ト
ノ
優
劣
ヲ
比
較
論
評
セ
ヨ
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植
民
政
策
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
委
任
統
治

二
、
水
上
交
通
機
関
ト
植
民
経
営
ト
ノ
関
係

　
　
　

交
通
政
策
（
田
中
講
師
出
題
）

一
、
交
通
機
関
ノ
発
達
ニ
伴
フ
経
済
的
影
響
ヲ
ノ
ベ
ヨ

二
、
国
有
鉄
道
ニ
対
ス
ル
希
望
ヲ
述
ベ
ヨ

　
　
　

保
険
学
（
三
浦
講
師
出
題
）

一
、
保
険
制
度
発
達
ノ
経
路
ヲ
論
ズ

二
、
道
徳
的
危
険
（m

oral risk

）
ト
ハ
何
ゾ
、
並
ニ
此
ヲ
防
止
ス
ル
方
法

　

如
何

　
　
　

社
会
政
策
及
工
業
政
策
（
吉
田
講
師
出
題
）

左
記
六
問
中
二
題
ヲ
撰
ヒ
答
案
ハ
簡
明
ニ
記
述
サ
レ
度
シ

一
、「
労
働
者
保
護
ノ
必
要
ナ
ル
理
由
」
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

二
、「
労
働
者
団
結
権
承
認
ノ
必
要
ナ
ル
所
以
」
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

三
、
所
謂
社
会
化
ヲ
論
ス
ヘ
シ

四
、
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
ノ
利
弊
及
之
ニ
対
ス
ル
政
策
如
何
（
項
目
ヲ

　

列
挙
シ
極
メ
テ
簡
短
ナ
ル
説
明
ヲ
加
フ
ル
ヲ
以
テ
足
ル
）

五
、
工
業
金
融
ノ
特
色
如
何

六
、
工
業
資
金
ト
シ
テ
ノ
外
資
輸
入
ノ
損
失
如
何

　
　

注
意　

答
案
ニ
ハ
問
題
番
号
ヲ
記
サ
レ
度
シ

　
　
　

外
交
史
（
稻
田
講
師
出
題
）

一
、
外
交
史
上
ニ
於
ケ
ル
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
会
議
ノ
価
値

二
、
千
八
百
七
十
八
年
伯
林
条
約
ヲ
論
評
ス
ヘ
シ

三
、
露
西
亜
ノ
南
下
政
策
ト
ハ
何
ヲ
謂
フ
カ

schools.

（2

）  In E
ngland, an intelligent boy costs his parents nothing to 

educate. H
e easily obtains a scholarship by com

petitive 

exam
ination.

（3

）  

“A cook w
anted; w

ages £
2
5.

”

        

“Wanted, a governess, able to teach E
nglish, French, draw

ing 

and m
usic; salary £

2
0.

”

（4

）  A
s a rule, in E

ngland, w
hen a pupil is successful in his 

studies, it is put dow
n to his intelligence and hard w

ork; 

w
hen he is lazy and learned nothing, it is ow

ing to his having 

a bad m
aster.

（5

）  T
he basic agreem

ent betw
een Japan and R

ussia, w
hich w

as 

form
ally ratifi ed yesterday, w

ent into force at tw
o o

’clock this 

afternoon, w
hen the exchange of ratification took place 

betw
een A

m
bassador K

arakhan and M
inister Yoshizaw

a at 

Perking.

　
　

物
権
法
二
部
、
債
権
各
論
、
商
法
総
論
、
商
行
為
法
、
会
社
法
、
国

　
　

際
公
法
、
倫
理
、
論
理
学
、
英
語
ハ
法
学
科
二
学
年
ニ
同
シ

　
　

三
学
年

　
　
　

商
業
政
策
（
楢
崎
講
師
出
題
）

一
、
重
商
主
義
ノ
功
過
ヲ
論
ズ
ヘ
シ

二
、
戻
税
ハ
如
何
ナ
ル
場
合
ニ
行
ハ
ル
ル
カ

三
、
輸
出
奨
励
金
ト
相
殺
関
税
ノ
関
係
ヲ
論
ズ
ベ
シ

以
上
ノ
中
二
題
選
択
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ニ
、
行
政
法
ハ
法
学
科
二
学
年
ニ
同
シ

以
上
三
題
中
ヨ
リ
任
意
二
題
ヲ
択
ヒ
テ
解
答
ス
ヘ
シ

　
　
　

英
語
（
高
橋
講
師
出
題
）

1.  W
ithout seeking for U

topia, think w
hat a m

an's youth m
ight 

be. I suppose not one in every thousand uses half the 

possibilities of natural joy and delightful effort w
hich lie in 

those years betw
een seventeen and seven-and-tw

enty. A
ll but 

all m
en have to look back upon beginnings of life deform

ed 

and discoloured by necessity, accident, w
antonness.

　
　
　

英
語
（
島
田
講
師
出
題
）

1.  (a) T
he four chief effects of the national banking system

. ヲ
解

説
ス
ベ
シ

   (b) Inter-districts and intra-district m
obility of credit under the 

federal reserve system
. ヲ
説
明
ス
ベ
シ

　

(a)(b)ノ
内
何
レ
カ
一
問
ヲ
選
択
解
答
ス
ベ
シ

2.  In a broader w
ay, the distribution of our social energy am

ong 

the various form
s of productive activities in the w

orld of 

industry is determ
ined by financial considerations w

hich 

m
anifest them

selves through the m
echanism

 of prices and 

profi ts. A
nd the fl ow

 of labor and capital over the earth, from
 

country to country and from
 region to region, is largely 

guided and controlled by considerations w
hich find their 

expression in fi nancial term
s.

　
以
上
訳
文

　
　

手
形
法
、
海
商
法
、
財
政
学
、
国
際
私
法
、
哲
学
ハ
法
学
科
三
学
年

　
　
　
商
学
科
簿
記
（
橋
本
講
師
出
題
）

　
下
記
１
－
３
ノ
仕
訳
ヲ
記
入
セ
ラ
ル
ベ
シ
（
答
例
、
商
品
6
0
0－
当
座

　
6
0
0－
）

１
.甲
商
店
ニ
対
ス
ル
掛
貸
金
￥
5.2
0
0－
次
ノ
通
リ
決
済
ヲ
受
ク

　
　
○
￥
3.0
0
0－
　

 乙
商
店
振
出
、
甲
商
店
宛
、
約
束
手
形
＃
3.本

日

附
、
来
月
五
日
期
限
、
金
額
￥
3.0
0
0－
（
甲
商
店

裏
書
ノ
上
）

　
　
○
￥
2.2
0
0－
　

 甲
商
店
振
出
、
日
東
銀
行
宛
、
小
切
手
＃
1
5本
日

附
、
金
額
￥
2.2
0
0－
（
但
シ
即
時
当
座
預
入
レ
）

２
 .丙
商
店
ヘ
晒
木
綿
2.0
0
0反
￥
0.9
5替
ニ
テ
売
渡
ス
。
右
代
金
ノ
内
￥

1.2
0
0－
ハ
当
店
振
出
、
丁
商
店
宛
、
約
束
手
形
＃
5。
本
月
二
日
附
、

本
日
期
限
、
金
額
￥
1.2
0
0－
ヲ
受
入
レ
相
殺
シ
残
額
ハ
月
末
マ
デ
掛

ト
ス

３
 .戌
地
戊
商
店
ヨ
リ
縞
ネ
ル
（
取
合
セ
）
1
0
0反
￥
1
5－
替
ニ
テ
買
入

ル
。
右
ニ
対
シ
本
月
二
十
八
日
期
限
ニ
テ
金
額
￥
1.2
0
0－
ノ
荷
為
替

ノ
取
組
ア
リ
、
月
明
銀
行
ヨ
リ
呈
示
ヲ
受
ケ
即
時
引
受
ヲ
為
シ
引
換

 

ニ
貨
物
代
表
証
券
及
附
属
書
類
ヲ
受
取
ル
。
尚
ホ
右
荷
物
同
時
ニ
引
取

リ
諸
入
費
￥
8－
現
金
ニ
テ
支
払
フ
残
額
￥
3
0
0ハ
月
明
銀
行
ヨ
リ
戊
商

店
向
ケ
送
金
為
替
取
組
ム
、
但
シ
右
代
金
ハ
同
銀
行
宛
小
切
手
金
額
￥

3
0
0－
ヲ
振
出
シ
差
入
ル

４
 .下
記
試
算
表
及
ビ
棚
卸
表
ニ
基
キ
貸
借
対
照
表
ヲ
調
製
セ
ラ
ル
ベ
シ
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2,0
0
0ヲ
振
出
決
済
ス

２
.丙
商
店
ヨ
リ
商
品
￥
1,0
0
0－
買
入
レ
代
金
次
ノ
通
リ
交
付
ス

　
￥
3
0
0－
小
切
手
（
振
出
）　
￥
7
0
0－

 丙
商
店
宛
約
束
手
形

 ￥

　
7
0
0－
（
振
出
）

３
.丁
地
丁
商
店
ヘ
商
品
￥
2,0
0
0－
委
託
販
売
品
ト
シ
テ
積
送
ス
積
送

　
諸
掛
￥
2
0－
現
金
支
払
フ

　
　
右
発
送
ニ
際
シ
日
東
銀
行
ニ
テ
￥
1,6
0
0－
ノ
荷
為
替
取
組
ム
割
引

　
料
￥
1
5－
差
引
手
取
金
￥
1,5
8
5－
ハ
其
儘
同
銀
行
ヘ
当
座
預
入
レ

４
.戌
地
戊
商
店
ヨ
リ
商
品
￥
2,0
0
0－
買
入
ル
右
ニ
対
シ
一
覧
払
荷
為

　
替
￥
2,0
0
0－
ノ
取
組
ア
リ
即
時
小
切
手
振
出
支
払
ヲ
為
シ
代
表
証
券

　（
船
荷
証
券
）
及
諸
書
類
ヲ
受
入
ル
尚
ホ
右
商
品
直
ニ
引
取
リ
引
取
車

　
力
賃
￥
1
0－
現
金
支
払
フ

５
.下
記
残
高
試
算
表
及
棚
卸
表
ニ
基
キ
損
益
表
ヲ
作
ラ
ル
ベ
シ

　
　
　
簿
記
　
3/
1
3 （
橋
本
講
師
出
題
）

　
下
記
1－
4仕
訳
ヲ
記
入
セ
ラ
ル
ベ
シ
（
答
例
、
商
店
2
0
0－
現
金

　
2
0
0－
）

１
.「
商
店
ヨ
リ
掛
借
金
」
ノ
内
￥
2,0
0
0－
、
同
店
受
取
、
乙
商
店
（
当

　
店
ノ
得
意
先
ニ
テ
現
ニ
￥
2,0
0
0－
ノ
掛
貸
ア
リ
）
宛
為
替
手
形
￥
　

残
高
試
算
表

棚
卸
表
（
要
領
）

借
方
科
目

貸
方

資
本
金

1
0,0
0
0－

地
所
建
物
･･････

3,4
0
0－

支
払
手
形

8
0
0－

什
　
　
器
･･････

2,2
5
0－

3,5
0
0－

地
所
建
物

公
債
株
券
･･････

2,4
0
0－

2,2
8
0－

什
　
器

商
　
　
品
･･･････

7
0
5－

2,3
5
0－

公
債
株
券

消
耗
品
･･････････

3
5－

商
　
品

4
4
5－

保
険
料
未
経
過
高
･･
3
0－

1
0
0－

消
耗
品

倉
敷
料
未
払
高
････

1
5－

2,2
7
2－

当
座
預
金

1
2
3－

現
　
金

甲
商
店

5
0
0－

乙
商
店

6
0
0－

1,3
0
0－

丙
商
店

1
2
0－

保
険
料

3
5－

倉
敷
料

2
0
0－

給
　
料

6
5－

雑
　
費

1
2,3
4
5－

計
　
　

1
2,3
4
5－

試
　
算
　
表

　
　
借
　
方

科
　
　
目

貸
　
方

資
 本
 金

8,0
0
0－

借
 入
 金

1,2
0
0－

3,5
0
0－

地
所
建
物

1,5
0
0－

什
　
　
器

1,0
0
0－

商
　
　
品

2
0
0－

消
 耗
 品

2,5
0
0－

甲
 商
 店

乙
 商
 店

1,0
0
0－

丙
 商
 店

5
0
0－
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一
、
株
式
会
社
ハ
如
何
ナ
ル
事
業
ニ
適
ス
ル
カ
、
理
由
ヲ
挙
ゲ
テ
説
明
セ

　

ヨ
二
、
船
荷
証
券
ヲ
買
取
ル
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
点
ニ
注
意
ス
ベ
キ
カ

　
　
　

商
業
算
術

（橋
本
講
師
出
題

）

　
　
　

商
業
通
論
（
太
田
講
師
出
題
）

一
、
結
社
企
業
（
特
ニ
株
式
会
社
）
ト
個
人
事
業
ト
ノ
優
劣
ヲ
論
ゼ
ヨ

二
、
卸
売
商
ト
小
売
商
ト
ヲ
経
営
上
ノ
立
場
ヨ
リ
区
別
シ
各
自
ガ
分
立
セ

　

ル
所
以
ヲ
論
究
セ
ヨ

三
、
次
ノ
用
語
ニ
ツ
キ
テ
知
ル
所
ヲ
記
セ

　

(a)

水
割
株(w

atered stock)　

(b)

ア
ン
ダ
ア
ラ
イ
チ
ン
グ(under 

　

  w
riting)

　

(c)

確
定
申
込(Firm

 O
ffer)　

(d)f.o.b.

　
　
　

商
業
通
論
（
和
田
講
師
出
題
）

　
下
記
１
－
４
内
任
意
ノ
三
題
ヲ
選
択
ス
ベ
シ
但
シ
⑷
ヲ
選
択
ス
ル
場
合

　
ハ
二
題
ニ
テ
可
ナ
リ

⑴
甲
ハ
乙
ニ
対
シ
テ
次
ノ
如
キ
債
務
ア
リ

　
　
1
4/
3/
1　
期
限
　
　
　
￥
1,0
0
0－

       

　
　
1
4/
3/
1
2　
〃
　
　

 　
 〃
1,5
0
0－

       

　
　
1
4/
4/
2  　

〃
　
　

 　
 〃
2,0
0
0－

 
利
子
ノ
受
払
ヲ
為
サ

　
　
又
乙
ハ
甲
ニ
対
シ
テ
次
ノ
如
キ
債
務
ア
リ

 
ズ
シ
テ
以
上
債
権
債

　
　
1
4/
3/
1
5　
期
限
　
　

 ￥
   6
0
0－

 
務
ノ
差
額
ヲ
授
受
セ

　
　
1
4/
3/
2
2　

 〃
　
　
　
〃
1,3
0
0－
　
　
　
　
　
ム
ト
ス

　
　
1
4/
4/
1　

   〃
　
　
　
〃
1,1
0
0－

 
金
額
及
ビ
期
日
如
何

⑵
倫
敦
ヨ
リ
紐
育
ヘ
某
貨
物
ヲ
積
送
ス
ル
ニ
当
リ
保
険
仲
立
人
ノ
手
ヲ
経

　
テ
之
ニ
£
4,8
0
0ノ
保
険
ヲ
附
シ
タ
ル
ニ
其
保
険
料
ノ
割
合
ハ
2
4/
6％

　
ニ
シ
テ
五
分
引
ノ
一
割
（
1
0％

dfs. on Prem
. less 5％

）
ヲ
割
引
セ

　
ラ
レ
タ
リ
ト
イ
フ
。
然
ラ
バ
被
保
険
者
ノ
支
払
ヒ
タ
ル
正
味
金
額
及
ビ

　
保
険
者
ノ
実
収
入
各
幾
何
ナ
ル
カ
、
但
シ
別
ニ
保
険
証
券
印
税
保
険
金

　
￥
1
0
0ニ
対
シ
3d
ヲ
要
シ
被
保
険
者
ノ
負
担
ト
ス

⑶
 上
海
Ｓ
商
ハ
神
戸
甲
商
店
ヨ
リ
価
額
￥
5
6,7
8
9.4
8ノ
商
品
ヲ
仕
入
レ
タ

ル
ニ
甲
商
ハ
右
邦
貨
ヲ
額
面
ト
ス
ル
6
0日
払
利
附
手
形
ヲ
Ｓ
商
ニ
振
宛

テ
大
正
十
四
年
三
月
二
十
日
横
浜
正
金
銀
行
神
戸
支
店
ニ
荷
為
替
ヲ
取

組
ミ
タ
リ
。
依
テ
Ｓ
商
ハ
右
手
形
ノ
満
期
日
ニ
於
テ
之
ヲ
支
払
ハ
ム
ト

棚
卸
表
（
要
項
）

地
所
建
物

￥
3,4
0
0－

什
　
　
器

￥
1,4
5
0－

商
　
　
品

￥
1,4
9
0－

消
 耗
 品

￥
   1
7
0－

保
 険
 料
（
未
経
過
）

￥
     8
0－

雑
　
　
費
（
未
払
分
）

￥
     2
0－

1
0
0－

現
　
　
金

1,8
3
0－

当
座
預
金

手
 数
 料

3
0
0－

1
0
0－

保
 険
 料

4
0－

倉
 敷
 料

2
0
0－

給
　
　
料

3
0－

雑
　
　
費

1
1,0
0
0－

合
　
　
計

1
1,0
0
0－

⎧｜⎨｜⎩

⎧ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎨ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎩
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取
引
所
論
（
鈴
木
講
師
出
題
）

左
ノ
各
題
中
任
意
一
題
ヲ
選
ヒ
テ
之
ニ
答
ヘ
ヨ

ス
ル
ニ
其
支
払
金
算
出
上
必
要
ナ
ル
事
項
下
ノ
如
シ

　
　
△
Ｓ
商
手
形
引
受
日
大
正
十
四
年
三
月
二
十
八
日

　
　
△
神
戸
上
海
間
郵
便
日
数
概
算
　
七
日

　
　
△
手
形
面
記
載
利
率
　
年
六
分

　
　
△
満
期
日
ニ
上
海
ニ
テ
神
戸
宛
参
着
為
替
相
場

T
ls. 5
4. 1─4

　
　
Ｓ
商
ノ
支
払
額
幾
何
ナ
ル
カ

⑷
下
記
要
項
ニ
基
キ
当
座
預
金
元
帳
ヲ
決
算
ス
ベ
シ

　
　
1
3/
3/
2
0　
　
　
　
預
リ
　
　
　
　
　
　

 〃
2,3
4
5.6
7

　
　

   〃
/
2
9　
　
引
出
　
　
　
￥
1,9
8
7.6
5

　
　

      4/ 2 　
　
〃
　
　

 　
   〃
1,2
3
4.5
6

　
　

   〃
/
1
0 　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

   1
2
3.4
5

　
　

   〃
/
2
0 　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃
2,4
6
8.0
0

　
　

      5/
1
2 　
　
〃
　
　
　

   〃
    8
7
6.8
4

 　
　

  〃
/
2
8 　
　
〃
　

 　
　

  〃
 1,3
5
7.9
0

　
　

      6/
1
0　
　
　
　
〃
　

 　
 　
　
　
　

   〃
6,5
4
3.2
1

　
　

   〃
/
1
5 　
　
〃
　
　
　

   〃
 1,7
0
2.1
2

　
△
決
算
日
1
3/
6/
1
5　
△
預
金
ニ
ハ
毎
日
ノ
最
終
残
高
ニ
対
シ
テ
日
歩

　
六
厘
ノ
割
ニ
テ
利
子
ヲ
附
ス
、
但
シ
残
高
ノ
内
￥
5
0
0未
満
ノ
分
及
ビ

　
其
以
上
ノ
分
モ
其
￥
1
0
0未
満
ノ
端
数
ニ
ハ
利
子
ヲ
附
セ
ズ
、
△
貸
越

　
ニ
ハ
毎
日
ノ
最
高
残
高
ニ
対
シ
テ
日
歩
弐
銭
五
厘
ノ
割
ニ
テ
利
子
ヲ
徴

　
ス
、
但
シ
残
高
￥
1未
満
ノ
端
数
ニ
ハ
利
子
ヲ
計
算
セ
ズ

　
　
　
商
業
算
術
（
柳
樂
講
師
出
題
）

　
注
意

 （
一
）
運
算
経
路
ハ
明
示
シ
置
ク
可
シ
。（
配
布
ノ
紙
ハ
一
人
三

　
　
　
　
　
枚
限
）

　
　
　

 （
二
）
配
布
ヲ
受
ケ
タ
ル
紙
ハ
使
用
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
全

　
　
　
　
　
部
提
出
ス
可
シ
。

　
　
　

 （
三
）
問
題
ハ
（
１
）
ト
（
３
）
又
ハ
（
２
）
ト
（
３
）
ノ
二
題

　
　
　
　
　
ヲ
選
ブ
ベ
シ

（
 １
）
一
箱
ノ
容
積
3'6" 

2'3"×
1'4"ナ

ル
貨
物
4
5
0箱
ア
リ
。
之
ヲ
海
送

セ
ン
ト
ス
ル
ニ
運
賃
ハ
一
噸
ニ
付
4
6/７

1─2 ニ
シ
テ
5％

Prim
age
ヲ
要

ス
ト
云
フ
。
荷
主
ノ
支
払
幾
何
ナ
ル
カ

（
２
）
次
ノ
条
項
ニ
ヨ
リ
テ
委
託
主
ノ
手
取
金
ヲ
計
算
セ
ヨ

　
　
1 /
3　
問
屋
ノ
売
上
ゲ
タ
ル
総
金
額
￥
3
7,5
2
0.9
4（
但
シ
一
ヶ
月
払

　
　
ノ
約
束
ニ
テ
販
売
）

　
　
4/
2
0　
問
屋
ノ
立
替
ヘ
タ
ル
諸
掛
ハ
￥
1,8
9
3.7
8

　
　
5/
2
0　
問
屋
カ
支
払
ヒ
タ
ル
荷
為
替
手
形
額
面
￥
2
5,0
0
0－

　
　
　

 問
屋
ノ
売
上
手
数
料
ハ
3％
ノ
割
合
ニ
シ
テ
其
他
ノ

A
fter 

C
har ges　

○
￥
6
2
9.4
4

（
 ３
）
神
戸
甲
商
ノ
注
文
ニ
依
リ

N
ew

 Y ork Ｎ
商
毛
織
物
若
干
ヲ
輸
出

シ
C

if. K
obe Price 3

2,6
0
0ニ
対
シ
3ｍ
／
ｓ
ノ
利
附
手
形
ヲ
振
出
シ
仲

立
人
ノ
手
ヲ
経
テ
売
却
シ
タ
リ
。
次
ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
甲
商
ノ
幾
何
ノ

支
払
ヲ
要
ス
ル
カ
1
0

手
形
振
出
日
7/
7、
手
形
引
受
日
8/
1
5、
紐
育
神
戸
郵
便
日
数
3
5日

紐
育
利
子
歩
合
4 1─2 ％

ｐ
.ａ

.支
払
当
日
ニ
於
ケ
ル
神
戸
紐
育
宛
参

着
相
場
4
7相
脅
3/
8紐
育
ニ
於
ケ
ル
手
形
仲
立
人
口
銭
1
0/
1
0
0

　
　
但
手
形
ノ
支
払
ハ
満
期
日
ニ
於
テ
為
セ
ル
モ
ノ
ト
ス
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⒝ 　

甲
ハ
乙
ニ
対
シ
其
子
丙
ニ
学
生
ニ
ア
ル
マ
シ
キ
不
行
跡
ア
ル
ヲ
以

テ
之
ヲ
新
聞
ニ
投
書
ス
ヘ
シ
ト
告
ケ
タ
リ
、
茲
ニ
於
テ
乙
ハ
之
ヲ
怖

レ
甲
ニ
対
シ
金
五
十
円
ヲ
贈
与
ス
ヘ
キ
旨
ノ
証
書
ヲ
交
付
シ
タ
リ
、

甲
ハ
後
日
ニ
至
リ
該
贈
与
証
書
ニ
基
キ
金
五
十
円
ノ
支
払
ヲ
請
求
シ

来
リ
タ
リ
乙
ニ
支
払
義
務
ア
リ
ヤ

二
、
次
ノ
問
題
中
其
一
ヲ
選
ミ
各
事
項
ニ
付
簡
単
ニ
説
明
ス
ヘ
シ

　

第
一
問　

保
佐
人　

　
　

心
裡
留
保　

　
　

追
認

　

第
二
問　

禁
治
産
者　

　

復
代
理　

　
　
　

到
達
主
義

　
　
　

民
法
要
論
（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
無
能
力
者
ハ
如
何
ニ
セ
ハ
完
全
ニ
法
律
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
其

（
マ
マ
）ル

ヤ

二
、
代
理
人
ト
使
者
ト
ノ
区
別
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

三
、
甲
ハ
乙
カ
他
人
ヨ
リ
預
リ
占
有
セ
ル
動
産
ヲ
乙
ヨ
リ
買
受
ケ
占
有
セ

　

リ
甲
ハ
該
動
産
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
得
ル
ヤ

右
ノ
内
問
題
二
個
ヲ
選
ミ
答
フ
ヘ
シ

　
　
　

経
済
学
（
松
浦
講
師
出
題
）

経
済
学
体
系
に
付
き
て

　
　
　

商
業
英
語
（
生
出
講
師
出
題
）

1.  E
xplain the conditions as to price.

2.  E
xplain the follow

ing term
s:

│

　
    a. san recours.

　

    b. del credere

　

    c. lot m
oney.

　

    d. letter of hypothecation.

　

    e. C
.O

.D
.

一
、
本
邦
生
糸
取
引
ノ
系
統
ヲ
解
説
シ
テ
横
浜
取
引
所
ノ
経
済
的
機
能
ヲ

　

論
評
ス

二
、
取
引
所
ノ
保
険
作
用
ヲ
論
ス

三
、
本
邦
棉
業
ノ
大
系
ヲ
論
シ
テ
大
阪
三
品
取
引
所
ノ
経
済
的
機
能
ヲ
論

　

評
ス

　
　
　

取
引
所
論
（
鈴
木
講
師
出
題
）

左
ノ
各
題
中
任
意
一
題
ヲ
選
ヒ
テ
之
ニ
解
答
セ
ヨ

（
一
）
限
月
短
縮
問
題
ニ
対
ス
ル
諸
君
ノ
意
見
ヲ
問
フ

（
二
）
横
浜
生
糸
取
引
所
ノ
経
済
的
機
能
ヲ
論
ス

（
三
）
本
邦
棉
業
ノ
大
系
ヲ
論
シ
テ
大
阪
三
品
取
引
所
ノ
経
済
的
機
能
ニ

　

及
フ

（
四
）
本
邦
米
穀
ノ
取
引
系
統
ヲ
解
説
シ
テ
東
京
米
穀
取
引
所
ノ
経
済
的

　

機
能
ヲ
論
評
ス

　
　
　

民
法
要
論
（
及
川
講
師
出
題
）

一
、
次
ノ
題
中
其
一
ヲ
選
択
シ
解
答
ス
ヘ
シ

　

⒜ 　

甲
ハ
乙
ヨ
リ
丙
ニ
対
ス
ル
金
五
百
円
ノ
債
権
ノ
取
立
ヲ
委
任
セ
ラ

レ
其
旨
ノ
委
任
状
及
丙
ヨ
リ
乙
ニ
差
入
レ
置
キ
タ
ル
右
五
百
円
ノ
借

用
証
書
ヲ
持
参
シ
丙
方
ニ
赴
キ
履
行
ノ
催
告
ヲ
為
シ
タ
ル
処
丙
ヨ
リ

金
四
百
円
ニ
減
額
セ
ラ
レ
度
キ
旨
懇
願
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
甲
ハ
之

ニ
応
シ
金
四
百
円
ヲ
受
取
リ
残
額
ヲ
免
除
シ
右
借
用
証
書
ヲ
丙
ニ
返

還
シ
タ
リ
然
ル
ニ
後
日
ニ
至
リ
乙
ヨ
リ
丙
ニ
対
シ
残
額
金
百
円
ノ
支

払
請
求
ア
リ
タ
リ
、
丙
ハ
之
ニ
対
シ
乙
ノ
代
理
人
甲
ニ
対
シ
已
ニ
四

百
円
ヲ
支
払
残
額
百
円
ハ
其
免
除
ヲ
受
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
右
債
権
ハ
全

部
消
滅
シ
タ
ル
旨
抗
弁
シ
タ
リ
、
其
当
否
如
何
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seale w

hich perm
its of effi cient and profi table production, any 

sm
all sarings the form

er m
ay effect by increasing the scale of 

production, w
ill probably be counteracted by loss occasioned 

through less close personal supervision.

　

上
ノ
文
ヲ
意
訳
ス
ベ
シ

　
　
　

英
語
（
篠
窪
講
師
出
題
）

1.  It could not be perm
itted that the spirit of the ruler should 

enter unattended into the w
orld of shadow

s: som
e at least, of 

those w
ho served him

 living w
ere bound to follow

 him
 in 

death.

2.  It w
as certainly also com

m
on enough for a bereaved w

ife to 

perform
 suicide not through despair, but through the w

ish to 

follow
 her husband into the other w

orld, and there to w
ait 

upon him
 as in life,

3.  T
his love of the old tragedy is proof of w

hat foreign critices 

try alw
ays to ignore as m

uch as possible,

│ the deeply 

religious character of the people.

4.  T
he lordship so com

pletely ow
ned the individual, body and 

soul, that the idea of any duty, to the nation, outside of the duty 

to the chief, had neithertim
e nor chance to defi ne itself in the 

m
ind of thevassal.

　
　
　

英
語
（
長
崎
講
師
出
題
）

1)  O
ften have I refl ected since, how

 different w
ould have been 

the history of m
y life had I accepted this business, w

hich 

　

    f. fi rm
 offer.

　
　
　

商
業
英
語
（
生
出
講
師
出
題
）

  E
xplain the follow

ing term
s and expressions:-

1.  parties to a bill of exchange.

2.  receipted invoice.

3.  sales on approval.

4.  ￥
1,2
8
0.0
0 par ton c. i. f. Yokoham

a.

5.  D
ocum

entary D
raft.

　
　
　

英
語
（
高
橋
講
師
出
題
）

1.  A
 slum

ber did m
y spirit seal; I had no hum

an fears: She 

seem
ed a thing that could not feel the touch of earthly years.

     N
o m

otion has she now
, no force; she neither hears nor sees; 

R
olled round in earth's diurnal course, w

ith rocks, and stones; 

and trees.

2.  O
ne thing only I require of you: that is, to let no one know

 you 

have a little bird w
ho tells you everything: and all w

ill be for 

the best.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

1.   

“chain store

”ニ
通
ス
ル
商
売
ノ
種
類

(a)五
ツ
ヲ
挙
ゲ

(b)且
其
理

　

由
ヲ
極
メ
テ
簡
単
ニ
説
明
セ
ヨ

2.   

“Subsidiary w
ork

”ヲ
ナ
セ
ル
会
社
ノ
名
三
ツ
ト
其
製
品
ノ
名
前
ヲ

　

記
セ

（説
明
不
要

）

3.  In this case the large concern is m
erely reduplicating the 

functions of sm
all concern, and if the latter is conducted on a 
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ninetynine out of a hundred young m

en at m
y age and in m

y 

circum
stances w

ould have rejoiced to obtain, and perhaps not 

one out of a thousand w
ould have refused.

2)  W
aiting until I thought the President w

ould close the m
eeting 

for w
ant of speakers, although it w

as a full m
eeting, I rose, 

m
erely w

ith a view
 to introduce debate, that friends m

ight not 

be disappointed.

3)  T
he advantages w

hich I possessed to counteract m
y 

ignorance and inexperience arose from
 m

y early training w
ith 

M
r. M

cG
uffog; am

idst fine and superior fabrics, and a 

know
ledge aquired of hum

an nature by having early overcom
e 

the prejudices of religions.

　
　
　

貨
幣
論
、
統
計
学
地
理
ハ
経
済
学
科
一
学
年
ニ
論
理
学
心
理
学
経

　
　
　

済
学
ハ
法
学
科
一
学
年
ニ
同
シ

　
　
　
　

二
学
年

　
　
　

商
業
通
信
（
生
出
講
師
出
題
）

次
ノ
邦
文
ヲ
英
訳
セ
ヨ

　
　
帳
残
貸
￥
2,0
0
0.－

　
　
　
甲
地
銀
行
（
為
替
取
引
先
）
振
出
預
金
手
形
＃
￥
2,5
0
0.－

　
　
　
三
井
銀
行
宛
小
切
手
＃
2
5（
同
地
所
定
）
￥
1,5
0
0

　
　
　（
甲
地
銀
行
為
替
元
帳
残
当
方
口
貸
1,0
0
0.先
方
口
借
1,5
0
0

　
３

.高
畑
商
会
破
産
ニ
付
同
商
会
ヘ
ノ
証
書
貸
付
＃
7.￥
5
0,0
0
0.－

　
　
ヲ
下
記
ノ
通
処
分
ス

　
　
　
抵
当
物
件
タ
リ
シ
土
地
建
物
ヲ
￥
3
0,0
0
0ト
見
積
リ
取
引
ヲ
ナ

　
　
　
ス
不
足
ノ
内
￥
1
0,0
0
0ハ
同
商
会
無
限
責
任
社
員
高
畑
單
一
ニ

　
　
　
証
書
貸
付
＃
1
5ト
ス

　
　
　
残
余
ハ
貸
倒
ト
シ
テ
銷
却
ス

　
４

.丙
地
支
店
ヨ
リ
報
告
ア
リ

　
　
　
イ
、
二
月
二
十
五
日
、
丁
地
支
店
ニ
取
立
割
手
＃
1
5￥
1,5
0
0.

 　
　
　
　
－
取
立
依
頼
ス

　
　
　
ロ
、
二
月
二
十
八
日
、
丁
地
支
店
当
座
預
金
者
何
某
口
座
ニ
振
込

　
　
　
　
入
金
ア
リ
￥
2,5
0
0.－

　
５

.交
換
所
計
算
（
預
ケ
金
銭
￥
3
0,0
0
0）

　
　
　
持
出
手
形
三
井
銀
行
宛
小
切
手
＃
1,5
0
0.－

　
　
　
　
第
一
銀
行
払
約
束
手
形
￥
3,0
0
0.－

（
当
割
手
＃
2
0.支

払
人

　
　
　
　
月
岡
五
郞
）

　
　
　
受
入
手
形
乙
地
銀
行
振
出
送
金
手
形
￥
7,5
0
0.－

　
　
　（
当
方
口
借
2,5
0
0　
先
方
口
貸
5,0
0
0）

　
　
　
前
日
現
金
繰
越
￥
1
0,0
0
0.－

　
　
　
銀
行
簿
記
（
太
田
講
師
出
題
）

甲
、
次
ノ
事
項
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
A

 附
替

(為
替
尻

)　
B

 再
割
引
手
形
勘
定
　

C
 公
債
売
買
損
益
勘
定

乙
、
三
月
二
日
ノ
「
取
引
下
記
ノ
如
シ
」
伝
票
ヲ
作
リ
、
日
記
帳
ニ
転
記

　
シ
締
切
ル
ベ
シ

　
１

.日
本
銀
行
ニ
予
テ
再
割
引
（
＃
5）
ヲ
求
メ
タ
ル
当
割
手
＃
1
5.

　
　
￥
1,0
0
0.－

（
支
払
人
小
山
一
郞
）
本
日
期
日
ニ
テ
決
済
セ
ル
旨
同

　
　
行
ヨ
リ
報
知
ア
リ

　
２

.山
口
次
郞
当
座
預
金
ト
シ
テ
次
ノ
切
手
受
入
ル
但
シ
同
人
当
座
元
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一
、
小
麦

二
、
生
糸

三
、
銑
鉄

　
　
　

商
業
史
（
八
木
澤
講
師
出
題
）

次
ノ
三
問
題
中
二
問
題
ヲ
選
ビ
テ
日
本
文
ニ
訳
セ

1.  B
ut the m

ost distinct infl uence exercised by the w
ritings of 

A
dam

 Sm
ith and his successors w

as not so m
uch in p （

マ
マ
）

pinting 

out that it w
as unjust or unw

ise to interfere w
ith m

en

’s natural 

liberty in the pursuit of their interests, as in show
ing, as it w

as 

believed, that there w
ere natural law

s w
hich m

ade all 

inteference incapable of reaching the suds it aim
ed at.

2.  T
he 

“Reform
 of Parliam

ent

” w
hich m

eant som
e degree of 

equalization of the representation of districts, an extention of 

the franchise, and the abolition of som
e of irregularities in 

elections, had been proposed from
 tim

e to tim
e, but had 

aw
akened little interest until it w

as advocated by R
adicals 

under the infl uence of the French R
evolution, along w

ith som
e 

m
uch m

ore farreaching propositions.

3.  U
nions had been form

ed, it is true, during the fi rst half of the 

eighteenth century and spasm
odically in still earlier tim

es, 

T
hose w

ere, how
ever, m

eruly in trades w
here the em

ployers 

m
ade up a w

ealthy m
erchantclass and w

here the prospect of 

the ordinary w
orkm

an over reaching the position of em
ployer 

w
as slight.

一
、
Ａ
氏
は
十
二
年
間
当
店
卸
売
部
主
任
と
し
て
在
勤
し
た
る
確
実
な
る

　

人
物
に
候

二
、
貴
店
に
関
西
総
代
理
店
御
依
頼
申
上
候
場
合
に
は
如
何
な
る
条
件
に

　

て
御
引
受
可
被
下
候
哉
予
め
承
り
置
き
度
候

三
、
当
店
販
売
部
櫻
井
副
支
配
人
不
日
御
訪
問
可
申
上
候
間
詳
細
は
同
人

　

と
御
打
合
被
下
度
候

四
、
去
三
日
附
貴
翰
御
引
合
被
下
難
有
奉
謝
候
就
て
は
採
算
充
分
切
詰
め

　

次
の
通
り
御
見
積
申
上
候
間
何
卒
御
用
命
被
仰
付
度
奉
願
上
候

五
、
市
価
漸
次
上
向
傾
向
に
て
市
況
中
々
活
気
を
呈
し
居
り
候
へ
ば
次
回

　

御
用
命
の
際
は
果
し
て
同
値
段
に
て
御
引
受
可
能
に
哉
懸
念
に
堪
え
ず

　

候

　
　
　

外
国
為
替
（
和
田
講
師
出
題
）

一
、
外
国
為
替
ニ
於
テ
売
相
場
ト
買
相
場
ト
異
ル
所
以
ヲ
述
ベ
ヨ

二
、「
ス
タ
ン
プ
」
手
形
ニ
就
テ
知
ル
処
ヲ
記
セ

　
　
　

商
工
径
﹇
経
﹈
営
（
橋
本
講
師
出
題
）

１
、
公
益
的
性
質
ヲ
有
ス
ル
大
規
模
事
業
ノ
組
織
ニ
就
テ

２
、
株
式
会
社
組
織
ノ
長
短
ニ
就
テ

３
、
取
締
役
責
任
論   　

│
以
上
三
題
中
任
意
ノ
二
題
│

　
　
　

税
関
及
倉
庫
論
（
和
田
講
師
出
題
）

一
、
開
港
ニ
就
テ
詳
論
セ
ヨ

二
、
関
税
ノ
転
嫁
ヲ
論
ズ
ベ
シ

　
　
　

商
品
学
（
坂
口
講
師
出
題
）

左
の
問
題
の
内
二
問
題
を
選
択
し
是
等
の
商
品
に
付
学
習
し
及
研
究
し
た

る
事
項
を
記
述
す
べ
し
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A

m
erican countries, w

hat points w
ould you consider? Please 

enum
erate the points only, no explanation needed.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅱ

　

W
hy w

ere so m
any A

m
erican fi rm

s unsuccessful in Laten 

A
m

erican trade? D
escribe som

e im
portant points only w

ithout 

any explanation.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅲ

　

T
he fact that there has been no previous business in certain 

products in a country should not deter the m
erchant from

 

seriously considering the sale of them
.M

any of the articles 

w
hich to-day enjoy the largest dem

and have been introduced 

only as the result of great effort and despite serious obstacles.

上
文
ヲ
訳
シ
我
国
ニ
テ
是
ニ
類
似
ノ
例
ヲ
三
ツ
挙
ゲ
ヨ

　
　
　

商
業
通
信
（
生
出
講
師
出
題
）

次
ノ
邦
文
ヲ
英
訳
セ
ヨ

一
、
Ａ
氏
は
十
二
年
間
当
店
卸
売
部
主
任
と
し
て
在
勤
し
た
る
確
実
な
る

　

人
物
に
候

二
、
貴
店
に
関
西
総
代
理
店
御
依
頼
申
上
候
場
合
に
は
如
何
な
る
条
件
に

　

て
御
引
受
可
被
下
予
め
承
り
置
き
度
候

三
、
当
店
販
売
部
櫻
井
副
支
配
人
不
日
御
訪
問
可
申
上
候
間
詳
細
は
同
人

　

と
御
打
合
被
下
度
候

四
、
去
三
日
附
貴
翰
御
引
合
被
下
難
有
存
候
就
て
は
採
算
充
分
切
詰
め
次

　

の
通
り
御
見
積
申
上
候
間
何
卒
御
用
命
被
仰
付
度
奉
願
上
候

五
、
市
価
漸
次
上
向
傾
向
に
て
市
況
中
々
活
気
を
呈
し
居
り
候
へ
ば
次
回

　
　
　

民
法
要
論
（
吉
田
講
師
出
題
）

一
、
抵
当
権
ノ
設
定
シ
ア
ル
不
動
産
ヲ
買
受
ケ
タ
ル
者
ハ
如
何
ナ
ル
方
法

　

ニ
依
リ
其
ノ
抵
当
権
ヲ
消
滅
セ
シ
メ
得
ル
ヤ

二
、
保
証
人
ハ
債
権
者
ヨ
リ
履
行
ノ
請
求
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
ニ
如
何
ナ
ル

　

抗
弁
権
ヲ
行
使
シ
得
ル
ヤ

　
　
　

商
法
総
論
（
三
浦
講
師
出
題
）

一
、
商
号
自
由
ノ
原
則
ト
ハ
何
ゾ
。
並
ニ
我
国
法
制
上
此
ニ
対
ス
ル
制
限

　

如
何

二
、
商
業
登
記
ノ
効
力
如
何

　
　
　

英
語
（
長
崎
講
師
出
題
）

1)  W
hen a person or a nation is considering w

hat line of conduct 

to pursue, he m
ust take into account at one and the sam

e tim
e 

all the probable advantages and disadvantages.

2)  U
nder slavery the productive capacities are parts of the saleable 

com
m

odity he is but persons are not w
ealth neither are 

capacities that are inseparable from
 them

.

3)  A
 m

arket is defi ned to be not any particular m
arket place in 

w
hich things are bought and sold, but the w

hole of any region 

in w
hich buyers and sellers are in such free intercourse w

ith 

one another that the prices of the sam
e goods tend to equality 

easily and quickly.

　
　
　

英
語
（
熊
野
講
師
出
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ

　

Supposing you w
ant to start exporting trade for Laten 
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会
計
学
（
太
田
講
師
出
題
）

一
、
暖

ハ
之
ヲ
消
却
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
。
若
シ
消
却
ス
ル
ト
セ
バ
其

　

ノ
方
法
、
標
準
ハ
如
何
ニ
定
ム
ベ
キ
カ

二
、「
無
イ
金
ノ
配
当
」
ハ
合
法
的
ナ
リ
ヤ
、
合
理
的
ナ
リ
ヤ
、
会
計
学
、

　

上
及
ヒ
事
業
経
営
政
策
上
之
ヲ
論
ゼ
ヨ

三 

、
所
謂
資
本
支
出
（C

apital E
xpenditure

）
ト
収
益
支
出
（R

evenue  

E
xpenditure

）
ト
ノ
区
別
及
ビ
之
ヲ
誤
リ
タ
ル
結
果
ヲ
一
二
ノ
例
ニ

ツ
キ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

哲
学
概
論
（
小
林
講
師
出
題
）

一
、
哲
学
の
起
源

一
、
唯
物
論
と
唯
心
論
の
特
色

一
、
デ
カ
ル
ト
学
説
の

概

一
、
基
督
教
の
特
色

一
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の

概

一
、
懐
疑
論
の
特
色
と
そ
の
価
値

右
の
中
三
題
選
択
の
こ
と

　
　
　

英
語
（
長
崎
講
師
出
題
）

1)  B
ut w

ell as Leclaire deserves his title, 

“the father of 

profi tsharing, and great as his infl uence has been in spreading 

the idea and the practice, for us in E
ngland the m

ain source of 

the m
ovem

ent tow
ards industrial partnership w

as a m
uch 

m
ore dem

ocratic one.

　

御
用
命
の
際
は
果
し
て
同
値
段
に
て
御
引
受
可
能
候
哉
懸
念
に
堪
え
ず

　

候

　
　

商
業
政
策
ハ
経
済
学
科
三
学
年
ニ
銀
行
論
ハ
経
済
学
科
二
学
年
ニ
論

　
　

理
学
倫
理
学
ハ
法
学
科
二
学
年
ニ
同
シ

　
　

三
学
年

　
　
　

商
業
実
践
（
生
出
講
師
出
題
）

　

 　

E
xplain h

ow
 to export goods, nam

ing in order th
e 

docum
ents to be used.

　
　
　

工
業
簿
記
（
橋
本
講
師
出
題
）

　
　
　
　
製
造
高
欄
　
一
口
ノ
指
図
書
出
来
毎
ニ

　
　
　
　
売
上
高
欄
　
一
口
ノ
売
上
毎
ニ

⎧｜⎨｜⎩

（
１
）
下
記
二
勘
定
ヲ
説
明
セ
ラ
ル
ベ
シ

　（
イ
）
製
品
及
仕
掛
物
勘
定
　（
ロ
）
製
造
勘
定

（
２
）
下
記
要
領
ニ
ヨ
リ
製
品
元
帳
ヲ
記
入
シ
且
ツ
之
ヲ
締
切
ラ
ル
ベ
シ

　（
自
大
正
十
三
年
十
二
月
一
日
至
同
年
同
月
三
十
一
日
、
一
ヶ
月
一
期
）

1
2/
1　
前
期
繰
越
　
Ａ
（
品
名
）　
1
0
0（
数
量
）　
単
価
￥
1
0.0
0　
金
額

　
　
￥
1,0
0
0.0
0

〃
/
1
0　
製
造
指
図
書
＃
6.Ａ

8
0出
来
、
見
積
原
価
〃
〃
1
0.2
0〃
〃

 

　
　
8
1
6.0
0

〃
/
1
4　
Ａ
1
2
0売
上
　
売
上
伝
票
＃
3

〃
/
1
7　
製
造
指
図
書
＃
9,Ａ

9
0出
来
、
見
積
原
価
　
単
科
￥
9.9
5　
金

　
　
額
￥
8
9
5.5
0 

〃
/
2
0　
〃
＃
1
1,〃

5
0　
〃

,　
〃
　
　
〃
〃
1
0.1
0〃
　
〃
5
0
5.5
0

〃
/
2
5　
Ａ
　
8
0売
上
　
売
上
伝
票
＃
8

〃
/
3
1 　
決
算
、
当
期
中
出
来
＃
原
価
￥
2,1
9
8.7
7ト
決
定

　
　
　
　
記
帳
法
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則
覇
王
之
業
可
成
也

二
、
人
欲
自
見
其
形
必
資
明
鏡
君
欲
自
知
其
過
必
待
忠
臣
苟
其
君
愎
諌
自

　

賢
其
臣
阿
諛
順
旨
君
既
失
国
臣
豈
能
独
全

三
、
若
上
下
但
存
形
迹
則
国
之
興
喪
尚
未
可
知

　
　
　

英
語
（
篠
窪
講
師
出
題
）

1.  T
hus for the nation has patiently borne all charges, relying 

upon the experience of its past, and trusting im
plicitly to its 

rulers. B
ut, should w

retchedness be so perm
itted to augm

ent 

that the question of how
 to keep from

 starvation becom
es 

im
perative for the m

illions, the long patience and the long 

trust m
ay fail.

2.  H
er ancient social experience is not suffi cient to avail her for 

the future international struggle,

│rather it m
ust som

etim
es 

im
pede her as so m

uch dead w
eight,

3.  She w
ill have not only to strive against collosal odds in her 

rivalry w
ith m

ore forceful societies; she w
ill have to strive 

m
uch m

ore against the pow
er of her phantom

 past.

　
　
　

英
語
（
片
山
講
師
出
題
）

       For translation (the underlined parts only):

（1
）  H

om
er and V

irgil, M
ilton and Shakispeare; not m

ay 

Sundays have gone by w
ithout m

y opening one or other of 

these. N
ot m

any Sundays? N
ay, that is to exaggerate, as one 

has the habit of doing.

（2

）  T
he infl uence of such scenes w

as not of a softening kind, 

2)  It sprang from
 the com

m
on people them

selves, from
 the 

great seething of w
orking-class thought and feeling w

hich 

lound in the teacing of R
obert O

w
en its new

 industrial gospel, 

and creat the m
odern co-operative m

ovem
ent.

3)  W
hile it is undoubted that in this, as in other form

 of 

organisation, failures do and m
ust occur, the R

eport on the 

w
hole show

s a continuous grow
th of successful profi t-sharing, 

and m
ore particulaly of co-partnership.

　

保
険
学
社
会
工
業
政
策
ハ
経
済
学
三
学
年
ニ
財
政
学
ハ
法
学
科
三
学
年

　

ニ
交
通
政
策
ハ
経
済
学
科
二
学
年
ニ
同
シ

　
　

予
科
一
学
年

　
　
　

倫
理
（
中
島
講
師
出
題
）

個
人
主
義
的
快
楽
説
ヲ
批
評
セ
ヨ

　
　
　

国
語
（
沼
波
講
師
出
題
）

一
、
彼
の
人
ゆ
ゝ
し
く
驕
飾
あ
る
人
な
り
わ
が
み
の
先
祖
や
ん
ご
と
な
き

　

も
の
に
て
あ
り
な
が
ら
沈
淪
の
旨
を
か
ゝ
ざ
る
か
早
く
此
の
旨
を
書
く

　

べ
し
と
い
ふ
匡
衡
か
の
草
を
見
る
に
実
に
其
の
趣
な
し

二
、
さ
し
て
い
づ
く
へ
ま
か
る
べ
し
と
も
思
ひ
定
め
た
る
事
も
な
し
子
に

　

て
候
ふ
男
播
磨
国
し
か
〴
〵
と
い
ふ
所
に
候
ふ
が
世
の
中
も
わ
び
し
か

　

ら
ず
田
地
所
領
な
ど
も
あ
ま
た
持
て
候
ふ
が
妻
に
て
候
ふ
女
の
心
ば
へ

　

け
し
か
ら
ぬ
に
よ
り
て
過
ぐ
べ
く
も
覚
え
ず
候
ふ
間
う
か
れ
出
で
て
候

　

ふ
な
り　
　

右
解
釈

　
　
　

漢
文
（
賴
講
師
出
題
）

一
、
夫
兵
義
者
勝
守
位
以
財
宜
奉
天
子
以
令
不
臣
修
耕
植
以
畜
軍
資
如
此
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business, had staked the joint profi ts of their next piece of 

villainy on a gam
e of cards, w

hich w
as to have been decided 

here under the trees.

　
　
　

独
語
文
法
（
槇
村
講
師
出
題
）

１

）次
の
前
置
詞
は
各
何
格
を
支
配
す
を
や

　
　

bei,  w
ährend,  über,  vor,  für,  w

egen,  w
ou,  durch,  

　
　

ungeachtet,  on,  nach,  entgegen.

２

 

）従
属
的
接
続
詞
を
以
て
始
ま
る
文
章
に
は
其
動
詞
の
配
置
は
如
何
且

つ
其
法
を
何
ん
と
名
く
る
や，

是
等
に
接
続
詞
三
つ
並
に
複
合
従
属
的

接
続
詞
二
つ
を
挙
げ
よ

３

）彼
は
私
に
金
の
代
り
に
手
形
を
送
つ
た

４

）私
の
知
る
所
で
は
彼
は
今
ベ
ル
リ
ン
に
居
る

５

）彼
は
新
聞
を
手
に
し
て
室
か
ら
出
て
来
た

６

）毛
虫
は
樹
木
に
有
害
で
あ
る

７

）沈
黙
は
青
年
に
相
応
は
し
い

８

）彼
等
の
両
親
に
従
は
ぬ
児
供
等
は
我々

の
気
に
入
ら
ぬ

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  H
ow

 old are you?

2.  H
ow

 m
any years have you studied E

nglish?

3.  W
hat are the nam

es of your E
nglish text books?

4.  W
hy do you study E

nglish?

    (W
rite a com

position of about 1
0
0 w

ords)

　
　
　

歴
史
（
堀
講
師
出
題
）

一
、
明
治
維
新
ハ
如
何
ナ
ル
事
情
ノ
下
ニ
遂
行
セ
ラ
レ
タ
カ

but fi lled m
e rather w

ith a sort of childish exultation in the 

self-suffi ciency w
hich enalbled m

e to stand thus alone in the 

w
ideness of A

sia

│a short-lived pride, for w
herever m

an 

w
anders he still rem

ains tethered by the chain that links him
 

to his kind.

（3

）  T
he W

ind, that every w
here else could sw

eep as he listed 

along those dreary plains, w
as forced to turn aside in his 

course, and m
ake w

ay, as he ought, for the E
nglishm

an.

（4

）  a. A
t about on hour before diw

n I rose, and m
ade the m

ost 

of about a pint of w
ater I allow

ed m
yself for w

ashing.

    b. If its ancient use perish from
 am

ong us, so m
uch the w

orse 

for our country, A
nd perish no doubt it w

ill.

（5

） 父
ハ
今
夕
六
時
東
京
駅
着
ノ
汽
車
デ
上
京
ス
ル
ト
言
ツ
テ
寄
越
シ
マ

　
シ
タ、

（6

） 行
ク
ノ
ガ
嫌
ナ
ラ
サ
ウ
ト
予
シ
メ
僕
ニ
言
ツ
テ
ク
レ
ナ
キ
ヤ
困
ル、

　
　
　

英
文
和
訳
（
新
津
講
師
出
題
）

1)  Just w
hen he w

as beginning to look about him
 w

ith a new
 air 

of  confi dence, the solicitors w
ho w

ere m
anaging the little 

affair for him
 drily acquainted him

 w
ith the fact that his 

relative

’s w
ill w

as contested by other kinsfolk w
hom

 the old 

w
om

en had passed over, on the ground that she w
as im

becile 

and incapable of conducting her affairs.

2)  T
hese w

ere a couple of rascals, w
ho got their living by 

w
hatever the devil sent them

, and now
, in the interim

 of other 
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allgem

ein.

　
　

二
学
年

　
　
　

国
語
（
增
子
講
師
出
題
）

（
一
）
昔
唐
国
に
孔
子
と
申
す
も
の
し
り
の
の
た
ま
ひ
け
る
や
う
侍
り
智

　

者
も
千
の
お
も
ひ
は
か
り
に
は
必
ず
一
つ
あ
や
ま
ち
あ
り
と
な
む
あ
れ

　

ば
世
継
年
百
歳
に
お
ほ
く
あ
ま
り
二
百
歳
に
た
ら
ぬ
ほ
ど
に
て
か
く
ま

　

で
と
は
ず
が
た
り
を
申
す
は
昔
の
人
に
も
お
と
ら
ざ
り
け
る
に
や
あ
ら

　

む
と
な
む
お
ぼ
ゆ
る

（
二
）
西
の
京
の
そ
こ
そ
こ
な
る
家
に
色
濃
く
咲
き
た
る
木
の
や
う
だ
い

　

美
し
き
が
侍
り
し
を
掘
り
と
り
し
か
ば
家
あ
る
じ
の
木
に
こ
れ
結
ひ
つ

　

け
て
も
て
参
れ
と
い
は
せ
た
う
び
し
か
ば
あ
る
や
う
こ
そ
は
と
て
も
て

　

参
り
て
候
ひ
し
を
何
ぞ
と
て
御
覧
じ
け
れ
ば
女
の
手
に
て
書
き
て
侍
り

　

け
る

　
　
　

勅
な
れ
ば
い
と
も
か
し
こ
し
う
ぐ
ひ
す
の

　
　
　
　
　
　

宿
は
と
と
は
ば
い
か
が
こ
た
へ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
解
釈

　
　
　

漢
文
（
賴
講
師
出
題
）

一
、
晋
師
帰
范
文
子
後
入
武
子
曰
無
為
吾
望
爾
也
乎
対
曰
師
有
功
国
人
喜

　

以
逆
之
先
入
必
属
耳
目
焉
是
代
帥
受
名
也
故
不
敢
武
子
曰
吾
知
免
矣

二
、
我
聞
忠
善
以
損
怨
不
聞
作
威
以
防
怨
豈
不
遽
止
然
猶
防
川
大
決
所
犯

　

傷
人
必
多
吾
不
克
救
也
不
如
小
決
使
道

　
　
　

英
語
（
廣
井
講
師
出
題
）

（1

） Public bodies w
ant conscience. M

en acting in m
asses shift 

off responsibility on one another. M
ultitudes never blush.

二
、
維
新
以
後
我
政
府
ハ
如
何
ニ
シ
テ
辺
境
ノ
整
理
ヲ
ナ
セ
シ
カ

　
　
　

地
理
（
淺
井
講
師
出
題
）

一
、
ラ
イ
ン
川
附
近
ノ
地
形
ヲ
説
明
シ
コ
ノ
地
方
ニ
オ
ケ
ル
独
仏
ノ
現
状

　

ヲ
ノ
ベ
ヨ

二
、
西
部
ア
ジ
ア
ニ
オ
ケ
ル
ア
ラ
ビ
ア
人
ノ
概
況
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

数
学
（
金
澤
講
師
出
題
）

１
.  三
角
形
ニ
関
ス
ル
次
ノ
等
式
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　

Ａ
sin(Ｂ

－
Ｃ

)
＋Ｂ

sin(Ｃ
－
Ａ

)

＋Ｃ
sin(Ａ

－
Ｂ

)

＝Ｏ

２
.  三
角
形
ノ
三
辺
ガ
１
３
米
７
米
及
ビ
８
米
ナ
ル
ト
キ
最
大
角
ヲ
求
メ

　
ヨ

３
.  白
球
３
箇
黒
球
４
箇
及
ビ
赤
球
５
箇
ヲ
入
レ
タ
ル
袋
ヨ
リ
１
球
ヲ
取

　
ス
ト
キ
白
球
ヲ
得
ル
確
率
ヲ
求
メ
ヨ

４
.  一
ツ
ノ
球
ト
之
レ
ニ
外
接
ス
ル
直
円
壔
ト
ノ
表
面
積
ノ
比
ヲ
求
メ
ヨ

　
　
　

独
語
（
岡
倉
講
師
出
題
）

1.  Ich glaube, es gab an diesen A
bend in w

ien zusein, die zu den 

glücklichsten zu w
echnen w

aren; der eine w
ar der Inw

alide, 

der nun aller N
ot enthoben w

ar, und der andern w
ar B

oucher, 

dem
 sein H

ertz ein Zengnis gab, um
 das m

an ihn hätte 

beneiden m
ögen, w

enn der N
eid keine Sünde w

äre.

2. E
ines M

orgens kam
, w

ie gew
öhnlich, der K

arren zur 

A
bholung der für den T

ag zum
 H

inrichten bestim
m

ten 

Personen. A
uf Schlabernderfs N

am
e w

urde aus gerufen und 

er m
ochte sich ohne W

ider streben auf, um
 seinem

 Schicksale 

zu folgen. F
assung w

ar danals in solchen F
alleas ganz 
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自
然
科
学
（
立
田
講
師
出
題
）

judged. Invalids have no right w
hatever to talk petulantly of 

the natural changes of the sky.

2.  Set m
e am

ong a few
 specim

ens of the m
ultitude, and am

 I not 

at once aw
are of that instinctive antipathy, that shrinking into 

m
yself, th

at som
eth

ing like unto scorn, of w
h

ich
 th

e 

E
nglishm

an is accused by foreigners w
ho casually m

eet him
?

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  W
hat is the nam

e of your favourite E
nglish author?

2.  H
ow

 do you address your friend w
hen you m

eet him
 during 

the m
orning?

3.  W
hat day of the w

eek is this exam
ination being held?

4.  W
rite a short com

position about 

“Spring-tim
e in Japan.

”

　
　
　

歴
史
（
堀
講
師
出
題
）

一
、
ペ
ー
ト
ル
帝
ノ
改
革
ニ
ツ
キ
テ
記
セ

二
、
中
世
期
末
ヨ
リ
近
世
ニ
至
ル
ノ
間
ニ
イ
ギ
リ
ス
ガ
大
陸
ニ
及
ボ
シ
タ

　

ル
影
響
ヲ
記
セ

　
　
　

数
学
（
根
津
講
師
出
題
）

（2

） M
an

’s character m
oulds his outw

ard lot. H
is destiny is 

w
oven by the good or evil principles w

hich bear rule in his 

breast.
（3
） (a) 
“one crying in the w

ilderness

”

       (b) there is no unm
ixed evil in the universe.

       (c) W
ar turns m

an into a beast of prey.

　
　
　

英
文
和
訳
（
新
津
講
師
出
題
）

  W
here is the hurry? It is very pleasant to stand here talking; 

and life is so short and insecure that I w
ould not hurry aw

ay 

from
 any pleasure

│no, not even from
 so m

ild a one as this. W
e 

should rather cling, cling to w
hat little w

e can get, like a m
an at a 

cliff

’s edge. E
very second is a cliff, if you think upon it

│a cliff a 

m
ile high

│high enough, if w
e fall, to dash us out of every 

feature of hum
anity. H

ence it is best to talk pleasantly. Let us a 

talk of each other: w
hy should w

e w
ere this m

ask? Let us be 

confi dential. W
ho know

s, w
e m

ight becom
e friends?

　
和
文
英
訳

祖
母
ハ
七
十
近
ク
ダ
ガ、

マ
ダ
中々

丈
夫
デ
此
ノ
三
四
年
病
気
ヲ
シ
タ
コ

ト
ガ
ナ
イ

。足
モ
達
者
ノ
方
デ
一
里
ヤ
二
里
ハ
赤
ン
坊
ヲ
オ
ン
ブ
シ
テ
平

気
デ
歩
ケ
ル
ト
云
ツ
テ
居
ル

。

　
　
　

英
文
和
訳
（
阿
久
津
講
師
出
題
）

1.  V
ituperation of the E

nglish clim
ate is foolish. A

 better clim
ate 

does no exist

│for healty people; and it is alw
ays as regards 

the average native in sound health that a clim
ate m

ust be 

（
1） fx

＝
x
3－

x
2＋

x
－
１
ナ
ル
ト
キ

f'(x),f''(x),f'''(x)ヲ
求
メ
ヨ

（
2） y

＝
f(x)ナ

ル
曲
線
ニ
於
テ
　
　
ノ
正
負
ト
曲
線
ノ
形
状
ト
ノ
関

 係

　
  ヲ
述
ベ
ヨ

（
3） 次

ノ
各
ヲ
求
メ
ヨ

　
a  f(x)＋

1＋
　
　

dx

　
b  f'x

4dx

dy
─dx

1
─x
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können.

　
　
　

独
語
（
岡
倉
講
師
出
題
）

1.  E
s w

ar ein G
roszes Volk, hinter im

 Lande

   N
ach M

itternach, das litt von schw
erer Teurung.

   In dinser N
ot beschlosz die Landsgeem

einde dass jeder zehnte 

B
ürger nach dem

 Los der Ftäter Land verlasse

│das geschah!

   U
nd zogen aus, w

ehklagend, M
änner und W

eiber.

   E
in grosser H

eerzug, nach der W
ittagssonne,

   M
it dem

 Schw
ert sich schlagend durch das deutsche Land.

   B
is an das H

ochland dieser W
aldgebirge. U

nd eher nicht erm
üdete 

der Zug.

   B
is dass sie kam

en in das w
ilde Tal, W

o jetzt die W
uotta zw

ischen 

W
iesen chinet 

│

2.  Früh übt sich, w
as M

eister w
erden w

ill.

　
　
　

独
文
和
訳
（
槇
村
講
師
出
題
）

1)  M
an trug ihm

 in G
enur, w

o er lebte, allerlei Verrichtungen 

auf, die er fl eiszig und treu besorgte, m
an lohnte ihm

 gut, und 

er w
ar m

it seiner beschränkten Lage so zufrieden, dasz er sich 

in seinen G
ebeten vom

 H
im

m
el nichts erslehte, als es ew

ig zu 

behalten, w
ie er es hatte, er w

ar einer der G
lücklichen, die in 

Leben selbst die A
ufgabe des Lebens sehen.

2)  
“Gott sei D

ank

” 

│rief er aus

│
” dass ich arm

 bin, zum
 

Verzw
eifeln  bleibt m

ir keine Zeit! 

”

3)  E
r ging nach und nach in alle H

äuser, w
o er sich vor seiner 

一
、
自
然
界
に
於
け
る
任
意
の
一
現
象
を
撰
定
し
て
簡
明
に
論
ぜ
よ

　
　
　

論
理
心
理
学
（
小
林
講
師
出
題
）

一
、
間
接
推
理
ト
直
接
推
理
ヲ
説
明
セ
ヨ

二
、
概
念
ノ
特
性
ヲ
述
ベ
ヨ

三
、
二
重
体(dilem

m
a)

ト
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
カ
実
例
ヲ
挙
ゲ
テ
説
明

　

セ
ヨ

四
、
左
ノ
結
論
ヲ
得
ル
タ
メ
ニ
前
提
ヲ
求
ム

　

(

イ)

、
仁
者
ハ
憂
ヘ
ズ

　

(

ロ)

、
強
者
必
ズ
シ
モ
正
シ
カ
ラ
ズ

　

(

ハ)

、
人
智
ニ
ハ
限
リ
ア
リ

右
ノ
中
三
題
ヲ
選
択
シ
テ
答
フ
ベ
シ

　
　
　

独
語
（
藤
森
講
師
出
題
）

1.  N
ach beendigtem

 M
ahle nahm

 Sindbad das W
ort und sagte:

“Ihr H
erren, ich bitte euch, m

ir G
ehör zu gönnen und die 

A
benteuer m

einer zw
eiten R

eise anzuhören; sie sind eurer 

A
ufm

erksam
keit w

erter als die der ersten.

”

2.  

“Ich kaufte Sklaven von beiden G
eschlechtern,schöne 

Landgüter, und m
achte ein ansehnliches H

aus. 

“Auf solche 

W
eise richtete ich m

ich ein, entschlossen, die erlittenen U
bel 

zu vergessen und die Freuden des Lebens zu geniessen.

”

3.  

“Sie fügten hinzu,dass derfolgende T
ag zu ihrer A

breise 

bestim
m

t w
äre, und dass ich, einen Tag später angekom

m
en, 

unfehlbar hätte um
kom

m
en m

üssen, w
eil ich zu den sehr 

entfernten W
ohnungen ohne Führer nicht hätte gelangen 

中央大学史資料集　第27集　　　　正誤表をご確認ください



五
二

中央大学史資料集　第 27 集
　

る

７

）一
の
小
供
と
し
て
は
彼
は
大
勇
を
顕
は
す

(示
す

）

８

）銀
は
ズ
ー
と
金
の
下
位
に
あ
る

　
　
　

英
語
（
片
山
講
師
出
題
）

1)   T
ranslate the underlined part:

      The evidence w
as, indeed, though circum

stantial, so convincing, 

that but little argum
ent w

as needed to show
 the shepherd

’s 

guests that after w
hat they had seen, it w

ould look very m
uch 

like connivance if they did not instantly pursue the unhappy 

third stranger, w
ho could not as yet have gone m

ore than a 

few
 handred yards over such uneven country.

　

    T
ranslate the follow

ing:

2)   N
o observation being offerd by any body in elucidation of 

this enigm
a, the shepherd

’s w
ife once m

ore called for a song.

3)   H
is gait suggested that he had som

ew
hat passed the period 

of perfect and instinctive agility, though not so far as to be 

otherw
ise than rapid of m

otion w
hen occasion required.

4)   T
ranslate the underlined part:

     N
ight is a dead m

onotonous period under a roof; but in the 

open w
orld it passes lightly, w

ith its stars and dew
s and 

perfum
es, and the hours are m

arked by changes in the face of 

N
ature. W

hat seem
s a kind of tem

poral death to people 

choked betw
een w

alls and curtains, is only a light and living 

slum
ber to the m

an w
ho sleeps afi eld.

K
rankheit auf diese odar jene W

eise nützlich zu m
achen 

gew
usst hatte.

　
　
　

独
語
（
和
文
独
訳
）（
槇
村
講
師
出
題
）

１
）女

は
暫
く
ぼ
ん
や
り
し
て
座
て
居
た

２

）今
日
中
に
や
つ
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ

３

）そ
れ
は
秘
密
に
せ
ら
れ
た

（も
み
け
さ
れ
た

）

４

）一
目
で
彼
は
状
態

（環
境

）を
見
て
取
た

５

）お
前
は
ど
う
し
た
ん
だ
へ

６

）彼
等
が
机
の
下
で
足
で
つ
つ
き
あ
つ
た

７

）問
題
は
法
律
問
題
で
あ
つ
た

８

）彼
女
が
着
物
を
ぬ
れ
る
か
ら
か
か
げ
あ
げ
た

　
　

三
学
年

　
　
　

倫
理
（
中
島
講
師
出
題
）

道
徳
的
評
価
ノ
対
象
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

独
語
（
槇
村
講
師
出
題
）

１

）人々
に
対
し
て
も
つ
と
親
切
な
る
挙
動
な
れ
ば
汝
は
も
つ
と
す
か
り

　
よ
う
も
の
を

２

）総
の
私
の
＊
几
帳
面
な
る
事
に
も
拘
ら
ず
私
は
一
の
主
要
な
る
事
を

　
述
べ
る
を
忘
れ
た
＊

３

）彼
は
彼
女
を
十
二
三
歳
と
思
ふ
た

(評
価
し
た

）

４

）人
が
私
に
最
後
の
一
文
ま
で
も
払
ふ
た

５

）此
芝
居
の
興
行
で
は
醜
き
舞
踊
迄
は

(取
除
き

）私
は
満
足
し
て
居

　
る

６

）も
ら
つ
た
る
贈
物
の
お
陰
で
其
人
は
二
三
日
気
楽
に
す
る
事
が
で
き
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precision; but there is drilling of m

en

’s hearts.

2)  T
here are few

 conversations w
hich do not im

ply som
e degree 

of m
utual confi dence, how

ever slight. A
nd in addition to that 

w
hich is said in confidence, there is generally som

ething 

w
hich is peculiar, though not confi dential; w

hich is addressed 

to the present com
pany alone, though not confi ded to their 

secrecy.

　
　
　

会
話
（
コ
リ
ガ
ン
講
師
出
題
）

1.  W
hat tim

e of the day do you say

    Ⅰ
.  G

ood m
orning

    Ⅱ
.  G

ood afternoon

    Ⅲ
.  G

ood evening

2.  W
hat tim

e is this exam
ination being held?

3.  W
hat m

onth is this?

     W
hat year is this?

4. W
rite a short com

position about E
nglish as a w

orldw
ide 

spoken Language.

　
　
　

法
学
通
論
（
大
井
講
師
出
題
）

一
、
権
利
ノ
意
義
ワ
述
ヘ
テ
ヅ
ユ
ギ
ー（D

uguit

）ノ
権
利
否
定
論
ヲ
批
評

　

セ
ヨ

二
、「
悪
法
モ
亦
法
ナ
リ
」(D

ura lex, red lex)

ノ
意
義
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

法
学
通
論
（
岩
松
講
師
出
題
）

1.  A
lso die Verbandspersönlichkeit ist der adäquate A

usdruck 

w
ichtiger sozialer Tatsachen, deren m

itunter sehr fühlbare 

　
　
　

国
語
（
沼
波
講
師
出
題
）

一
、
桜
の
直
衣
い
み
じ
く
は
な
〴
〵
と
裏
の
色
つ
や
な
ど
え
も
い
は
ず
け

　

う
ら
に
葡
萄
染
の
い
と
濃
き
指
貫
に
藤
の
折
枝
こ
と
〴
〵
し
く
織
り
み

　

だ
り
て
紅
の
色
打
目
な
ど
か
ゞ
や
く
ば
か
り
ぞ
見
ゆ
る

二
、
あ
る
事
あ
ら
が
ふ
は
い
と
わ
び
し
う
こ
そ
あ
り
け
れ
ほ
と
〳
〵
笑
み

　

ぬ
べ
か
り
し
に
左
中
将
の
い
と
つ
れ
な
く
知
ら
ず
顔
に
て
居
給
へ
り
し

　

を
か
の
君
に
見
だ
に
あ
は
せ
ば
笑
み
ぬ
べ
か
り
し
に
わ
び
て
台
盤
の
う

　

へ
に
あ
や
し
き
布
の
あ
り
し
を
只
取
り
て
食
ひ
ま
ぎ
ら
は
し
し
か
ば
中

　

間
に
あ
や
し
の
く
ひ
物
や
と
人
も
見
け
む
か
し　

右
解
釈

　
　
　

国
語
（
增
子
講
師
出
題
）

一
、
鎌
倉
時
代
ノ
随
筆
ヲ
挙
ゲ
且
ツ
著
者
其
他
ニ
就
テ
知
レ
ル
所
ヲ
記
セ

二
、
謡
曲
ノ
文
学
史
上
ニ
於
ケ
ル
地
位
ヲ
説
明
セ
ヨ

　
　
　

漢
文
（
佐
久
講
師
出
題
）

（
一
）
堯
譲
天
下
於
許
由
曰
日
月
出
矢
而
爝
火
不
息
其
於
光
也
不
亦
難
乎

　

時
雨
降
矣
而
猶
浸
灌
其
於
沢
也
不
亦
労
乎
夫
子
立
而
天
下
治
而
我
猶
尸

　

之
吾
自
視
欠
然
謂
致
天
下

（
二
）
宋
栄
子
誉
世
血
誉
之
而
不
加
勧
挙
世
而
非
之
而
不
加
沮
定
乎
内
外

　

之
分
弁
乎
栄
辱
之
境
斯
已
矣
彼
其
於
世
未
数
々
然
也
雖
然
猶
有
未
樹
也

　
　
　

右
句
読
返
点
送
仮
名
解
決

　
　
　

英
文
和
訳
（
新
津
講
師
出
題
）

1)  G
od has allow

ed free w
ill to m

an, for the choice of good or 

evil; and is it likely that it is left to us to m
ake for fellow

-

creatures virtuous by w
ord of com

m
and? W

e m
ay insist upon a 

routine of proprieties being perform
ed w

ith soldierlike 
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哲
学
概
論
（
大
島
講
師
出
題
）

一
、
認
識
論
上
の
諸
立
脚
地
に
就
て
述
べ
よ

一
、
観
念
論
的
立
場
の
学
説
を
述
べ
よ

右
二
題
の
内
一
題
を
答
ふ
る
こ
と

　
　
　

自
然
科
学
（
立
田
講
師
出
題
）

一
、
自
然
科
学
に
就
て

　

問
題
説
明
。
過
去
二
年
間
に
於
け
る
自
然
科
学
講
義
に
就
て
の
概
論
。

　

或
は
尤
も
印
象
深
か
り
し
部
分
の
詳
論
、
何
れ
に
て
も
可

　
　
　

経
済
概
論
（
八
木
澤
講
師
出
題
）

一
、
銀
行
の
責
務
を
論
ぜ
よ

二
、
独
占
（m

onopoly

）
に
就
て
知
る
処
を
記
せ

三 

、「B
ad m

oney drives out good m
oney

」
と
云
ふ
法
則
に
就
て
知

る
処
を
記
せ

四 

、
貨
幣
購
買
力
（Purchasing pow

er of m
oney

）
と
は
何
ぞ
之
を
簡

単
に
説
明
せ
よ

　
　
　

商
業
通
論
（
和
田
講
師
出
題
）

一
、「
ト
ラ
ス
ト
」
ノ
利
弊
ヲ
論
ゼ
ヨ

二
、
左
ノ
語
義
ニ
就
テ
知
ル
処
ヲ
記
セ

　
a) cif.

　
b) f p. a- (Free from

 particular A
verage.)

　

c) C
onfi rm

ation.

　

d) C
ounter O

ffer.

R
ealitüt hinter der der N

aturalsachen nicht zurücksteht. M
an 

braucht nicht zu fi ngieren, die Verbände seien etw
as w

ie ein 

M
ensch, um

 ihre Persönlichkeit zu rechtfortigen; und w
enn 

m
an gleichw

ohl diese Fiktion vornim
m

t, so hat m
an nichts 

davon, da m
it der biologischen T

atsache, dass jem
and ein 

M
ensch ist, die Tatsache, dass er eine Persönlichkeit habe in 

keinem
 nitw

endigen Zusam
m

enhange steht.

2.  (a)　

公
法
人
ト
私
法
人
ト
ノ
区
別
如
何

     (b)　

代
理
ト
代
表
ト
ノ
区
別
如
何

　

以
上

(a)(b)二
問
ノ
中
一
問
ヲ
選
択
シ
解
答
ヲ
為
ス
ベ
シ

3.  E
in R

echtsverhältnis ist jedes durch die H
errschaft der 

R
echtsnorm

 über einen konkreten Tatbestand als R
echtsfolge 

dieses Tatbestandes entstandene rechtliche Verhältnis einer 

Person zu einer anderen Person oder zu einem
 Sachgut 

(R
echtsobject). E

s gehören da zu die subjektiven R
echt jeder 

A
rt, m

ögen daraus A
nszruche auf Leistung, D

uldung oder 

U
nterlassung hervorgehen oder nicht, also nam

entlich 

F
am

ilienstandesrechte, einschliesslich der unehelichen 

Vaterschaft, das E
rbrecht, die dinglichen R

echte und ihr 

U
m

fang hinsichtlich des G
egenstandes, Ü

berhauzt absolut 

w
irk

en
d

e R
ech

te jed
er A

rt, w
ie U

rh
eb

er-, P
aten

t-, 

W
arengeichenrecht etc-, das N

am
ensrecht, das Firm

en recht, 

fe
rn

e
r 

F
o

rd
e

m
ru

n
g

sre
c

h
te

, 
H

a
n

d
lu

n
g

sre
c

h
te

, 

M
itgliedsrechte.

　
　
　
簿
記
（
橋
本
講
師
出
題
）

１
　
下
記
要
領
ニ
ヨ
リ
保
険
料
勘
定
ヲ
記
入
シ
且
ツ
之
ヲ
締
切
ラ
ル
ベ
シ
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3.  O

b die Frau, als dies alles geschah, aus ihrer B
ew

usstlosigkeit 

noch nicht w
ieder erw

acht und w
illenlos in der aufs schnellste 

vor R
auch und Q

ualm
 gefüllten Stube erstickt w

ar, oder ob sie 

aus Verzw
eifl ung über das fürchterliche E

nde ihres K
indes 

verschm
äht hatte, sich zu retten, hat sich nicht erm

itteln 

lassen.

　
　
　

独
語
（
岡
倉
講
師
出
題
）

    W
ie der w

anderude M
ann, der vor dem

 Sinken der Sonne.

    Sie noch einm
al ins A

uge, die schnellverschw
inde, fasste. D

ann 

im
 dunkeln G

ebüsch und an der Seite des Felsens.

    Schw
eben fi ehet ihr B

ild; W
ohin er die B

licke nur w
endet.

    E
ilet es vor &

. glänzt und schw
ankt in herrlichen Farben!

    So bew
egte vor H

erm
ann die liebliche B

ildung des M
ädchens 

fanht sich vorbei und schien dem
 T

fad ins G
etreide zu folgen.

    A
ber er fuhr aus dem

 Paunendem
 T

raum
 auf, w

endete langsam
 

noch dem
 D

orfe sich zu und staunte w
ieder, denn, w

ieder. K
am

 

ihm
 die hohe G

eftalt des herrlichen M
ädchens entgegen.

　
　
　

独
逸
語
（
藤
森
講
師
出
題
）

1. A
ber w

eit m
ehr als unter Teilnahm

losigkeit und R
oheit, 

Stum
pfheit und U

nver stand leidest du an dir selbst

2.  K
urz: w

ir ahuen nicht, in w
elchem

 Zusam
m

enhang gerade die 

A
b

n
orm

ität ein
er G

eb
u

rt od
er d

er E
rzieh

u
n

g
 zu

r 

äquivalierenden B
esondesheit und  E

ingigastigkeit seelischen 

Lebens steht.

　
　
　

独
語
（
三
浦
講
師
出
題
）

1.  M
ocht

’ es sein, dass der K
önig sich auf unzarte W

eise daran 

erinnert fühlte dass er im
 B

egriff stehe, das strenge R
echt der 

Schönheit aufzuopfern, oder vielleiccht ging es dem
 K

önig w
ie 

dem
 T

räum
er, dem

 hart angerufen, die schönen Zauberbilder, 

die er zu um
fassen gedachte, schnell verschw

unden.

2.  D
urch die A

ussage des G
rafen w

erden B
ruesen G

eständnisse 

unterstützt. D
asselbe geschieht vielleicht darch geheim

e 

N
achforschungen in C

ardillacs H
auso. K

ein R
echtsspruch, 

aber des K
önigs E

ntscheidund, auf inneres G
efühl, das da, w

o 

der R
ichter strafen m

uss, G
nade ausspricht, gestützt, kam

t das 

allesbegründen.

　
1
1/
1　
保
険
料
向
フ
一
ヶ
年
分
￥
1
2
0.0
0小
切
手
振
出
支
払
フ

　
1
2/
3
1　
本
日
決
算
ヲ
行
フ
保
険
料
未
経
過
高
￥
1
0
0.0
0

２
　
下
記
要
領
ニ
ヨ
リ
決
算
仕
訳
ヲ
記
入
セ
ラ
ル
ベ
シ

　
　
　（
但
シ
純
損
益
ヲ
資
本
金
勘
定
ヘ
繰
込
ム
マ
デ
）

ａ
地
所
建
物
　
勘
定
　
借
方
　
残
高

 ￥
 5,0
0
0.0
0　
棚
卸
高

 ￥
4,9
0
0.0
0

ｂ
什
　
　
器
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

 2,0
0
0.0
0　
　
〃

 　
〃

  1,9
5
0.0

ｃ
商
　
　
品
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

 1,0
0
0.0
0　
　
〃

 　
〃
1,4
0
0.0
0

ｄ
消
 耗
 品
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

 2
0
0.0
0   　

　
〃

 　
〃

   1
5
0.0
0

ｅ
保
 険
 料
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

 1
0
0.0
0　
未
経
過
高
〃

     8
0.0
0

ｇ
給
　
　
料
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

 3
0
0.0
0

ｇ
雑
　
　
費
　
 〃
　
　
〃
　
　
〃
  〃

   3
0.0
0

ｈ
手
 数
 料
　
 〃
　
　
貸
方
　
〃
  〃

 4
0
0.0
0
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愛
知　

和
田　
　

肇　
　

東
京　

渡
邊　

春
義　
　

滋
賀　

河
路　

孝
藏

鹿
児
島
川
井
田　

隣　
　

神
奈
川
加
藤　

勝
造　

　

新
潟　

河
内　

義
麿

神
奈
川
神
崎　

正
義　

　

北
海
道
河
崎　

久
助　

　

宮
崎　

河
野
慶
次
郞

福
井　

加
藤　

正
雄　

　

山
口　

川
上　

重
市　

　

福
岡　

吉
田　

正
忠

栃
木　

吉
田
米
三
郞　

　

大
阪　

吉
川
重
太
郞　

　

広
島　

田
口　

實
三

福
島　

田
崎　

文
意　

　

兵
庫　

竹
中
孝
之
輔　

　

愛
知　

高
田　

太
郞

群
馬　

高
井　

信
作　

　

東
京　

瀧
澤
止
才
雄　

　

東
京　

高
橋
幾
久
雄

北
海
道
瀧
澤　

　

龍　
　

大
分　

田
北　

文
彥　

　

福
井　

田
中　

　

豊

沖
縄　

楚
南　

元
照　

　

福
岡　

薗
田　

嘉
三　

　

愛
知　

薗
部　

兆
玄

北
海
道
劍　

喜
三
郞　

　

宮
崎　

永
吉　

哲
勝　

　

静
岡　

永
村
日
出
男

愛
媛　

成
川　

善
隆　

　

千
葉　

中
野　

　

亨　
　

奈
良　

中
村　

泰
富

山
口　

中
尾　

謹
一　

　

群
馬　

中
島
忠
三
郞　

　

福
岡　

中
村　

信
男

山
梨　

中
島　

重
德　

　

北
海
道
村
山　

一　
　

福
島　

武
藤
英
太
郞

岡
山　

宇
野　

正
志　

　

熊
本　

内
田　

鈴
雄　

　

千
葉　

宇
野　

光
三

熊
本　

野
中　

盛
隆　
　

広
島　

野
床　

四
郞　
　

大
分　

桑
原　

至
当

栃
木　

郡
司　
　

孝　
　

大
分　

黑
木　

祐
橘　
　

青
森　

安
田　

住
藏

鹿
児
島
山
下　

兼
重　
　

福
岡　

山
田　
　

浩　
　

愛
媛　

山
内　

重
文

福
岡　

柳
井　

長
輝　
　

千
葉　

矢
部
富
三
郞　
　

岐
阜　

松
岡　

通
明

群
馬　

松
本　

信
雄　
　

岐
阜　

松
原　

義
隆　
　

静
岡　

增
田　
　

廣

北
海
道
松
家
眞
次
郞　
　

鳥
取　

不
破　

節
郞　
　

岐
阜　

古
橋　

源
幸

熊
本　

福
田　

瑞
穗　
　

埼
玉　

小
池
芳
兵
衛　
　

福
岡　

古
賀　

倉
刀

東
京　

兒
玉　

正
雄　
　

富
山　

近
藤　

善
明　
　

広
島　

江
口　

芳
松

大
分　

藍
澤
九
州
男　
　

北
海
道
N
井　

信
勝　
　

広
島　

藍
田　

宅
市

青
森　

淺
石　

大
和　
　

新
潟　

酒
井
權
太
郞　
　

静
岡　

相
良　

春
雄

3.  D
ie jugendstufe jeder B

ildung und K
ultur m

uss sich einüben, 

zurechtfinden und largsam
 auf N

otw
endiges beschränken 

lernen. D
azu aber m

acht sie es w
ie das K

ind, w
elches K

lötze 

nötig hat, um
 sich daran die Zähne durchzubeissen, durch die 

es sich später ernähsen kann.

○
第
四
十
回
卒
業
者　

去
月
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
中
央
大
学
講
堂
に
於

て
大
正
十
三
年
度
卒
業
者
に
対
し
岡
野
学
長
代
理
馬
場
（
愿
治
）
理
事
よ

り
卒
業
証
書
を
交
付
し
又
優
等
生
に
褒
賞
を
授
与
し
了
て
懇
切
な
る
送
別

の
辞
あ
り
別
室
に
於
て
茶
菓
の
饗
応
あ
り
た
り
卒
業
生
並
に
優
等
生
氏
名

左
の
如
し

○
卒
業
生
姓
名
（
い
ろ
は
順
）

法
学
部

愛
知　

石
田　

三
郞　

　

東
京　

岩
本　

吉
龍　

　

和
歌
山
池
田　

有
二

神
奈
川
石
川　

忠
勝　

　

山
口　

石
崎　

順
一　

　

福
岡　

池
田　

抱
一

東
京　

池
森　
　

喬　
　

東
京　

伊
藤　

重
吉　
　

愛
知　

稻
垣　

悌
次

熊
本　

井
上　

貞
利　
　

東
京　

石
川
重
次
郞　
　

秋
田　

岩
泉
逹
太
郞

新
潟　

磯
部　

孫
一　
　

静
岡　

石
田
英
太
郞　
　

岡
山　

井
本
高
三
郞

長
崎　

一
瀨　
　

進　
　

東
京　

井
上　
　

昇　
　

茨
城　

服
部　

仁
藏

山
口　

萩
原　

武
人　
　

広
島　

西
田　

敬
介　
　

愛
媛　

新
野　
　

一

大
阪　

細
井
伊
三
郞　
　

長
崎　

本
多　

市
郞　
　

新
潟　

細
貝　

秀
治

熊
本　

鳥
羽
瀨
萬
七　
　

東
京　

東
條
規
矩
郞　
　

鹿
児
島
登
山　

俊
二

青
森　

大
澤　

貞
雄　
　

栃
木　

荻
原　

貞
次　
　

千
葉　

小
澤　

忠
雄

石
川　

大
q　

　

優　
　

山
形　

大
國
岩
太
郞　
　

神
奈
川
小
野
澤　

渉

高
知　

小
串　

照
之　
　

新
潟　

岡
村
藤
三
郞　
　

山
梨　

渡
邊
實
之
助
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朝
鮮　

禹　
　

濟
順　
　

京
都　

梅
田
恒
之
助　
　

静
岡　

鞍
智　

季
章

兵
庫　

山
口　

賢
一　

　

熊
本　

山
岡　

康
雄　

　

東
京　

矢
島
平
次
郞

大
分　

山
下　

卓
二　

　

東
京　

松
原　

義
輝　

　

長
野　

前
田　

　

一

香
川　

松
宮　

　

榮　
　

広
島　

福
島
長
二
郞　

　

三
重　

藤
田　

周
彌

秋
田　

兒
玉　

英
三　

　

長
野　

小
山　

一
郞　

　

栃
木　

兒
玉　

知
匡

東
京　

江
頭　

　

隆　
　

熊
本　

安
逹　

棄
雄　

　

長
崎　

麻
生　

　

繁

山
形　

安
逹　

正
太　

　

東
京　

秋
山　

祐
一　

　

山
口　

粟
屋　

重
明

岩
手　

佐
藤
誠
之
進　

　

兵
庫　

澤
田
三
之
助　

　

群
馬
佐
々
木
淸
之
助

静
岡　

金
原　

重
郞　

　

岐
阜　

木
村
不
二
雄　

　

京
都　

三
上　

幸
雄

鳥
取　

三
谷　

賢
藏　

　

香
川　

湊　

佐
三
郞　

　

福
岡　

調　
　

茂
喜

台
湾　

謝　
　

鯉
魚　

　

東
京　

平
山　

義
範　

　

栃
木　

兵
藤　

長
雄

栃
木　

東
泉　

　

權　
　

佐
賀　

樋
渡　

聰
一　

　

新
潟　

平
田　

治

富
山　

森
澤　

忠
昌　

　

山
梨　

望
月　

幸
三　

　

大
阪　

瀨
良　

文
藏

東
京　

鈴
木　

龍
太　

　

和
歌
山
杉
山
兵
右
左
門

商
学
部

愛
知　

石
川　

宗
治　
　

千
葉　

石
毛　

左
門　
　

大
阪　

飯
q　

數
馬

静
岡　

岩
本
麟
太
郞　
　

静
岡　

井
上　

總
一　
　

三
重　

伊
藤
友
五
郞

山
形　

飯
田
信
三
郞　
　

大
分　

林　

雄
次
郞　
　

東
京　

間　
　
　

進

福
岡　

原　
　
　

茂　
　

長
野　

原
田　

雅
彥　
　

青
森　

長
谷
川
剛
也

岩
手　

箱
崎　

榮
郞　
　

長
崎　

本
田　

奣
一　
　

愛
媛　

富
永　

啓
介

東
京　

豐
間
根
博
之　
　

大
阪　

豐
田
亮
太
郞　
　

愛
媛　

豊
田
恒
三
郞

宮
城　

千
葉　
　

徹　
　

群
馬　

橳
島　

金
吾　
　

岡
山　

岡
田　

健
一

福
岡　

大
庭　

次
郞　
　

佐
賀　

太
田　
　

逸　
　

静
岡　

太
田　

英
二

東
京　

大
野
安
久
里　
　

長
野　

尾
坂　

善
二　
　

熊
本　

大
澤　
　

正

千
葉　

作
田
信
七
郞　
　

千
葉　

齋
藤　

國
夫　
　

青
森　

齋
藤
久
之
助

長
野　

齋
間　

健
夫　

　

千
葉　

櫻
井
七
五
三
義　

鹿
兒
島
榮　

　

茂
麿

熊
本　

宮
里　

親
夫　

　

愛
媛　

御
堂　

門
平　

　

東
京　

宮
本　

義
令

兵
庫　

滿
田
榮
次
郞　

　

東
京　

水
野　

　

勇　
　

愛
知　

三
矢　

　

中

愛
知　

水
谷　

善
乗　

　

東
京　

島
村　

　

俊　
　

静
岡　

篠
原　

年
春

宮
崎　

柴
岡　

　

彌　
　

千
葉　

設
樂　

　

豊　
　

北
海
道
島
崎　

淸
吉

茨
城　

盬
澤　

武
男　

　

福
岡　

椎
名
彌
太
郞　

　

東
京　

篠
田　

次
郞

大
分　

一
松　

政
記　

　

宮
崎　

日
高　

柴
由　

　

大
阪　

森
田
龜
喜
知

静
岡　

森
下　

　

泉　
　

愛
媛　

森
貞
敬
一
郞　

　

東
京　

關　
　

孝
包

神
奈
川
關
野　

貫
三　

　

栃
木　

關
口　

　

勉　
　

栃
木　

菅
沼
重
三
郞

鳥
取　

杉
山
一
太
郞　

　

愛
媛　

砂
田　

四
郞　

　

東
京　

鈴
木　

方
孝

石
川　

杉
本　

　

衛　
　

大
分　

末
淸　

　

章　
　

福
島　

鈴
木　

要
吾

経
済
学
部

群
馬　

磯
辺　

佑
治　

　

熊
本　

一
寶　

　

明　
　

静
岡　

伊
藤
修
之
助

鹿
児
島
市
來　

武
秀　
　

大
阪　

石
井
豊
太
郞　
　

大
阪　

堀
江　

多
一

長
野　

大
野　

米
八　
　

三
重　

小
田
喜
久
郞　
　

北
海
道
岡
田
岩
三
郞

愛
知　

橫
超　

德
海　
　

佐
賀　

大
坪　

貞
夫　
　

東
京　

尾
上
福
太
郞

岐
阜　

大
石　

市
郞　
　

北
海
道
渡
邊　

重
雄　
　

岡
山　

貝
原　

白
平

大
阪　

河
合　

忠
三　
　

静
岡　

川
村　

末
　
　

岐
阜　

龜
山　

一
二

東
京　

吉
村　

三
郞　
　

宮
崎　

橫
山　

一
夫　
　

東
京　

高
橋　

近
一

東
京　

玉
置　

貞
雄　
　

埼
玉　

田
端　

信
夫　
　

長
崎　

高
比
良
忠
與

岐
阜　

棚
橋　

正
長　
　

千
葉　

高
吉　
　

基　
　

兵
庫　

高
橋　

鎌
規

鹿
児
島
谷
口　

儀
助　
　

山
梨　

丹
澤　

美
雄　
　

東
京　

辻　

啓
三
郞

岐
阜　

長
尾　

太
郞　
　

新
潟　

上
村
喜
三
郞　
　

東
京　

上
田
治
之
助
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茨
城　

早
川　

音
昭　
　

岡
山　

橋
本　
　

章　
　

宮
崎　

橋
口　
　

明

山
口　

長
谷
川　

理　
　

山
梨　

花
輪　

長
治　

　

富
山　

林　
　

米
吉

東
京　

波
佐
間
勝
美　

　

大
分　

林　

松
三
郞　

　

群
馬　

橋
爪　

廣
吉

千
葉　

長
谷
川
誠
一　

　

山
口　

西
岡　

兤
雄　

　

東
京　

西
澤
孝
太
郞

福
岡　

西
依　

英
雄　

　

北
海
道
西
岡　

　

斌　
　

新
潟　

北
條　

治
宗

長
野　

土
肥
誠
太
郞　

　

栃
木　

星
野　

章
一　

　

群
馬　

登
坂　

益
造

佐
賀　

德
淵　

健
一　

　

栃
木　

富
田　

幸
祐　

　

静
岡　

戸
q
水
澄
麿

茨
城　

友
部　

榮
一　

　

岩
手　

千
葉　

邦
夫　

　

千
葉　

小
笠
原
堯
之

北
海
道
大
森　

　

學　
　

千
葉　

小
澤　

　

榮　
　

北
海
道
越
智　

一
三

千
葉　

岡
本　

淸
二　

　

山
梨　

小
川　

賢
三　

　

茨
城　

大
内　

哲
壽

東
京　

小
田
桐
欽
四
郞　

千
葉　

大
石　

　

淸　
　

群
馬　

荻
山　

虎
雄

新
潟　

音
田　

重
吉　

　

愛
知　

岡
田
末
太
郞　

　

鹿
児
島
小
川　

　

登

鳥
取　

大
西　

　

斌　
　

三
重　

大
須
賀
德
松　

　

東
京　

奥
村　

一
郞

岐
阜　

小
川　

散
三　

　

東
京　

大
友　

養
吉　

　

鹿
児
島
奧　

　

實
光

鹿
児
島
面
高　
　

　
　

岩
手　

大
山　
　

哲　
　

山
口　

和
久
井
宗
次

新
潟　

綿
貫　

謹
一　
　

神
奈
川
和
田　

麿
典　
　

鹿
児
島
和
田　

義
純

山
梨　

渡
邊　

幸
訓　
　

茨
城　

和
田　

龜
壽　
　

大
分　

上
尾　

次
己

東
京　

川
島
織
右
衛
門　

兵
庫　

鍛
冶　

利
一　
　

東
京　

兼
子　

信
次

千
葉　

海
保　

知
嘉　
　

静
岡　

梶
原　
　

矗　
　

埼
玉　

河
田　

有
二

宮
崎　

川
崎
卯
太
郞　
　

佐
賀　

梶
原
一
二
三　
　

福
島　

兼
子　

助
治

岩
手　

上
山
恭
次
郞　
　

香
川　

片
山　

一
元　
　

広
島　

金
野　

四
郞

埼
玉　

鏑
木
吉
之
助　
　

奈
良　

吉
田　

一
彌　
　

山
梨　

依
田　

政
平

岐
阜　

吉
田　

千
秋　
　

福
岡　

吉
見　

與
吉　
　

大
分　

芳
澤　

正
彥

東
京　

高
橋　

磐
根　
　

佐
賀　

田
崎　

四
郞　
　

山
形　

田
中　

宏
宗

新
潟　

渡
邊
孝
吾
郞　
　

東
京　

若
林　

貞
雄　
　

埼
玉　

金
井　

秋
治

愛
知　

金
子　

壽
一　

　

宮
城　

加
藤　

富
郞　

　

秋
田　

高
橋　

　

澄

福
岡　

高
橋
五
五
郞　

　

東
京　

高
橋　

　

登　
　

山
形　

高
橋
彌
次
郞

東
京　

坪
野
小
一
郞　

　

山
梨　

土
屋
平
三
郞　

　

高
知　

長
崎　

健
造

北
海
道
中
村　

金
司　

　

福
岡　

長
野　

一
男　

　

群
馬　

中
村　

重
利

大
阪　

中
川　

榮
一　

　

愛
知　

中
山　

芳
次　

　

新
潟　

海
南　

增
雄

東
京　

上
原
精
一
郞　

　

栃
木　

黑
崎　

房
吉　

　

愛
知　

久
留
島　

實

福
島　

草
野　

淸
五　

　

東
京　

矢
作　

久
繁　

　

栃
木　

谷
田
貝
重
文

佐
賀　

松
尾　

廣
治　

　

福
島　

松
本　

淸
一　

　

東
京　

松
原　

茂
治

広
島　

藤
田　

忠
章　

　

新
潟　

古
川　

辰
雄　

　

岡
山　

藤
井　

　

巍

千
葉　

香
曽
我
部
武　

　

東
京　

遠
藤　

進
介　

　

東
京　

N
井　

大
助

鹿
児
島
朝
倉　

喜
一　

　

愛
知　

N
川
榮
一
郞　

　

新
潟　

三
宮　

量
平

東
京　

笹
瀨　

俊
三　

　

東
京　

酒
井
星
之
輔　

　

岐
阜　

齊
木
義
三
郞

東
京　

木
村　

弘
平　

　

大
分　

三
浦　

　

貢　
　

岐
阜　

柴
田
喜
八
郞

岐
阜　

柴
田　

孝
吉　
　

和
歌
山
廣
田　
　

博　
　

大
分　

杉
本　

安
成

埼
玉　

須
崎　

貞
一

法
学
科

栃
木　

池
田　

賢
永　
　

山
梨　

石
田　
　

貢　
　

熊
本　

一
萬
田
忍
三

富
山　

五
十
嵐
眞
正　
　

富
山　

石
川　

善
吉　
　

岡
山　

井
上　

重
威

山
形　

池
田
耕
三
郞　
　

山
梨　

伊
藤　

正
則　
　

神
奈
川
一
ノ
瀨
榮
藏

愛
知　

磯
部　

常
治　
　

東
京　

岩
間　

容
煕　
　

沖
縄　

伊
波　

與
一

茨
城　

石
q
喜
一
郞　
　

静
岡　

伊
藤　

辰
平　
　

福
岡　

今
吉　

眞
雄

福
岡　

猪
口　
　

傳　
　

秋
田　

糸
屋　

久
雄　
　

岩
手　

猪
狩　

良
知

愛
知　

原
田　
　

則　
　

茨
城　

羽
方　

暎
夫　
　

富
山　

畠
山　

霊
賢
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北
海
道
福
岡　

幸
二　
　

広
島　

小
城
戸
良
三　
　

東
京　

近
藤　

與
一

福
島　

小
松　

　

熊　
　

岩
手　

小
林　

景
藏　

　

長
野　

小
菅　

安
定

岡
山　

小
橋　

　

守　
　

山
梨　

小
林
卯
三
郞　

　

東
京　

小
出　

庄
作

福
島　

兒
島　

正
義　

　

高
知　

小
松　

房
吉　

　

静
岡　

小
林
久
米
藏

岡
山　

甲
谷
瀧
二
郞　

　

新
潟　

小
林　

民
平　

　

岐
阜　

後
藤
眞
三
男

朝
鮮　

呉　
　

碧
洙　

　

新
潟　

小
林　

嗣
爾　

　

東
京　

小
町　

實
喜

茨
城　

海
老
澤
吉
松　

　

北
海
道
遠
藤
利
一
郞　

　

岐
阜　

江
崎
鎌
次
郞

東
京　

靑
崎　

武
雄　

　

東
京　

淺
原　

政
雄　

　

神
奈
川
淺
野　

　

勇

大
分　

河
南　

文
雄　

　

静
岡　

淺
子　

文
吉　

　

福
島　

有
賀　

　

覺

和
歌
山
朝
倉　

　

一　
　

宮
城　

阿
部　

慶
吾　

　

茨
城
天
賀
谷
長
太
郞

静
岡　

渥
美　

　

洋　
　

神
奈
川
相
原　

庄
壽　

　

長
野　

赤
野　

爲
雄

岡
山　

安
藤　

哿
彥　

　

兵
庫　

有
賀　

岩
己　

　

東
京　

齋
藤　

俊
治

栃
木　

笹
崎　

周
作　

　

和
歌
山
里
地　

喜
平　

　

福
島　

櫻
井　

秀
男

北
海
道
櫻
井
八
郞
太　

　

福
島　

佐
藤
幸
之
丞　

　

新
潟　

齋
藤　

信
一

島
根　

佐
藤　
　

胖　
　

愛
知　

佐
藤　

弘
一　
　

栃
木　

佐
藤　
　

誠

静
岡　

眞
田
辰
次
郞　
　

神
奈
川
齋
藤
平
八
郞　
　

長
野　

笹　
　

象
治

北
海
道
澤
田
作
太
郞　
　

福
岡　

財
前　
　

豊　
　

宮
城　

寒
河
江
一
歩

神
奈
川
佐
藤　

吾
一　
　

山
口　

作
間
規
矩
雄　
　

滋
賀　

佐
々
木
秀
賢

新
潟　

杵
淵　

淸
一　
　

山
口　

木
村　

平
作　
　

群
馬　

木
村
幸
太
郞

朝
鮮　

金　
　

敬
根　
　

千
葉　

岸
本　

章
三　
　

広
島　

木
村　

誠
次

朝
鮮　

金　
　

明
在　
　

富
山　

城
戸　

淸
太　
　

千
葉　

湯
淺　

葛
胤

東
京
抽﹇
柚
﹈木
宇
之
助　

千
葉　

深
山　

省
吾　
　

北
海
道
南　
　

秋
藏

東
京　

宮
澤
明
治
郞　
　

愛
媛　

白
石　

憲
吾　
　

鹿
児
島
下
村　

良
明

群
馬　

鹽
原　

守
雄　
　

青
森　

島
田　

重
穗　
　

栃
木　

篠
田　
　

幹

高
知　

竹
村　

留
記　
　

栃
木　

田
崎　

信
司　
　

長
野　

瀧
澤　

武
司

岩
手　

館
下　

謙
吉　

　

千
葉　

田
上　

　

勗　
　

青
森　

瀧
岡　

　

陽

佐
賀　

武
富　

嘉
重　

　

熊
本　

橘　
　

魁
　
　

鹿
児
島
田
口　

政
光

東
京　

高
林　

金
藏　

　

北
海
道
高
橋　

海
造　

　

東
京　

高
橋
與
佐
治

宮
城　

高
橋　

淸
輝　

　

秋
田　

高
橋
覺
太
郞　

　

群
馬　

田
所　

勝
海

岡
山　

瀧
本
彌
右
衛
門　

千
葉　

高
柳　

英
夫　

　

宮
崎　

谷
口　

正
義

広
島　

田
邊　

直
言　

　

静
岡　

高
橋　

昇
平　

　

熊
本　

田
中　

　

實

埼
玉　

蘇
鐵
本　

穗　
　

群
馬　

土
屋　

連
平　

　

福
岡　

q
本　

酉
藏

茨
城　

堤　

省
三
郞　

　

岡
山　

中
q　

郁
重　

　

千
葉　

中
村　

一
郞

神
奈
川
並
木　

義
一　

　

千
葉　

長
井
肇
太
郞　

　

富
山　

中
川
謙
太
郞

徳
島　

中
山　

文
夫　

　

秋
田　

内
藤　

参
造　

　

愛
媛　

村
上　

壽
典

石
川　

室
木　

榮
一　

　

福
島　

村
上
唯
治
郞　

　

鹿
児
島
村
上　

　

續

大
阪　

麥
野　

正
一　

　

茨
城　

上
野
好
三
郞　

　

山
形
海
鉾
彌
左
衛
門

長
野　

内
川　

藤
男　

　

島
根　

上
田　

庄
市　

　

香
川　

黑
田　

正
雄

宮
崎　

串
間　

義
雄　
　

宮
城　

熊
谷　

直
之　
　

新
潟　

草
刈　

正
夫

福
岡　

桑
野　

權
治　
　

北
海
道
草
野　
　

豊　
　

茨
城　

安　
　

五
郞

鹿
児
島
山
下
淺
次
郞　
　

神
奈
川
矢
部　

雅
一　
　

茨
城　

山
中　

隆
平

愛
媛　

山
下　

重
吉　
　

東
京　

八
重
樫　

實　
　

千
葉　

山
田　

紫

東
京　

矢
島　

勝
全　
　

福
岡　

山
田　

治　
　

沖
縄　

山
城　

正
廉

埼
玉　

柳
瀨
安
太
郞　
　

長
野　

丸
山　

雅
美　
　

静
岡　

增
本
雄
太
郞

静
岡　

松
下　

倉
吉　
　

東
京　

松
浦
忠
三
郞　
　

鹿
児
島
松
永　

謙
三

北
海
道
桝
谷
健
一
郞　
　

佐
賀　

前
川
福
治
郞　
　

愛
知　

福
田　

弘
道

埼
玉　

福
島　

久
義　
　

広
島　

藤
井　

茂
城　
　

愛
媛　

藤
田　

庄
祐

岐
阜　

藤
井　
　

澄　
　

栃
木　

福
田　
　

忠　
　

山
口　

藤
森　
　

渡

中央大学史資料集　第27集　　　　正誤表をご確認ください



六
〇

中央大学史資料集　第 27 集

神
奈
川
新
倉　
　

慶　
　

秋
田　

本
庄
谷
松
太
郞　

新
潟　

星　

雷
治
郞

東
京　

星
野
龜
三
郞　

　

朝
鮮　

朴　
　

夏
昌　

　

東
京　

堀
口
榮
治
郞

東
京　

德
山　

義
夫　

　

島
根　

土
井　

健
一　

　

東
京　

土
井　

定
一

福
岡　

富
松　

儀
市　

　

福
岡　

富
田　

熊
雄　

　

北
海
道
千
葉
耕
次
郞

岩
手　

千
葉　

繁
枝　

　

朝
鮮　

林　
　

昌
根　

　

朝
鮮　

李　
　

揆
玉

朝
鮮　

柳　
　

震
杰　

　

長
野　

大
村　

三
郞　

　

千
葉　

及
川　

圓
治

三
重　

大
倉　

直
一　

　

長
野　

小
笠
原
誠
臣　

　

岩
手　

小
野
寺
德
一

東
京　

奥
村　

俊
夫　

　

岩
手　

及
川
勇
之
助　

　

岡
山　

奥
山　

實
太

岡
山　

小
田　

章
一　

　

山
梨　

長
田　

　

颿　
　

神
奈
川
大
和
田
市
三

東
京　

大
崎
軍
太
郞　

　

青
森　

小
笠
原
安
造　

　

岩
手　

小
野　

隆
吾

東
京　

大
橋
喜
太
郞　

　

富
山　

大
井　

軍
作　

　

山
梨　

大
木　

四
郞

神
奈
川
落
合　

綱
次　

　

三
重　

落
合　

健
一　

　

東
京　

織
部　

辰
雄

茨
城　

太
田　

　

茂　
　

長
野　

小
澤　

幸
德　

　

埼
玉　

小
山
田
義
一

岐
阜　

奥
村　

重
治　

　

支
那　

王　
　

執
敬　

　

千
葉　

渡
邊　

春
木

栃
木　

若
林　

正
輔　
　

長
野　

和
田　

廣
一　
　

栃
木　

河
上　

壽
雄

岡
山　

河
崎　

富
夫　
　

鹿
児
島
川
畑　

良
穗　
　

埼
玉　

川
島　

金
次

東
京　

川
邊　

精
一　
　

東
京　

河
崎
錦
太
郞　
　

東
京　

影
山　

虎
造

島
根　

景
山　

利
正　
　

福
岡　

加
來　

信
司　
　

愛
知　

加
藤　

英
一

富
山
加
須
屋
曾
菟
男　
　

千
葉　

金
子　

豐
吉　
　

長
崎　

香
椎　
　

巖

神
奈
川
蒲
田
安
五
郞　
　

神
奈
川
河
野　
　

亮　
　

鹿
児
島
吉
留　

藤
吉

茨
城　

吉
原　
　

德　
　

栃
木　

吉
川
福
三
郞　
　

長
崎　

吉
田　

武
夫

群
馬　

橫
山　
　

一　
　

大
分　

吉
野　

信
雄　
　

東
京　

高
野
政
一
郞

福
島　

高
橋
留
八
郞　
　

東
京　

高
橋
德
太
郞　
　

山
口　

高
橋　

友
一

愛
媛　

高
田
金
太
郞　
　

東
京　

田
中　

直
幸　
　

新
潟　

田
邊　

政
一

東
京　

島
津
吉
之
助　
　

茨
城　

島
根　

專
三　
　

鹿
児
島
下
吉　

武
盛

福
岡　

〆
野　

善
一　

　

栃
木　

島
野　

淸
藏　

　

宮
城　

柴
田　

潤
八

千
葉　

白
井　

芳
藏　

　

群
馬　

七
五
三
木
武
二　

朝
鮮　

徐　
　

幸
均

兵
庫　

澁
谷　

又
二　

　

鹿
児
島
平
迫　

末
吉　

　

千
葉　

平
野
誠
之
助

京
都　

平
野　

俊
一　

　

島
根　

廣
江　

恪
一　

　

東
京　

日
野　

旭
美

東
京　

廣
場　

繁
信　

　

福
島　

廣
田　

晋
一　

　

福
岡　

平
野　

俊
造

山
梨　

廣
瀨　

秀
義　

　

茨
城　

廣
谷　

丈
夫　

　

岡
山　

守
谷　

良
平

長
野　

森　
　

利
治　

　

大
分　

森
山　

　

實　
　

東
京　

森　

岩
三
郞

福
島　

鈴
木　

宗
雄　

　

岩
手　

菅
原　

　

壯　
　

青
森　

杉
山　

末
吉

茨
城　

鈴
木　

長
藏　

　

福
島　

鈴
木　

吉
記　

　

茨
城　

鈴
木　

元
治

静
岡　

鈴
木　

　

淸　
　

新
潟　

杉
本　

勇
藏　

　

岡
山　

角
南　

亨
二

千
葉　

鈴
木　

規
矩

経
済
学
科

愛
知　

磯
貝　

忠
義　

　

福
島　

飯
村　

　

覺　
　

千
葉　

今
井　

忠
男

栃
木　

板
橋　

榮
一　
　

静
岡　

稻
垣　

徹
治　
　

千
葉　

泉　
　

彥
藏

愛
知　

伊
藤　

增
巳　
　

栃
木　

石
原　
　

務　
　

岩
手　

伊
藤　

源
吉

三
重　

伊
藤　
　

孝　
　

新
潟　

伊
佐　

米
平　
　

新
潟　

岩
崎　

豊
松

岡
山　

市
崎　

正
照　
　

山
梨　

市
川　

正
一　
　

神
奈
川
石
井
幾
次
郞

岡
山　

石
原　

慶
正　
　

福
島　

石
田　

義
光　
　

千
葉　

石
井　

治
平

愛
媛　

石
田　

敏
次　
　

北
海
道
石
高　

正
七　
　

福
岡　

半
田　
　

進

滋
賀　

橋
本
伊
四
郞　
　

新
潟　

早
津　

武
雄　
　

北
海
道
橋
本　

房
一

朝
鮮　

白　
　

雲
龍　
　

三
重　

蜂
谷　

次
郞　
　

東
京　

八
田　

行
宜

埼
玉　

半
田　

利
勝　
　

福
岡　

間　

幾
久
治　
　

東
京　

蓮
見　

重
國

秋
田　

長
谷
川
安
正　
　

新
潟　

西　

儀
八
郞　
　

福
島　

新
妻　

明
雄
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新
潟　

松
永
健
太
郞　
　

北
海
道
松
橋　

重
男　
　

愛
媛　

萬
澤　

靜
英

福
島　

町　
　
　

安　
　

長
野　

丸
山
勘
四
郞　

　

鹿
児
島
增
田　

尉
勢

東
京　

前
田　

忠
彥　

　

山
梨　

弦
間　

俊
造　

　

栃
木　

藤
江　

喜
伊

茨
城　

藤
田　

　

賴　
　

山
梨　

深
澤
國
三
郞　

　

長
崎　

深
澤　

五
藏

石
川　

福
島
和
吉
郞　

　

三
重　

福
田　

一
貫　

　

石
川　

船
木
芳
太
郞

山
口　

船
木　

榮
惠　

　

千
葉　

古
川　

喜
正　

　

東
京　

古
谷　

善
造

長
野　

降
旗　

房
雄　

　

岡
山　

小
橋
孝
四
郞　

　

東
京　

小
瀧
眞
太
郞

長
野　

小
平　

喜
三　

　

山
梨　

小
林　

四
郞　

　

新
潟　

小
關　

助
二

千
葉　

幸
島　

重
三　

　

大
分　

神
品　

　

東　
　

愛
媛　

河
野　

眞
隆

東
京　

近
藤
秀
次
郞　

　

福
島　

國
分　

好
實　

　

東
京　

兒
玉　

三
郞

東
京　

遠
藤　

輝
夫　

　

茨
城　

遠
藤　

亮
平　

　

新
潟　

江
口　

久
馬

兵
庫　

江
本　

五
八　

　

新
潟　

永
瀧　

　

柾　
　

福
岡　

江
崎　

一
郞

東
京　

寺
西　

幸
治　

　

東
京　

寺
田　

重
雄　

　

栃
木　

出
口　

五
郞

群
馬　

秋
草
武
次
郞　

　

福
岡　

秋
山　

英
起　

　

千
葉　

秋
山　

正
雄

大
分　

足
立　

治
正　
　

宮
崎　

河
南　

貞
木　
　

東
京　

安
逹
重
次
郞

福
井　

N
川　
　

巖　
　

富
山　

赤
尾　

新
一　
　

埼
玉　

新
井　

德
重

茨
城　

新
井
信
之
助　
　

千
葉　

淺
野　

惣
平　
　

新
潟　

淺
野　
　

巽

鹿
児
島
有
村　

松
二　
　

東
京　

靑
木
彥
次
郞　
　

長
崎　

靑
崎　

庄
一

福
岡　

靑
沼　

忠
雄　
　

新
潟　

佐
藤
文
二
郞　
　

千
葉　

佐
久
間
佐
吉

岩
手　

佐
藤　

亮
助　
　

鳥
取　

佐
々
木
康
三　
　

愛
知
佐
藏﹇
藤
﹈六
藏

東
京　

齋
藤
正
千
代　
　

茨
城　

齋
藤　

喜
久　
　

福
島　

齋
藤　
　

濟

埼
玉　

齋
藤　

次　
　

東
京　

齋
藤
直
次
郞　
　

北
海
道
齋
藤　

熊
一

島
根　

酒
井　

博
愛　
　

東
京　

酒
井
安
太
郞　
　

新
潟　

坂
田　

光
一

静
岡　

雜
賀　

義
臣　
　

長
野　

櫻
井　

喜
内　
　

東
京　

木
村　

繁
藏

東
京　

田
川
眞
太
郞　
　

長
野　

田
中　

秀
敷　
　

三
重　

田
中　

米
治

東
京　

田
島　

唯
一　

　

東
京　

田
中　

政
治　

　

栃
木　

田
中　

利
一

富
山　

田
邊　

伊
作　

　

東
京　

武
内　

　

繁　
　

福
井　

竹
下　

　

晤

東
京　

俵　
　

太
郞　

　

山
口　

惣
田　

由
松　

　

東
京　

q
原
正
次
郞

埼
玉　

常
見　

重
吉　

　

茨
城　

鶴
川　

一
郞　

　

石
川　

鶴
來　

淸
治

鹿
児
島
禰
寢　

淸
隆　

　

茨
城　

根
本　

　

勇　
　

茨
城　

仲
田　

重
藏

三
重　

中
野　

義
雄　

　

岐
阜　

中
川　

秀
一　

　

東
京　

中
村　

正
平

山
口　

中
村　

廣
幸　

　

北
海
道
中
村
福
次
郞　

　

新
潟　

中
島　

健
治

佐
賀　

中
川　

常
逸　

　

東
京　

中
島　

　

敬　
　

鹿
児
島
中　

　

謙
良

新
潟　

中
澤
久
三
郞　

　

佐
賀　

中
尾　

勝
次　

　

群
馬　

中
島　

七
郞

静
岡　

中
川
健
之
助　

　

東
京　

中
村　

英
信　

　

愛
知　

那
須　

廣
一

茨
城　

直
江　

通
保　

　

群
馬　

村
本
德
太
郞　

　

東
京　

上
田　

廣
高

新
潟　

梅
澤
六
一
郞　

　

埼
玉　

内
田　

悅
三　

　

神
奈
川
内
田　

喜
一

東
京　

臼
倉
仁
三
郞　

　

東
京　

宇
山　

豐
三　

　

大
分　

宇
野
源
太
郞

静
岡　

野
田　

寶
作　
　

埼
玉　

野
原　

長
治　
　

東
京　

野
極　

正
造

東
京　

野
島
兵
太
郞　
　

鹿
児
島
野
上　

成
功　
　

福
岡　

野
間
口　

榮

長
崎　

久
住
呂
九
一　
　

東
京　

久
野
木
加
三　
　

岐
阜　

熊
崎　

正
雄

愛
知　

熊
澤　

淸
治　
　

栃
木　

黑
子　

義
忠　
　

山
形　

沓
澤　
　

榮

富
山　

藏
本　

嘉
七　
　

北
海
道
工
一　

菊
松　
　

静
岡　

桑
田　

克
己

東
京　

山
田　

多
市　
　

長
崎　

山
本　
　

憲　
　

東
京　

山
口
德
太
郞

宮
城　

山
田　

善
次　
　

静
岡　

山
口　

源
作　
　

東
京　

山
本　

健
治

愛
媛　

山
本
利
三
郞　
　

新
潟　

矢
島
孝
太
郞　
　

佐
賀　

柳
島　
　

繁

三
重　

八
木　

正
利　
　

青
森　

山
田　

民
夫　
　

長
野　

松
尾　
　

肇

埼
玉　

松
本
幸
四
郞　
　

京
都　

松
尾
源
次
郞　
　

福
島　

松
本
源
治
郞
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長
崎　

大
久
保
定
二　
　

新
潟　

小
川　

竹
造　
　

愛
知　

尾
本　

末
松

岩
手　

小
原
角
太
郞　

　

山
形　

大
江　

眞
一　

　

佐
賀　

小
野　

　

要

茨
城　

和
田　

照
吉　

　

岡
山　

和
田　

　

饒　
　

東
京　

若
林　

幸
男

福
島　

渡
邊　

美
方　

　

愛
知　

川
村　

　

宏　
　

東
京　

金
坂　

和
夫

岐
阜　

河
口　

金
吾　

　

岡
山　

栢
谷　

强
一　

　

茨
城　

川
又　

三
郞

群
馬　

加
藤
佐
太
郞　

　

富
山　

本　
　

俊　
　

新
潟　

金
子　

正
司

岐
阜　

河
本　

盛
一　

　

栃
木　

神
山　

安
雄　

　

福
島　

吉
田　

幸
義

東
京　

吉
野　

辰
雄　

　

岡
山　

橫
田　

重
嘉　

　

東
京　

吉
野　

樓
一

奈
良　

谷
裏
新
三
郞　

　

熊
本　

田
畑　

美
秋　

　

山
形　

高
橋　

虎
司

東
京　

高
橋　

　

誠　
　

東
京　

高
橋　

　

馨　
　

長
野　

高
村　

　

亘

東
京　

高
島　

耕
造　

　

長
野　

田
中
富
士
男　

　

新
潟　

武
田　

榮
吉

愛
媛　

高
宮　

　

巖　
　

岩
手　

高
橋
淸
一
郞　

　

千
葉　

竹
内　

哲
治

新
潟　

多
田　

豪
勇　

　

東
京　

田
中
總
太
郞　

　

広
島　

筒
井　

正
登

青
森　

成
田　

長
平　

　

東
京　

永
谷　

兼
吉　

　

富
山　

中
川　

朋
吉

東
京　

中
村
陸
之
助　
　

福
井　

中
村　

格
治　
　

埼
玉　

奈
良　

義
作

山
口　

中
村　

紀
元　
　

新
潟　

村
上　

熊
治　
　

神
奈
川
漆
原　

六
郞

新
潟　

内
山　

庄
司　
　

東
京　

宇
田
川
延
太
郞　

愛
知　

野
々
垣
秀
雄

東
京　

久
保
田
信
男　
　

福
岡　

國
俊　

正
生　
　

東
京　

久
我　
　

茂

栃
木　

黑
川　

定
大　
　

大
阪　

黑
田　

淸
武　
　

岩
手　

熊
谷
德
兵
衛

福
岡　

八
兒　

藤
雄　
　

埼
玉　

矢
澤　

則
之　
　

愛
媛　

山
崎　

兼
光

秋
田　

山
崎
喜
久
治　
　

東
京　

矢
城　

勝
武　
　

愛
媛　

松
本　

昌
喜

茨
城　

松
本
正
一
郞　
　

東
京　

柳　

和
三
郞　
　

福
島　

丸
山　

直
一

群
馬　

松
田　

吏
一　
　

長
野　

松
原　

幸
重　
　

東
京　

松
本
秀
次
郞

東
京　

前
澤　

善
一　
　

東
京　

丸
山　

市
藏　
　

福
岡　

藤
原　

次
生

朝
鮮　

金　

德　

在　
　

静
岡　

湯
山　

富
次　
　

東
京　

水
根
多
三
郞

岡
山　

水
上　

吾
郞　

　

富
山　

水
木　

秀
治　

　

青
森　

南　
　

勘
二

大
分　

溝
口　

勝
海　

　

東
京　

美
濃
川
行
雄　

　

熊
本　

皆
上　

德
幸

東
京　

宮
崎　

廣
夫　

　

新
潟　

品
田
豐
一
郞　

　

新
潟　

品
田
泰
一
郞

大
分　

七
郞
丸　

實　
　

東
京　

島
崎
梅
次
郞　

　

茨
城　

椎
名　

兼
吉

朝
鮮　

申　

鉉　

聲　
　

東
京　

日
向
野
英
一　

　

静
岡　

日
原　

岩
松

福
岡　

平
井　

壽
吉　

　

德
島　

平
田　

虎
雄　

　

東
京　

平
林　

喜
一

山
梨　

廣
瀨　

美
啓　

　

長
崎　

森　
　
　

暁　
　

長
崎　

森
澤　

　

厚

群
馬　

關
口　

順
八　

　

東
京　

關
口　

直
之　

　

和
歌
山
關　

嘉
一
郞

埼
玉　

關
口
喜
一
郞　

　

静
岡　

鈴
木　

俊
郞　

　

秋
田　

鈴
木　

榮
助

茨
城　

鈴
木　

信
保　

　

静
岡　

鈴
木　

　

繁　
　

山
梨　

鈴
木　

高
明

山
梨　

鈴
木　

　

仁　
　

東
京　

鈴
木　

三
郞　

　

福
井　

鈴
木　

　

菫

福
岡　

鈴
木　

慶
治　

　

東
京　

菅
沼　

榮
直　

　

東
京　

菅
沼　

富
彌

和
歌
山
須
賀　

庄
藏

商
学
科

千
葉　

伊
藤
甲
子
男　
　

静
岡　

石
川
喜
久
藏　
　

東
京　

飯
q　

忠
正

茨
城　

飯
泉　

賢
郞　
　

広
島　

池
田　
　

極　
　

東
京　

井
上
不
二
夫

新
潟　

飯
守　
　

武　
　

茨
城　

池
田　
　

憲　
　

東
京　

伊
藤　

三
郞

千
葉　

生
澤　

梅
治　
　

長
崎　

岩
崎　
　

孟　
　

東
京　

林　
　

治
文

岡
山　

林　

千
代
治　
　

静
岡　

原
田　

友
作　
　

岐
阜　

纐
纈　
　

巍

新
潟　

二
階
堂　

敬　
　

福
島　

西
村　

誠
一　
　

朝
鮮　

朴　
　

善
斌

長
野　

本
多
政
一
郞　
　

神
奈
川
堀
越　

良
三　
　

山
形　

本
間　

善
太

東
京　

豐
田　

與
吉　
　

東
京　

東
野　

一
雄　
　

福
岡　

德
納　

利
正

朝
鮮　

李　
　

承
烈　
　

愛
知　

小
笠
原
洪
一　
　

茨
城　

小
原　

賢
次
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岐
阜　

岩
本
晋
一
郞　
　

新
潟　

飯
田　
　

武　
　

熊
本　

飯
星　
　

武

石
川　

板
谷　

幸
吉　

　

東
京　

橋
本
孝
之
助　

　

東
京　

蜂
屋　

　

勇

滋
賀　

初
田　

宗
司　

　

三
重　

服
部　

正
武　

　

愛
知　

西
村　

修
三

神
奈
川
西
村　

秀
一　

　

香
川　

西
原　

由
夫　

　

東
京　

西
村
總
一
郞

岩
手　

二
瓶　

柳
治　

　

福
岡　

堀
米　

輝
雄　

　

朝
鮮　

朴　

柄　

千
葉　

戸
q　

　

節　
　

三
重　

橡
尾　

　

孝　
　

鹿
児
島
唐
仁
原
秋
夫

群
馬　

鳥
山　

正
朔　

　

宮
崎　

飛
松　

國
義　

　

台
湾　

林　
　

祚
爐

愛
知　

布
目　

廣
成　

　

山
形　

大
久
保
傳
藏　

　

東
京　

大
田　

　

廣

東
京　

大
江　

一
衛　

　

茨
城　

大
里　

光
人　

　

熊
本　

大
q　

常
雄

青
森　

大
橋　

秋
郞　

　

和
歌
山
尾
崎
作
次
郞　

　

静
岡　

尾
崎　

光
良

山
口　

尾
寺
新
太
郞　

　

東
京　

岡
野　

貞
充　

　

広
島　

岡
田　

　

正

青
森　

岡
本　

喜
作　

　

長
崎　

小
川　
　

登　
　

青
森
小
笠
原
保
三
郞

群
馬　

小
野　

喜
市　

　

宮
城　

及
川　

森
三　

　

台
湾　

王　

淸　

佐

愛
媛　

面
地　

榮
久　

　

東
京　

恩
田　

　

益　
　

福
井　

渡
邊　

修
作

東
京　

渡
邊　

晃
基　
　

大
阪　

渡
部　
　

基　
　

滋
賀　

河
路
龜
之
助

岡
山　

河
面
健
太
郞　
　

山
梨　

笠
井　
　

泉　
　

東
京　

笠
原
鐵
五
郞

東
京　

金
森　

威
成　
　

東
京　

加
藤　

卯
吉　
　

鹿
児
島
加
世
田　

操

岐
阜　

龜
山　

義
夫　
　

東
京　

川
邊　

武
雄　
　

長
野　

春
日　
　

渡

福
島　

吉
田　

鐵
助　
　

岡
山　

吉
田　
　

猛　
　

北
海
道
吉
田
喜
代
吉

佐
賀　

吉
田　

泰
次　
　

和
歌
山
吉
川
孝
之
進　
　

島
根　

吉
本　

貞
雄

福
岡　

田
中　

政
義　
　

埼
玉　

田
村　

喜
作　
　

東
京　

武
田
市
太
郞

群
馬　

武
井　

貞
治　
　

愛
知　

高
木　
　

競　
　

東
京　

高
林　

盛
孝

広
島　

爲
廣　

哲
郞　
　

熊
本　

多
田
隈
哲
夫　
　

台
湾　

廖　
　

朝
勳

台
湾　

蘇　
　

惟
梁　
　

広
島　

築
島　

十
男　
　

佐
賀　

鶴　
　

隆
一

長
崎　

福
重　

末
一　
　

岡
山　

藤
枝　

雅
一　
　

愛
媛　

近
藤　

賴
光

朝
鮮　

黃　
　

明
源　

　

兵
庫　

兒
島　

正
三　

　

東
京　

小
西　

喜
一

東
京　

小
島　

良
一　

　

千
葉　

江
澤　

義
雄　

　

広
島　

惠
谷　

　

彰

岐
阜　

寺
町　

　

進　
　

朝
鮮　

鄭　

玉　

鉉　
　

山
形　

阿
部
勤
之
助

岩
手　

阿
部　

　

巖　
　

富
山　

赤
尾　

正
外　

　

茨
城　

N
川　

英
雄

東
京　

安
藤　

　

實　
　

岩
手　

佐
々
木
孝
平　

　

青
森　

佐
藤　

義
定

千
葉　

三
枝　

策
治　

　

千
葉　

坂
田　

　

正　
　

大
分　

財
津　

永
秀

群
馬　

境　
　

啓
治　

　

北
海
道
佐
々
木
喜
一
郞　

千
葉　

佐
久
間
義
信

長
野　

酒
井　

　

潔　
　

東
京　

坂
倉
理
喜
雄　

　

東
京　

里
見　

隆
雄

北
海
道
坂
田　

辰
雄　

　

山
形　

佐
藤　

善
哉　

　

島
根　

佐
々
木
一
惠

北
海
道
佐
藤　

禮
次　

　

東
京　

笹
口　

桂
一　

　

富
山　

酒
井　

耕
治

朝
鮮　

金　
　

重
在　

　

鹿
児
島
北
野　

信
志　

　

高
知　

湯
淺　

二
郞

京
都　

御
園　

章
夫　

　

山
梨　

宮
島
今
朝
男　

　

千
葉　

簑
輪
京
一
郞

神
奈
川
宮
崎
淸
太
郞　

　

東
京　

宮
本
喜
一
郞　

　

群
馬　

澁
澤
多
十
郞

広
島　

島
田　
　

勝　
　

埼
玉　

淸
水　

眞
一　
　

福
島　

淸
水　

榮
次

東
京　

淸
水　

順
助　
　

東
京　

島
田　

敬
作　
　

愛
媛　

檜
垣　

義
勝

群
馬　

廣
瀨
宗
太
郞　
　

東
京　

平
野　
　

操　
　

山
梨　

望
月　

義
賢

滋
賀　

森
島
繁
太
郞　
　

東
京　

千
間　

健
次　
　

東
京　

仙
波　

贇
雄

東
京　

鈴
木
新
太
郞　
　

東
京　

杉
山　

壽
一　
　

東
京　

鈴
木　

進
行

大
学
予
科
第
一
部

山
形　

伊
藤　

五
郞　
　

山
梨　

伊
藤　

義
正　
　

東
京　

伊
藤　

鉅
彥

栃
木　

石
川　

大
三　
　

東
京　

石
川　
　

亮　
　

千
葉　

石
井　

脩
一

東
京　

稻
垣　
　

康　
　

富
山　

稻
垣　

正
義　
　

群
馬　

今
野　

勝
利

東
京　

今
井　
　

博　
　

大
分　

岩
武　
　

高　
　

広
島　

岩
田　
　

勇
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岩
手　

靑
木　

善
助　
　

岡
山　

靑
山　

愛
二　
　

長
崎　

芹
澤　

幸
八

山
梨　

相
澤
汞﹇
泰
﹈三　

山
口　

鮎
川　

元
彰　

　

長
野　

有
賀　

太
郞

愛
知　

淺
野　

秀
雄　

　

岡
山　

齋
藤　

嘉
一　

　

福
島　

齋
藤　

正
三

東
京　

齋
藤
芳
三
郞　

　

茨
城　

佐
藤　

　

眞　
　

山
形　

佐
藤　

信
男

岐
阜　

佐
藤　

英
吉　

　

兵
庫　

佐
野　

佐
門　

　

広
島　

佐
々
木
精
美

香
川　

坂
入　

勝
江　

　

東
京　

作
間　

　

博　
　

福
島　

西
丸　

政
雄

熊
本　

酒
井　

　

迪　
　

栃
木　

菊
池　

三
郞　

　

岩
手　

菊
地　

陽
一

佐
賀　

北
島　

武
男　

　

鳥
取　

木
下　

成
章　

　

岡
山　

三
村　

一
雄

香
川　

三
宅　

英
夫　

　

岐
阜　

三
浦　

　

武　
　

宮
城　

三
桝　

喜
綠

福
岡　

三
好　

三
平　

　

長
野　

三
井
喜
三
郞　

　

東
京　

宮
崎
佐
一
郞

北
海
道
水
越　

俊
夫　

　

東
京　

宮
田　

信
美　

　

島
根　

三
島　

益
夫

長
崎　

宮
地　

靜
次　

　

広
島　

淸
水　

　

績　
　

東
京　

淸
水　

軍
次

茨
城　

蔀　
　

義
廣　

　

岡
山　

柴
田
劍
太
郞　

　

東
京　

四
條　

輝
雄

東
京　

澁
井　

英
一　

　

福
島　

白
土　

守
男　

　

静
岡　

鹽
坂
義
次
郞

石
川　

廣
島
彌
之
祐　
　

北
海
道
廣
崎
專
太
郞　
　

千
葉　

平
山　
　

保

岩
手　

平
野　

牧
人　
　

愛
知　

平
戸　

國
藏　
　

岡
山　

平
松　

數
一

岡
山　

日
笠　

研
太　
　

東
京　

東　
　
　

勇　
　

鹿
児
島
森
田　

正
明

和
歌
山
森
本　

美　
　

静
岡　

望
月　

郁
三　
　

千
葉　

淸
古　

勝
世

山
梨　

杉
村　

八
郞　
　

福
島　

鈴
木　

英
俊　
　

東
京　

鈴
木　

正
黃

東
京　

鈴
木　

春
雄　
　

宮
城　

鈴
木　

繁
人　
　

千
葉　

須
藤　

正
直

東
京　

鈴
木　

龍
兒

第
二
部

新
潟　

井
筒　

市
郞　
　

佐
賀　

朝
重　

浩
三　
　

東
京　

豐
田
金
太
郞

神
奈
川
戸
澤　

鶴
彥　
　

茨
城　

大
久
保　

銑　
　

東
京　

奥
村　

要
助

広
島　

中
川
大
三
郞　
　

千
葉　

中
田　

俊
男　
　

東
京　

中
上　

正
勝

岩
手　

中
野　

虎
雄　

　

東
京　

中
根　

信
次　

　

兵
庫　

中
原　

淳
一

愛
知　

中
島　

保
正　

　

長
野　

長
井　

鐵
夫　

　

岡
山　

那
波　

克
己

宮
崎　

波
岡
初
太
郞　

　

東
京　

並
河　

直
人　

　

岩
手　

南
洞
潤
次
郞

山
口　

難
波
美
和
夫　

　

山
口　

村
田　

貞
一　

　

福
井　

村
田
成
一
郞

愛
媛　

村
上
平
四
郞　

　

兵
庫　

紫
安　

文
雄　

　

山
梨　

武
藤　

四
郞

東
京　

内
田　

滿
實　

　

神
奈
川
内
田　

健
次　

　

神
奈
川
内
山　

伸
夫

岐
阜　

臼
井　

卯
兵　

　

栃
木　

臼
井　

八
郞　

　

東
京　

上
野　

定
雄

宮
城　

上
田　

敏
夫　

　

新
潟　

閏
間　

　

勇　
　

静
岡　

植
松　

忠
一

東
京　

能
村　

文
雄　

　

富
山　

野
村　

敬
六　

　

東
京　

桑
山　

忠
雄

広
島　

黑
瀨　

正
人　

　

東
京　

楠
山　

才
治　

　

東
京　

安
田
彥
太
郞

岡
山　

安
田　

賢
次　

　

山
口　

安
富　

　

震　
　

北
海
道
山
本　

弘
一

東
京　

山
田　

毅
夫　

　

長
崎　

山
崎　

忠
知　

　

東
京　

山
畑　

倉
雄

神
奈
川
山
瀨　

祐
二　

　

鹿
児
島
矢
留　

信
治　

　

新
潟　

矢
島　

直
一

福
島　

矢
村　
　

與　
　

岐
阜　

松
岡　
　

晃　
　

東
京　

松
平　

篤
衞

東
京　

松
平　

誠
一　
　

富
山　

松
村　

淸
三　
　

富
山　

松
永　

友
三

兵
東﹇
庫
﹈松
浦
尚
武　
　

岐
阜　

松
野　

貞
三　
　

広
島　

丸
橋
卯
太
夫

鹿
児
島
前
田　

秀
雄　
　

鹿
児
島
前
田　

光
男　
　

和
歌
山
益
田　

豊
純

佐
賀　

曲
淵　

彌
三　
　

鹿
児
島
俣
野　

善
熊　
　

愛
知　

福
田
毅
一
郞

熊
本　

福
田　

重
雄　
　

長
野　

降
旗
喜
與
美　
　

神
奈
川
小
泉　

延
次

東
京　

小
泉　

敏
夫　
　

愛
知　

小
林　

美
雄　
　

長
崎　

小
島　

長
雄

鳥
取　

小
橋　

俊
三　
　

長
野　

小
松
東
三
郞　
　

鹿
児
島
兒
玉　

辰
雄

岩
手　

金
野　

五
一　
　

朝
鮮　

康　
　

龍
田　
　

新
潟　

後
藤　

近
吾

大
阪　

榎
木　

信
譽　
　

静
岡　

寺
田　

脩
平　
　

広
島　

手
島　

一
雄
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籠
倉　

正
治　
　
　
　
　

中
岡
安
次
郞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

峯
雄

　

法
学
科
二
学
年

　
　
　
　
　
　
　

特
待
生　

權　
　

承
烈　

　
　
　
　

松
本　

武
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
淸
一　

　
　
　
　

櫻
庭　

　

榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
豊
四
郞

　

経
済
学
部
二
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
浦　

　

昇

　

商
学
部
二
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　

幸
吉　

　
　
　
　

須
賀
七
五
三
次

　

商
学
科
二
学
年

　
　
　
　
　
　
　

給
費
生　

橫
田
龍
一
郞　

特
待
生　

松
本　

鷹
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
昇
三
郞

　

法
学
部
一
学
年

　
　
　
　
　
　
　

給
費
生　

簗
田　

岩
雄　

特
待
生　

朝
川　

伸
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井　

榮
次　
　
　
　
　

金
子　

文
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
日　

光
男

　

法
学
科
一
学
年

　
　
　
　
　
　
　

給
費
生　

佐
々
木　

曼　

特
待
生　

佐
伯　

幸
一

　
　
　
　
　
　
　

同
上　
　

中
田　

英
雄　

同
上　
　

岩
田　
　

豐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

　
　
　
　
　

山
中
日
露
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
岩　

辨
六　
　
　
　
　

田
中　
　

偂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橫
尾　

義
男　
　
　
　
　

手
q　

良
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野　

春
吉　
　
　
　
　

巽　

圭
三
郞

愛
媛　

渡
部　
　

茂　
　

青
森　

田
澤　

恒
夫　
　

静
岡　

田
村　

勝
博

東
京　

武
井　

政
雄　

　

東
京　

嶽
肩　

良
雄　

　

東
京　

中
村
忠
四
郞

栃
木　

中
田　

　

義　
　

東
京　

植
村
日
出
雄　

　

東
京　

郡
司　

猛
夫

大
阪　

山
田　

　

實　
　

石
川　

福
島　

　

徹　
　

島
根　

北
風
久
一
郞

岡
山
白
神
吉
郞
左
衞
門　

東
京　

瀨
戸　

　

旭　
　

神
奈
川
鈴
木　

英
次

東
京　

鈴
木
良
太
郞　

　

東
京　

鈴
木
卯
太
郞

○
優
等
生
姓
名

　

法
学
部
三
学
年

　
　
　

特
別
賞
品
受
領
者　

石
田　

三
郞　

　

同
上　

新
野　

　

一　

　
　
　
　
　
　
　
　

同
上　

中
島
忠
三
郞　

　
　
　
　

河
路　

孝
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

兼
重

　

経
済
学
部
三
学
年

　
　
　

特
別
賞
品
受
領
者　

大
野　

米
八　

　

同
上　

望
月　

幸
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橫
超　

德
海　

　
　
　
　

貝
原　

白
平

　

経
済
学
科
三
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
住
呂
九
一　
　
　
　
　

佐
藤
文
二
郞

　

商
学
部
三
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

榮
一　
　
　
　
　

林　

雄
次
郞

　

商
学
科
三
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　
　

宏　
　
　
　
　

小
西　

喜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
定
二　
　
　
　
　

松
本
秀
次
郞
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法
令
輯
覧　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
記
録
課

同　
　
　
　

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　
　

追
録　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

簡
明
法
医
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀
積
次
郞

法
医
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田
義
一
郞

実
地
家
に
必
要
な
る
法
医
学　

　
　
　
　
　
　
　

淺
田　

一
述

法
医
学
講
義　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

祐
吉

同　
　
　
　
　

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　
　
　

続　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

明
治
憲
政
史　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤　

武
重

　
　

寄
贈
和
書

　

書　
　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
贈
者

刑
法
要
論　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
彥
三
郞

法
律
に
於
け
る
階
級
闘
争　

　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
義
太
郞

法
律
学
説
判
例
要
旨
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
窪
喜
八
郞

大
阪
電
灯
株
式
会
社
沿
革
史　
　
　
　
　
　
　
　

同
編
纂
所

極
東
露
領
に
於
け
る
黄
色
人
種
問
題　
　
　
　
　

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

満
州
粟
に
関
す
る
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

東
蒙
に
於
け
る
撥
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

支
那
国
立
銀
行
に
関
す
る
研
究　
　
　
　
　
　
　

同

海
外
各
地
在
留
邦
人
職
業
別
人
口
表　
　
　
　
　

外　

務　

省

大
正
十
一
年
日
本
帝
国
死
因
統
計　
　
　
　
　
　

内
閣
統
計
局

大
正
十
一
年
東
京
府
統
計
書　
　
　
　
　
　
　
　

東　

京　

府

現
行
国
際
法　

上
巻
（
二
冊
）　　
　
　
　
　
　

 

松
原　

一
雄

日
本
法
制
史
書
目
解
題　

下　
　
　
　
　
　
　
　

同

商
行
為
法　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
津　

盛
一

人
種
問
題
研
究　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
川　

武
治

上
海
に
於
け
る
外
国
為
替
及
金
融　

　
　
　
　
　

吉
田　

政
治

商
法
原
理
（
総
則
二
巻
）　　

　
　
　
　
　
　
　

 

寺
尾　

元
彥

経
済
原
論　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
嶋　

錦
治

社
会
問
題
体
系　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
田　

嗣
郞

政
治
学
の
任
務
と
対
象　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蠟
山　

政
道

マ
ル
ク
ス
学
説
体
系　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

　

均

改
正
日
本
取
引
所
論　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橫
山　

一
郞

宗
教
の
発
達　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

正
治

常
平
倉
の
研
究　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
榮
次
郞

経
済
原
論　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
屋　

美
貞

世
界
各
国
憲
法　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
橋
友
四
郞

債
権
概
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　
　

新

大
宝
令
新
釈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
美　

昌
保

日
本
民
法　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
音
四
郞

同　
　
　
　

中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　
　

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

支
那
開
港
場
誌　

第
二
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
亜
同
文
会

民
事
実
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

豊
三

商
業
政
策　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
村　

秀
松

同　
　
　
　

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

科
学
的
犯
罪
捜
査
同
附
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

務　

省
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同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
編　

同

大
正
十
二
年
農
事
統
計
表　

　
　
　
　
　
　
　
　

農
商
務
省

第
四
十
次
農
商
務
統
計
表　

第
一
編　

　
　
　
　

農
商
務
省

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
編　

　
　
　
　

同

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
編　

　
　
　
　

同

耕
地
の
拡
張
及
潰
廃
に
関
す
る
調
査　

第
一
次　

同

土
地
利
用
及
開
墾
事
業
要
覧　

第
六
次　

　
　
　

同

露
国
と
亜
細
亜
諸
国
と
の
条
約　

　
　
　
　
　
　

東
亜
経
済
調
査
局

国
都
及
大
都
市
制　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
役
所

　
　

雑
誌
三
月
二
十
一
日
ヨ
リ
四
月
二
十
日
迄
備
付
ノ
分

　

誌　
　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　
　
　
　
　
　

号　
　
　
　

冊

法
学
新
報　

　
　
　
　
　
　
　
　

三
五　

　
　
　
　
　

四　
　
　
　

五

法
学
協
会
雑
誌　

　
　
　
　
　
　

四
三　

　
　
　
　
　

四　
　
　
　

二

法
律
及
政
治　

　
　
　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

法
学
論
叢　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

法
学
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

四

法
学
志
林　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

法
律
評
論　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三　
　
　
　
　

十
四　
　
　
　

一

日
本
弁
護
士
協
会
録
事　
　
　
　

二
九　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

二

大
審
院
判
例
集　
　
　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

一

日
本
法
政
新
誌　
　
　
　
　
　
　

二
二　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

三
田
学
会
雑
誌　
　
　
　
　
　
　

一
九　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

行
政
裁
判
所
判
決
録　
　
　
　
　

三
六　
　
　
　

一
、
二　
　
　
　

二

司
法
行
政
判
例
彙
報　
　
　
　
　

三
六　
　
　
　
　
　

五　
　
　
　

二

同　
　
　
　
　

下
巻
（
二
冊
）　　
　
　
　
　
　

 

同

伯
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
洲
地
質
調
査
図
及
説
明
書　

　

外　

務　

省

商
品
研
究　

第
六
編　

羊
毛　

　
　
　
　
　
　
　

横
浜
正
金
銀
行

大
正
八
年
度
鉄
道
災
害
記
事　

　
　
　
　
　
　
　

鉄　

道　

省

主
要
各
国
穀
物
消
費
一
覧
表　

　
　
　
　
　
　
　

農
商
務
省　

農
務
局

正
米
相
場
月
別
平
均
価
格
及
指
数
表　

　
　
　
　

同

朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報　

第
八
編　

　
　
　
　
　

朝
鮮
総
督
府

大
正
十
四
年
朝
鮮
要
覧　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

商
業
と
経
済　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
高
等
商
業
学
校

北
満
農
村
経
済　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
満
州

（
マ
マ
）鉄

道
株
式
会
社

北
満
洲
の
燃
料
問
題　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

満
洲
に
於
け
る
産
業
組
合　

　
　
　
　
　
　
　
　

同

支
那
に
於
け
る
労
働
争
議
調
（
一
）　　

　
　
　

 
同

北
支
那
貿
易
年
報　

大
正
十
二
年　

下
編　

　
　

同

邦
文
図
書
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
菱
合
資
会
社

震
災
に
因
る
日
本
の
損
失　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
役
所

港
湾
と
鉄
道
と
の
関
係
調
書　
　
　
　
　
　
　
　

鉄　

道　

省

一
九
二
四
年
合
衆
国
移
民
法　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
市
太
郞

株
式
会
社
本
質
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
股　

淇
淸

鉄
鋼
業
発
展
史
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

精
一

政
治
学
の
根
本
問
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
岡　

久
雄

英
領
印
度
刑
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
勘
之
助

大
正
十
二
年
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報　

第
四
編　

朝
鮮
総
督
府

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
編　

同
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宇
宙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　

一

労
働
時
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

児
童
研
究　

　
　
　
　
　
　
　
　

二
八　

　
　
　
　
　

七　
　
　
　

一

高
崎
ノ
実
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五　

　
　
　

一

禁
酒
ノ
軍　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

茨
城
農
事
研
究　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

一

卸
売
物
価
統
計
月
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

一

受
験
界　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

我
等
ノ
政
治　

　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

二

発
明　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二　

　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

明
治
大
学
々
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇　

　
　
　

一

国
民
法
律　

　
　
　
　
　
　
　
　

十
六　

　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

職
業
紹
介
時
報
（
東
京
）　　

　
　
　
　
　
　

 　
　

五
五　

　
　
　

一

業
務
研
究
資
料　

　
　
　
　
　
　

十
三　

　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

国
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

実
業
ノ
日
本　
　
　
　
　
　
　
　

二
八　
　
　
　

自
七
至
八　
　
　

二

東
京
地
方
職
業
紹
介
所
委
員
会
要
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

日
本
及
日
本
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
七
〇
至
七
一　
　

二

時
事
評
論　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

求
職
に
関
ス
ル
調
査　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

法
華　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

北
満
洲
ニ
於
ケ
ル
電
気
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二　
　
　
　

一

調
査
時
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

読
書
会
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

国
民
経
済
雑
誌　
　
　
　
　
　
　

三
八　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

経
済
論
叢　

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十　

　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

財
政
経
済
時
報　

　
　
　
　
　
　

十
二　

　
　
　
　
　

七　
　
　
　

一

文
部
時
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
一
六
五
至
一
六
九　

五

会
計　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六　

　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

法
曹
会
雑
誌　

　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一

東
洋
経
済
新
報　

　
　
　
　
　
　
　
　

自
一
一
三
九
至
一
一
四
四　

六

国
際
事
情　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
一
七
四
至
一
七
五　

二

行
政
裁
判
所
判
決
録　

　
　

第
三
六
輯　

　
　
　

第
二
巻　

　
　
　

一

学
校
教
練
ノ
振
作
ニ
関
ス
ル
実
施
案　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

早
稲
田
学
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
三
六
一
至
三
六
二　

　

二

国
際
法
外
交
雑
誌　

　
　
　
　
　

二
四　

　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

北
京
週
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
一
五
三
至
一
五
六　

　

四

博
愛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
四　

　
　
　

一

国
際
労
働　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

一

内
外
情
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
一
三
四
至
一
三
六　
　

三

東
京
商
業
会
議
所
会
報　
　
　
　
　

八　
　
　
　

自
三
至
四　
　
　

二

海
外
時
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
二
二
至
二
三　
　

二

国
際
事
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
三　
　
　
　

一

原
生
糸
月
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
九
至
十
一　
　

三

職
業
紹
介
時
報
（
大
阪
）　　
　
　
　

 　
　
　

自
六
四
至
七
〇　
　

七

時
事
経
済
問
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三　
　
　
　

一

思
出
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

軍
事
教
育　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　

一

中央大学史資料集　第27集　　　　正誤表をご確認ください



七
三

中央大学史資料集　第 27 集

金
五
円
（
九
十
六
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　

 

安
逹
駿
三
郞
君

金
七
円
五
拾
銭
（
自
百
〇
五
至
百
〇
七
回
分
）
木
戸　

梅
藏
君

金
壱
円
五
拾
銭
（
七
十
回
分
）　　

　
　
　
　

 

水
町　

新
三
君

金
参
円
（
自
五
十
九
至
六
十
一
回
分
）　　

　

 

設
樂　

義
男
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
次
号

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三　
　
　
　

一

預
金
貸
付
高
調　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

川
島
屋
旬
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
六　

　
　
　

一

高
等
学
校
高
等
科
歴
史
教
授
要
目　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

米
国
ニ
於
ケ
ル
第
三
党
運
動　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

運
輸　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六　
　
　
　
　
　

七　
　
　
　

一

社
会
問
題
研
究　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
一　

　
　
　

一

　
　

新
聞
ノ
分

法
律
新
聞　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
二
三
七
八
至
二
三
八
六　

九

法
律
新
報　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
三
四
至
三
五　

　

二

東
亜
法
政
新
聞　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
六　

　
　
　

一

○
維
持
基
金
ノ
払
込
ア
リ
タ
ル
額
及
氏
名
左
ノ
如
シ

金
五
円
（
五
十
二
回
分
）　　

　
　
　
　
　
　

 
伊
藤　

浩
藏
君

金
四
円
（
二
十
四
、
五
回
分
）　　

　
　
　
　

 

羽
田　

　

實
君

金
拾
円
（
十
一
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

李　
　

升
雨
君

金
四
円
（
五
十
三
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　

 

小
山
田　

實
君

金
五
円
（
九
十
五
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　

 

上
内
恒
三
郞
君

金
弐
円
五
拾
銭
（
四
十
回
分
）　　
　
　
　
　

 

谷　
　

忠
行
君

金
拾
円
（
百
九
、
十
回
分
）　　
　
　
　
　
　

 

栗
本　

武
三
君

金
弐
円
（
五
十
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
口　
　

昇
君

金
四
円
（
四
十
二
、
三
回
分
）　　
　
　
　
　

 

藤
村　

寅
一
君

金
参
円
（
九
十
七
回
分
）　　
　
　
　
　
　
　

 

赤
井　

定
義
君

金
弐
拾
円
（
十
七
、
八
回
分
）　　
　
　
　
　

 

淺
野　

三
秋
君

金
拾
弐
円
（
七
十
四
回
分
）　　
　
　
　
　
　

 

靑
山　

衆
司
君
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